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福岡市においては、文化財保護法の趣旨に基づき、埋蔵文化財の適正な保存と活用を図ることを目

的として、公共及び民間の各種開発事業の事前審査、記録保存のための緊急調査、重要追跡確認調査

等を実施しております。

平成9年度は、平成不況と呼ばれる状況下で、開発事業の相対的な減少傾向がみられたにもかかわ

らず、道路や下水道整備等の都市枯盤整備を中心とした公共事業や、民間の小規模な開発2-J1:業に起因

する緊急調査は例年以上の件数を数えました。これは、埋蔵文化財の間知化がある程度迎むとともに、

開発関係各位の文化財保護に対するご理解が深められつつある状況を示していると思われます。

本因は、平成 9年度における埋蔵文化財保護行政の概要報告です。木，りが文化財保訛のより一層の

ご理解の—助となり、また学術的賓料として活川いただければ幸いです。

目次
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平成11年3月3111

伽岡市教有委只会

教宥長 IIIT田英俊

例 言
1 . 本 ， 1！は、平成 9 年度に教育委員会j•IIt蔵文化！！4,謀が実施した 1i業

のうち、開発’lt業に伴う 1Hiij密行概嬰と発掘湖査の概要報告、

本報告、及び文化財整備課が所府した新指定文化財の概災報店
である。

2 . 木 ， l ｝ に記載ある報内のうち、 ，淵森番り•9709 · 9710·9728 · 9747 ·
9749・9753については、この年報をも って、本報告とする。その

他については別途本報告内が 1:Il行される予定である 。 l•ll 行19定
年度は各文末に記載してし＼る。

3.各報佑の表組の番け及び略号は 1、山内容を表示している。

［例】9701i／泰崎追跡群第28次調脊 (FUA-28)----
頃森番号） （追跡略号）

4．湖査地点位四図のキャプシ ョンは下記の内容を表示してtヽる。

[Iりlll§l宙具3071:8000 

「81」は伽岡市文化財分布地図図輻番り

「室見」は福岡I|1文化財分布地図IZI幅名称

「307」は追跡登録番号

5.,4ぷりの糾化は、 1il)fi密牡担‘l'，者の協力の下にlll11％粗夫が行った。

なお 、 発掘，翡介報告は各r~"日[!"',者が分fll執喰し、 Ul について
は文化財整fllii課三木隆行 ・濱石哲也が執潅した。
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平成 9年度文化財部の組織
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：課長
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埋蔵文化財課長：荒巻輝II券

第 ・ 係長: ]．宮，忠司

t任文化財上1i: 1|是邸‘：絋雄 ） 1分恕‘~ . 杉II叶9ii雄

係 員： （文化財t1i) 荒牧宏行 力1lJl渚良彦米介秀紀池LHネ（市1)JIiii泰降也

中村啓太郎久住猛雄大塚紀宜星野忠美

(1i務） 内野1呆枯小森彰 浅原千品(9年10J=l末迄） 河野沖芙

第 二 係長：山II譲治

t任文化！！4J.::事：）J武卓治松村逍Idi

係 具： （文化財打jf) 大庭康時瀧本正ぷ佐膝一郎宮JI椅 剖 長 家 伸

：榎本義枷l/や|l_| j,1: |」」ヒ93郎本[TI納二郎 Jトト1揺I子

課 長：山崎純男
（大規校事業等担‘li)

主 森：池崎譲二

係 負： （文化財t1i）小林義彦荘波正人松浦一之介



I 開発事前審査

土木t事等の各種開発"Ji業に係る埋蔵文化財の取扱については、福岡市文化財分布地図を基本贅料

とし、これま での発掘調杏および試掘調在等の成果を参考に しながら、埋蔵文化財の有無確認・保存

措岡に係わる協議等の事前審査を行っている。

文化財分布地図は、周知化を図るこ とを日的に、本市開発関係部局および公共機l~l等に配布してい

る。公共市業については、次年度予定の事業計画の照会を行い、市域内における公共事業を全般的に

把握し、埋蔵文化財の保イf上問題となると思われる事業にはその取扱について関係部局に協議を求め

ている。民間の開発'li業については、都市計画法に基づく 1,000m'以上の開発事業、建築基準法に拮

づく建築事業等を対象として事前協議を求めている。また、 計画策定段階での開発業者や、不動産取

引関係者、 一般市民等の分布地図閲＇此や埋蔵文化財に係わる照会にも窓口で応じている 。

1)平成 9(1997)年度の概要

平成 9年度の公共および民間間発11業筈に伴う事前審査申昂件数は、公共'li業689件、民間ボ業566

件の計1255件であ った。また、市前密杏窓nに備え付けた 『文化財分布地図』の閲買及び開発予定地

における埋蔵文化財の有無に係わる照会等はは1873（照会地が明らかなもの1844件）であった。窓口

における照会は不動廂売買取り1に伴うものが多くなっており、周知化が進むにつれその傾向が裔まる

ことが予想される。

,li業別割合では、公共:Jf業がII乍年度と比校 して23.3％減少している。民間事業はほぼ同数である。

全市的には昨年度と同じく西部地区にl_|！晶件数が偏る傾向がある。各区別にみると、西区が271件で

最も多く、次いで柚多区の263件、早良区の222件となる。南区は129件で咋年に比校し35％以上減少

している。下水逍敷設等の公共1t業の減少によるものである。中央区は追跡の数が少ないことにもよ

るが、 98件と少ない。東区は咋年よりわずかに減少している。

1_i：前審森の内訳をみると、申請件数の69.7％にあたる874件が因類術在の結果埋蔵文化財に彩評がな

いと判断された。占類審査によ り、投本調査と判晰されたのは 9件である。試掘湖在は236件実施した

が、I}廿発により保存」：支障をきたし、調査が必嬰と判晰されたのは48件である。その他については惧重

t市、 T二li立会で対処した。工事立会はII乍年度と比べ大幅に増加している。審査継続中の件数が多いの

は訓発に先立って1f前協議を行う傾l匈が高ま っている ためで、特に 1；地売買の事例が11立っている。

事前審査件数の推移 （件） 平成9年度事前審査内訳（（ ）内は 8年度以前受付）
― ―言 9

H.4 H.5 H.6 H.7 H.8 H.9 

民間 443 511 478 560 561 566 

公且/‘  653 709 640 739 899 689 

合計 1,096 1,220 1,118 1,299 1,460 1,255 

注．試掘実施件数は236件である。うち、開発同意件
数が175件、要本調査と判断された件数が48件、
その他工事立会等が15件である。

要調査と判断された57件の内訳件数は、舌類審査
によるものが 9イ牛、試掘調査によるものが48件で
ある。

窓口での遺跡の有無等の照会件数は1873件である
が、表ではそのうち照会先が明らかな1844件を示
した。
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跡

群
1
9
9
7
.
0
9
.
1
8
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

2
3
 

9
 -
2

 -
2
4
4
 

西
区

拾
六

町
5
丁

目
9
7
8-
1

1
,
2
7
8
 0

 宅
地
造
成

1
03

 
3
7
5
 大

林
遠

跡
群

1
9
9
7
 0
9
.
0
2
 

迫
構
有
り

本
調
査
・
要
協
請

2
4
 

9
 -
2

 -
2
4
5
 

西
区

周
船

寺
2
丁

目
4
2
5
-
1
の

一
部

2
5
2
.
5
 
店
舗

1
2
0
 
6
8
9
 
周

船
寺

遠
跡

群
1
9
9
7
 0
9
.
2
5
 

遺
構
有
り

慎
重
工

事

2
5
 

9
 -
2

 -
2
5
4
 

西
区

拾
六

町
4
丁

目
9
1
6
-
1
他

4
筆

1
,8
25
.0
 
宅
地
造
成

1
0
4
 
3
8
4
 湯

納
遠

跡
1
9
9
7
.
0
9
.
0
7
 

過
構
有
り

慎
重
工
事

2
6
 

9
 -
2

 -
3
3
7
 

西
区

大
字

元
岡

1
5
7
8-
1

7
2
0
.
0
 観

音
堂

建
設

1
3
0
 
7
4
4
 元

岡
古

瑣
群

D
1
9
9
7
 1
1
.
2
8
 

遺
構
有
り

工
事
立
会

2
7
 

9
 -
2

 -
3
5
7
 

西
区

今
宿

2
丁

目
9
2
4
-
1
外

1
,
3
4
4
 4

 店
舗

1
1
2
 
62
1 

今
宿

遺
跡

群
1
9
9
7
 1
1
.
2
0
 

遵
構
な
し

開
発

同
意

2
8
 

9
 • 
2

 ・
 3
8
4
 

西
区

今
宿

青
木

3
1
-
1
,
3
0
-3

1,
92
5.
0 

事
務
所

1
1
2
 

6
2
8
 膏

木
迫

跡
群

1
9
9
7
.
1
2
 0
9
 
遺
構
な
し

開
発
同
意

2
9
 

9
 -
2

 -
4
4
1

 
西

区
大

字
干

里
字

中
原

4
9
-
1
外

9
筆

、
国

道
区

域
4
9
-

3,
24
7.
7 

老
人

保
健

施
設

12
1 

2
5
8
6
 千

里
中

原
1
9
9
8
 0
1
 1

4
 
過
構
な
し

開
発
同
意

3
0
 

9
 -
2
-

5
3
1
 

西
区

姪
浜

3
丁

目
1
1
-5

2
3
2
 3
 共

同
住
宅

8
9
 
3
6
7
 姪

浜
迫

跡
群

1
9
9
8
.
0
3
.3
1
 

逍
構
な
し

慎
重
工
専



②
早

良
区

試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

道
跡

登
録

追
跡

名
試
掘
調
査
日

結
果

判
断

番
号

(r
ri
) 

番
号

3
1
 

9
 -
1

 -
1
0
 

早
良

区
四

箇
3
,
2
0
0
 0
 道

路
新
設

8
4
 
4
2
5
 
四

箇
大

町
追

跡
1
9
9
7
 9.
4・
5 2

2
 
遺
構
な
し

恨
重
工
事

3
2
 

9
 -
1

 -
1
9
 

早
良

区
四

箇
地

内
3
,
2
0
0
 0
 道

路
改
良

8
4
 

4
2
5
 
四

箇
大

町
遺

跡
19
97
.4
.3
0 
・

 
5.
21
 

遥
構
な
し

開
発
同
意

3
3
 
9
7
2
2
 

9
 • 
1

 ・
 
2
6
 

早
良

区
東

入
部

地
内

3,
20
0.
0 

道
路
拡
幅

8
5
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
0
4
 3
0
 
遥
構
有
り

要
本
調
査

3
4
 

9
 -
1

 -
1
1
4
 

早
良

区
曲

淵
7
0
8
-
3

55
.6
 
分
団
格
納
廂
建
て
替
え

2
6
 
31
1 

原
遺

跡
群

1
9
9
7
.
0
8
.
1
9
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

3
5
 

9
 -
1

 -
7
8
2
 

早
良

区
四

箇
水

上
田

10
,0
00
.0
 
な
し

8
4
 
3
2
0
 
四

箇
遠

跡
群

1
9
9
7
 0
7
 0
9
 

な
し

慎
重
工
事

3
6
 

9
 -
1

 -
8
0
4
 

早
良

区
早

良
52
8.
0 

道
路
拡
幅

1
6
 

7
9
1

 内
野

熊
山

遺
跡

群
1
9
9
7
.0
9
.1
7
 
過
構
な
し

慎
重
工
事

3
7
 

9
 -
1

 -
8
0
5
 

早
良

区
四

箇
田

団
地
5
4
9
-
1
1

6
5
0
 0
 公
園
整
備

8
4
 
3
2
0
 
四

箇
遺

跡
群

1
9
9
7
 0
9
.
1
7
 
遺
構
な
し

恒
重
工
事

3
8
 
9
7
2
1
 

8
 -
2

 -
4
4
3
 

早
良

区
小

田
部

3
丁

目
2
8
5
,
2
8
6

96
4.
0 

自
宅
、
共
同
住
宅

8
2
 
3
0
9
 有

田
遠

跡
群

1
9
9
7
 0
5
.
2
7
 
遥
構
有
り

要
本
調
査

3
9
 
9
7
1
9
 

8
 -
2

 -
5
2
2
 

早
良

区
藤

崎
1
丁

目
2
-
7

36
0.
0 

共
同
住
宅

81
 

3
0
7
 藤

崎
A
遠

跡
1
9
9
7
.
0
5
.2
7
 
過
構
有
り

要
本
調
査

4
0
 

9
-
2
-

1
0
 

早
良

区
四

箇
5
丁

目
4
8
-
8

33
1.
0 

携
幣
電
話
基
地

8
4
 

3
2
2
 
四

箇
東

遠
跡

群
1
9
9
7
.
0
4
.
1
5
 
遺
構
な
し

開
発
同
意

4
1
 

9
7
1
7
 

9
-
2
-

1
7
 

早
良

区
小

田
部

1
丁

目
1
2
6

3
8
3
.
7
 
専
用
住
宅

8
2
 
3
0
9
 有

田
追

跡
群

1
9
9
7
.
0
5
.
1
2
 
遅
構
有
り

要
本
調
査

4
2
 

9
 -
2

 -
3
9
 

早
良

区
重

留
6
丁

目
6
3
7
-
3

4
1
6
.
2
 
事
務
所

8
4
 
3
2
4
 重

留
村

下
遺

跡
1
9
9
7
.
0
5
.
2
0
 
遺
構
有
り

慎
重

工
事

4
3
 
9
7
4
7
 

9
 -
2

 -
9
2
 

早
良

区
西

新
5
丁

目
6
3
2
-
6

10
9.
1 

専
用
住
宅

（鉄
筋
2
階

）
7
2
 
2
4
0
 西

新
町

1
9
9
7
.
0
9
 1
8
 
過
構
有
り

要
本
調
査

4
4
 

9
 -
2

 -
9
3
 

゜
早

良
区

藤
崎

1
丁

目
3
3

1
6
4
 5
 店

舗
81
 

3
0
7
 藤

崎
A
遺

蹄
1
9
9
7
.
0
6
.
0
9
 

遺
構
な
し

慎
重
工
事

4
5
 
9
7
2
8
 

9
 -
2

 -
1
3
7
 

早
良

区
田

村
3
丁

目
7
6
2
-
1

1
,0
70
.0
 
共
同
住
宅

9
3
 
3
1
7
 包

蔵
地

外
1
9
9
7
.0
6 
2
6
 
遺
構
有
り

要
本
調
査

4
6
 

9
 -
2

 -
1
4
8
 

早
良

区
田

村
5
丁

目
1
番

1
他

4
,9
2
0
.
8
 
宅
地
造
成

8
4
 
3
2
0
 
四

箇
遠

跡
群

1
9
9
7
 0
7
.2
9
 
過
構
な
し

伯
重
工
事

4
7
 

9
 -
2

 -
1
6
8
 

早
良

区
有

田
2
丁

目
1
6
-
1
8
,
1
6-
4
0

9
1
5
.
2
 
倉
庫
改
築

8
2
 
3
1
4
 
小

田
部

城
跡

1
9
9
7
.
0
7
.
1
5
 
遺
構
な
し

惧
重
工
事

4
8
 

9
 -
2

 -
1
7
0
 

早
良

区
重

留
4
丁

目
4
-
1
6

4
4
7
.
6
 
士
冗

C
 貝

8
5
 

3
2
4
 
重

留
村

下
遺

跡
1
9
9
7
.
0
7
.
1
5
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

4
9
 

9
-
2
-

1
7
7
 

早
良

区
有

田
3
丁

目
4
3
-
1
1

2
2
5
 5
 事

務
所
兼
店
舗

8
2
 
3
0
9
 
有

田
遵

跡
群

1
9
9
7
.
0
7
.
2
9
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

5
0
 

9
 -
2
-

1
7
8
 

早
良

区
田

村
3
丁

目
1
5
3
-
1
,1
5
4
の

一
部

1,
98
6.
8 

一
戸
建
宅
地
造
成

84
・9
3 

3
1
7
 
田

村
遺

跡
群

1
9
9
7
.
0
7
.
2
9
 
遺
構
な
し

慎
菫
工
事

5
1
 

9
 -
2

 -
2
3
3
 

早
良

区
高

取
1
丁

目
2
4
,
8
7

20
3.
6 

共
同
住
宅

7
2
 
2
4
0
 西

新
町

1
9
9
7
 0
9
 3
0
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

5
2
 

9
 -
2

 -
2
4
8
 

早
良

区
野

芥
2
丁

目
5
2
1
-1

5
96
.5
 
専
用
住
宅

(
3
階
建
て
）

8
3
 
3
1
9
 野

芥
過

跡
群

1
9
9
7
.
0
9
.
1
1
 

遺
構
有
り

工
事
立
会

5
3
 

9
 -
2

 -
2
5
3
 

早
良

区
有

田
3
丁

目
5
2
6
-
1

89
6.
0 

貸
店
舗

8
2
 
3
0
9
 有

田
遺

跡
群

1
9
9
7
 0
9
 0
9
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

5
4
 

9
 -
2

 -
2
7
5
 

早
良

区
重

留
4
丁

目
5
1
5
-
1

1
,9
30
.0
 
戸
建
分
譲

8
4
 3
24

・3
 重

留
村
下
、
重
留
古
坦

1
9
9
7
1
0
.
1
4
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

5
5
 

9
 -
2

 -
2
9
9
 

早
良

区
南

庄
3
丁

目
3
0
-8

3
9
9
 7
 専

用
住
宅

81
 

3
0
9
 有

田
速

跡
群

1
9
9
7
 1
0
.
1
4
 

過
構
な
し

慎
重
工
事

5
6
 

9
 -
2

 -
3
1
9
 

早
良

区
南

庄
3
丁

目
84
-1

4
3
7
1
 
共
同
住
宅

81
 

3
0
9
 
有

田
迫

跡
群

1
9
9
7
.
1
0
.
1
3
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

5
7
 
9
7
5
9
 

9
 -
2

 -
3
5
3
 

早
良

区
有

田
1
丁

目
3
1
-
6

4
0
3
.
7
 
共
同
住
宅

8
2
 
3
0
9
 有

田
達

跡
群

1
9
9
7
.
1
1
.
1
2
 
遺
構
有
り

要
本
調
査

5
8
 

9
 -
2

 -
3
6
2
 

早
良

区
小

田
部

1
丁

目
2
3
7-
2

2
3
2.
3

 尊
用
住
宅

81
 

3
0
9
 有

田
遠

跡
群

1
9
9
7
.
1
1
.
2
0
 
遺
構
有

り
慎
重
工
事

5
9
 

9
 -
2

 -
3
9
1
 

早
良

区
小

田
部

3
丁

目
3
9
7他

1
,0
16
.3
 
専
用
住
宅

8
2
 
3
0
9
 有

田
遠

跡
群

1
9
9
7
.
1
2
.
0
9
 
遺
構
な
し

慎
重

工
事

6
0
 

9
 -
2

 -
3
9
3
 

早
良

区
百

道
1
丁

目
8
0
7
-6
,
8
5
0
-
3

40
8.
4 

共
同
住
宅

81
 

3
0
7
 藤

崎
A
遺

跡
1
9
9
8
.
0
3
.
1
2
 
遺
構
な
し

開
発
同
意



試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遠
跡

登
録

迫
跡

名
試

揺
調

査
日

結
果

判
断

番
号

（而
）

番
号

6
1
 

9
 -
2
 -
3
9
4
 

早
良

区
野

芥
2
丁
目

7
-
8

9
2
4
.
4
 
寺
院

8
3
 
3
1
9
 野

芥
遠

跡
群

1
9
9
8
.
0
1
.2
0
 
遺
構
な
し

恨
重
工
事

6
2
 

9
 -
2
 -
3
9
5
 

早
良

区
田

村
2
丁
目

1
0
7
1
-
1

4
7
3
 0
 駐
車
場

9
2
 
3
1
7
 
田

村
遺

跡
群

1
9
9
8
 0
1
.0
8
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

6
3
 
9
8
0
3
 

9
 -
2
 -
4
1
1
 

早
良

区
有

田
2
丁
目

14
-1

の
一

部
外

1,
72
1 
0

 共
同
住
宅

8
2
 
3
0
7
 有

田
遠

跡
群

1
9
9
8
.
0
2
.0
3
 
迫
構
有
り

要
本
調
査

6
4
 

9
 -
2
 -
4
2
4
 

早
良

区
田

村
2
丁
目

79
9-
1,
-3
,-
4

1,
39
8.
0 

共
同
住
宅

9
2
 
2
4
6
 
田

村
遠

跡
群

1
9
9
8
 0
2
.
2
6
 
遺
構
な
し

開
発
同
意

6
5
 

9
 -
2
 -
4
3
1
 

早
良

区
高

取
1
丁
目

4
1
4
-
3
,
4
2
3
-
4

10
0.
6 

宅
地

81
 

3
0
7
 藤

崎
A
遠

跡
1
9
9
8
.
0
1
.
0
8
 
遥
構
な
し

開
発
同
意

6
6
 

9
 -
2
 -
4
5
1
 

早
良

区
有

田
2
丁

目
5
9
2
.
4
 
宅
地

8
2
 

有
田

遺
跡

群
1
9
9
8
.
0
1
.
2
0
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

6
7
 

9
 ・
 2
 ・
 4
6
4
 

早
良

区
飯

倉
6
丁

目
4
-
2
7の

一
部

17
3.
9 

専
用
住
宅
新
築
工
事

7
3
 
2
5
3
 飯

倉
c
過

跡
群

1
9
9
8
.
0
3
.0
5
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

6
8
 

9
 -
2
 -
4
6
7
 

早
良

区
藤

崎
1
丁

目
2
-
2
9

77
5.
3 

専
用
住
宅

81
 
2
7
7
5
 藤

崎
A
追

跡
1
9
9
8
.
0
2
 1
0
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

6
9
 

9
 -
2
-

4
7
1
 

早
良

区
西

新
7
丁

目
7
1
0
-
2

50
4.
0 

売
却

7
2
 

1
9
9
 
西

新
町

1
9
9
8
 0
2
.
2
6
 

遺
構
有
り

恨
重
工
事

7
0
 

9
 -
2
 -
4
7
4
 

早
良

区
藤

崎
1
丁

目
4
-
7地

番
(
1
4
5
,
1
5

24
4.
6 

宅
地

81
 

藤
崎

A
達

跡
1
9
9
8
 0
1
.
2
9
 
遺
構
な
し

開
発
同
意

71
 

9
 -
2
 -
4
8
1
 

早
良

区
次

郎
丸

1
丁
目

2
0
4
-
1
,
2
1
7
-
1
,
2
1
6

4
,0
60
.2
 
宅
地
造
成

8
3
 

2
5
5
 
包

蔵
地

外
1
9
9
8
.
0
2
.
0
3
 
遺
構
な
し

開
発
同
意

③
城
南
区

試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遺
跡

登
録

遺
跡

名
試

掘
調

査
日

結
果

判
断

番
号

（而
）

番
号

7
2
 

8
 -
1
 -
6
1
2
 

城
南

区
梅

林
1
7,
00
0.
0 

道
路
建
設
（
外
環
状
）

7
4
 

2
0
3
 飯

倉
F
遠

跡
群

1
9
9
8
.
0
3
 2
5
 
遺
構
な
し

慎
重
工
事

心
7
3
 
9
8
0
0
 

8
-
1
-
6
1
3
 

城
南

区
梅

林
4
丁
目

17
,0
00
.0
 
道
路
建
設
（
外
環
状
）

7
4
 
2
4
6

 梅
林

迫
跡

1
9
9
7
 1
0
.
2
3
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

7
4
 

9
 -
1
 -

6
 

城
南

区
田

島
1
丁
目
・

2
丁

目
1
1
,
8
8
0.
0

 道
路
新
設

7
2
 
2
4
6
 
田

島
酒

跡
群

1
9
9
7
 0
9
.
3
0
 

遥
構
な
し

開
発
同
意

7
5
 

9
 -
1
 -

6
1
 

城
南

区
樋

井
川

7
丁
目

2
1
-
1

75
5.
0 

公
民
館
改
築

6
4
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.0

4
 0
8
 
遠
構
な
し

惧
重
工
事

7
6
 

9
 -
1
 -
8
0
9
 

城
南

区
七

隈
7
丁
目

10
,0
00
.0
 
グ
ラ
ン
ド
造
成

7
5
 
2
5
5
 五

ヶ
村

池
逍

跡
1
9
9
7
 1
0
.
2
9
 

逍
構
な
し

惧
重
工
事

7
7
 

9
 -
2
 -

3
6
 

城
南

区
樋

井
川

2
丁

目
9
0
3
-
3

7
1
0
 0
 2

階
建
共
同
住
宅

6
3
 
2
0
3
 長

尾
遺

跡
1
9
9
7
.
0
5
.
2
0
 

遥
跡
な
し

慎
重
工
事

7
8
 

9
 -
2
 -

4
0
 

城
南

区
七

隈
2
丁
目

1
1
8
6-
1
,-
2

6
9
8
 9
 戸

建
住
宅
宅
地
造

7
3
 
2
4
6
 飯

倉
c
遺

跡
群

1
9
9
7
 0
5
.
0
8
 
遺
跡
な
し

開
発
同
意

7
9
 

9
 -
2
 -
3
0
9
 

城
南

区
七

隈
2
丁
目

1
1
7
8
-
1
の

一
部

3
0
0
 0
 私

設
道
路

7
3
 

2
4
6
 飯

倉
c
遺

跡
群

1
9
9
7
.
1
1
.
2
5
 

遺
構
な
し

開
発
同
意

8
0
 

9
-
2
-

3
1
7
 

城
南

区
神

松
寺

2
丁

目
1
1
1
1
-1

~
-6
,-
11
 

8
,
6
1
3
 4

 店
舗

6
3
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
1
0
.
3
0
 

遺
構
な
し

開
発
同
意

8
1
 

9
 -
2
 -
3
2
0
 

城
南

区
干

隈
2
丁
目

9
2
8
-
4外

8
1
4
 3
 =
冗

C貝
エ〗

8
3
 

3
1
9
 
野

芥
遠

跡
群

1
9
9
7
.1
1

 0
6
 
過
構
な
し

開
発
同
意

8
2
 

9
 -
2
 -
4
8
8
 

城
南

区
荒

江
1
丁
目

2
7
6
-
1

68
9.
1 

専
用
住
宅

7
2
 

2
4
3
 飯

倉
B
遺

跡
群

1
9
9
8
.0
3
.
0
5
 
過
構
あ
り

恨
重
工
ま

8
3
 

9
 -
2
 -
5
4
7
 

城
南

区
田

島
3
丁

目
9
4

2
6
4
.6

 専
用
住
宅

7
3
 

2
4
9
 
田

島
和

尚
頭

逍
跡

1
9
9
8
.
0
3
.
1
9
 
道
構
な
し

慎
重
工
ま

④
中

央
区

-
-

試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遺
跡

登
録

迫
跡

名
試

掘
調

査
日

結
果

判
断

番
号

（ボ
）

番
号

8
4
 

9
-
1
 -

7
7
8
 

中
央

区
浄

水
通

9
8
5
 0
 公

園
整
備

61
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
 0
7
.
1
7
 
遺
構
な
し

恨
重
工
事

8
5
 

9
 -
2
 -

7
8
 

中
央

区
地

行
4
丁
目

12
-1

18
9.
1 

鉄
骨
造
ア
パ
ー
ト

71
 

1
1
6
 
元

寇
防

塁
1
9
97

.
0
6
.
1
2
 

過
構
な
し

慎
重
工
事

8
6
 

9
 -
2
 -

9
6
 

中
央

区
桜

坂
2
丁
目

2
6
1

69
5.
3 

専
用
住
宅

61
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
0
6
.1
2
 
追
構
な
し

惧
重
工
事



試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遠
跡

登
録

迫
跡

名
試

掘
謂

査
日

結
果

判
断

番
号

(
m
)
 

番
号

8
7
 

9
 -
2

 -
2
3
1
 

中
央

区
地

行
3
丁

目
11
-6
,-
5

21
6.
8 
未
定

71
 

1
1
6
 元

寇
防

塁
1
9
9
7
.
1
2
.
0
5
 
過
構
な
し

慎
重
工
事

8
8
 

9
 -
2

 -
2
8
3
 

中
央

区
赤

坂
1
丁

目
1
0
8
-
2

2
0
3
.9

 再
用
住
宅

6
0
 

1
9
3
 
福

岡
城

跡
1
9
9
7
.
1
1
.
1
9
 
遺

構
な
し

慎
重
工
事

8
9
 

9
 -
2

 -
4
0
2
 

中
央

区
大

名
2
丁

目
1,
5
,6

5
3
4
.0

 サ
ン
ト
ビ
ル

6
0
 

1
9
3
 
福

岡
城

跡
1
9
9
8
.
0
3
.
1
3
 
逍
構
な

し
慎
重
工
事

9
0
 

9
 -
2

 -
4
3
2
 

中
央

区
伊

崎
1
2

26
8.
4 

宅
地

71
 

1
1
6
 
元

寇
防

塁
1
9
9
8
.
0
1
.2
6
 
道
構

な
し

工
事
立
会

⑤
南

区
試

掘
調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遺
跡

登
緑

遺
跨

名
試

掘
調

査
日

結
果

判
断

番
号

(r
ri
)
 

番
号

9
1
 

9
 -
1

 -
1
3
 

南
区

老
司

2
~

4
丁

目
8
9
0
 0
 道

路
拡
幅

4
0
 

1
4
9
 包

蔵
地

外
1
9
9
7
.
0
6
.
2
5
 
遺

構
な
し

悦
重
工
事

9
2
 

9
 -
1

 -
2
8
 

南
区

三
宅

2
• 
3
丁

目
3
,0
00
.0
 
道
路
拡
幅

3
9
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
0
9
.
2
6
 
遥
構

な
し

恨
重
工
事

9
3
 

9
 -
1

 -
8
5
 

南
区

花
畑

3
丁

目
2
0
0
.0

 道
路
拡

幅
5
3
 

1
7
7
 花

畑
A
遺

跡
1
9
9
7
.1
2
.
0
4
 
遺
構

な
し

恨
重
工
事

9
4
 

9
 -
1

 -
8
8
 

南
区

井
尻

2
• 
3
丁

目
6,
40
0.
0 

新
設
道
路

2
5
 

1
0
3
 
笹

原
遺

跡
1
9
9
7
.
0
9
.
2
4
 
遺
構

な
し

惧
重
工
事

9
5
 

9
 -
1

 -
1
1
7
 

南
区

井
尻

団
地

内
7
,0
00
.0
 
公
営
共
同
住
宅

1
3
 
2
6
3
8
 
井

尻
廃

寺
1
9
9
7
.
1
2
.1
7
 
道
構
有
り

要
本
調
査

9
6
 

9
 -
1

 -
7
8
0
 

南
区

井
尻

4
丁

目
地

内
2
,2
9
0
 0
 公

園
整
備

2
5
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
0
7
.
1
8
 
道
構

な
し

開
発
同
意

9
7
 

9
 -
1

 -
7
8
1
 

南
区

弥
永

3
丁

目
地

内
1
,3
49
.0
 
公
園
整
備

41
 

1
5
8
 
蓄

弥
郷

B
遠

跡
群

1
9
9
7
.
0
7
.
2
5
 
迫
構
な

し
開
発
同
意

9
5
 

9
-
2
-

1
3
 

南
区

野
多

目
2
丁

目
1
5
9
-1
1
,
1
6
2-
1
,-
7

1
,1
7
4.
0

 共
同
住
宅

4
0
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
0
6
.
1
2
 
道

跡
な
し

開
発
同
意

゜
9
9
 

9
 -
2
-

6
4
 

南
区

高
木

1
丁

目
6
4
8
-
2
,
6
5
5
-
2

51
0.
3 

宅
地
造
成

3
8
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
 0
6
.
0
5
 
追
構
な

し
慎
重
工
事

1
0
0
 

9
 -
2
-

8
4
 

南
区

井
尻

5
丁

目
2
4
-
2
4

6
4
9.
5

 専
用
住
宅

2
5
 

9
0
 井

尻
B
遺

跡
1
9
9
7
.
0
7
.0
1
 

遺
構
有
り

恨
重
工

事

1
0
1

 
9
7
3
7
 

9
 -
2

 -
1
1
1
 

南
区

和
田

1
丁

目
5
1
2
-
1
他

1
,5
82
.7
 
共
同
住
宅

3
9
 

1
4
7
 野

多
目

C
遺

跡
群

1
9
9
7
.
0
6
.
2
3
 
遺
構
有
り

要
本
調
査

1
0
2
 

9
 -
2
-

1
2
3
 

南
区

三
宅

2
丁

目
9
0
0

57
1.
8 

宅
地
分
譲

3
9
 

1
3
9
 
三

宅
B
遥

跡
1
9
9
7
 0
6
.
2
3
 
迫
構
有
り

慎
重
工
事

1
0
3
 

9
 -
2

 -
1
4
1
 

南
区

井
尻

5
丁

目
1
7
9-
2

34
5.
7 

共
同
住
宅

2
5
 

9
0
 井

尻
B
迫

跡
1
9
9
7
1
0
2
1
 

遵
構
有
り

慎
重
工
事

1
0
4
 

9
 -
2

 -
1
5
1
 

南
区

横
手

3
丁

目
1
6
-
6

4
3
2.
3

 共
同
住
宅

3
9
 

9
9
 横

手
追

跡
1
9
9
7
.
0
7
.
0
1
 

遺
構

な
し

慎
重
工
事

1
0
5
 

9
 -
2

 -
1
9
8
 

南
区

弥
永

4
丁

目
8
-
3

66
1.
2 

ビ
ル

建
築

41
 

1
5
8
 
肇

弥
郷

B
遺

跡
群

1
9
9
7
 0
8
.2
6
 
道
構
な
し

惧
重
工
事

1
0
6
 
9
7
4
5
 

9
 -
2

 -
2
2
0
 

南
区

井
尻

1
丁

目
2
9
2
-
3
,
-
5
.
2
9
4
-
1
3

4
9
9.
0

 共
同
住
宅

2
5
 

9
0
 井

尻
B
遺

跡
1
9
97

.0
8.
26
 

遺
構

有
り

恨
重
工
事

1
0
7
 

9
 -
2

 -
2
2
5
 

南
区

柏
原

5
丁

目
2
0
-
1
,-
2
,-
3
,-
4
,2

3
,1
39
.1
 
宅

地
造
成

5
4
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.0
9
.
0
2
 
遺
構
有
り

恨
重
工
事

1
0
8
 
9
7
4
5
 

9
 -
2

 -
2
3
9
 

南
区

井
尻

5
丁

目
6
-
3
3

1
8
8
4
 共

同
住
宅

2
5
 

9
0
 井

尻
B
遺

跡
1
9
9
7
.
0
8
.
2
6
 
遥
構

有
り

要
本
調
査

1
0
9
 

9
7
5
7
 

9
 -
2

 -
2
9
3
 

南
区

五
十

川
2
丁

目
5
5
1
-3

,-
4
,5
5
2
,5
5

85
4.
0 

共
同
住
宅

2
4
 

8
8
 五

十
川

遺
跡

19
97
.1
1.
11
-2
5 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
 1
0
 

9
 -
2

 -
3
0
5
 

南
区

弥
永

1
丁

目
7
9
3番

地
39
0.
0 

共
同
住
宅

41
 

15
1 

蓄
弥

郷
A
遵

跡
1
9
9
7
.
1
1
 2

5
 
遺
構
有
り

惧
重
工
事

1
1
1

 
9

 -
2

 -
3
4
2
 

南
区

長
丘

3
丁

目
3
-2
-,
3
-3

,3
-4

10
,4
92
.6
 
共
同
住
宅

5
2
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
1
2
.1
8
 
迫
構

な
し

開
発
同

意

1
1
2

 
9

 -
2

 -
3
6
0
 

南
区

日
佐

5
丁

目
3
8
9

7
3
0
 8
 上

日
佐

4
0
 

1
5
0
 
上

日
佐

1
9
9
7
.
1
2
.
1
1
 

遥
構

有
り

慎
重
工
事

1
1
3
 

9
 -
2

 -
3
8
8
 

南
区

長
丘

3
丁

目
3-
1

3
,8
08
.3
 
共
同
住

宅
5
2
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.
1
2
.
0
8
 
遺
構

な
し

開
発
同
意

1
1
4
 
9
7
5
8
 

9
 -
2

 -
3
8
9
 

南
区

井
尻

1
丁

目
7
1
1
-
2
,
7
1
2
-
2

4
4
8
 5
 専

用
住
宅

2
5
 

包
蔵
地

外
1
9
97

.1
2.
04
 

遺
構
有
り

要
本

調
査

1
1
5
 

9
 -
2
-
4
1
2
 

南
区
老

司
1
丁

目
3
8
2
-1
0,

1
1
,1
2

2
8
7
.0

 テ
ナ

ン
ト

、
共

同
住
宅

4
0
 

1
4
7
 
野

多
目

C
遥

跡
群

1
9
9
8
0
1
.
0
8
 
遺

構
な

し
開
発
同

意



試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遥
跡

登
録

追
跡

名
試

掘
調

査
日

結
果

判
断

番
号

（ボ
）

番
号

1
1
6
 

9
 -
2
 -
4
4
0
 

南
区

五
十

川
2
丁

目
28
2-
2,
28
1
-3

83
.9
 
宅
地

2
4
 

8
8
 五

十
川

酒
跡

19
98
.0
1 
2
7
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
1
7
 

9
 -
2
 -
4
5
2
 

南
区

若
久

1
丁

目
18

5
-1
他

3,
86
8
.0 

共
同
住
宅

5
2
 

17
1

 若
久

A
遺

跡
19
98
 0
2.
12
,1
7

 遺
構
な
し

開
発
同
意

1
1
8
 

9
 -
2
 -
4
8
2
 

南
区

井
尻

4
丁

目
9
4
0
の

一
部

44
1.
7 

公
民
館

2
5
 

10
1 

井
尻
c
酒

跡
1
9
9
8
.0
1.
30
 

遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
1
9
 

9
 -
2
 -
5
0
1
 

南
区

和
田

3
丁

目
71
-1
,-
4,
72
-1
,
-2

2,
53
6 
8

 戸
建
分
譲
住
宅

8
 1
39
 
三

宅
B
遺

跡
1
9
9
8
 0
3
.
1
7
 

遺
構
な
し

惧
重
工
事

1
2
0
 

9
 -
2
 -
51
1 

南
区

日
佐

4
丁

目
7
0-
1
,7
1
-1

23
6.
0 

倉
庫

40
 

10
0 

日
佐

19
98
.0
3.
10
 

過
構
な
し

開
発
同
意

⑥
博

多
区

試
掘

調
査
番
号

受
付

番
号

申
請

地
申
請
面
積

開
発

目
的

遥
跡

登
録

遠
跡

名
試

掘
調

査
日

結
果

判
断

番
号

（
而

）
番

号

12
1 

6
 -
1
 -
5
5
9
 

博
多

区
下

川
端

地
内

2,
10
0.
0 

駐
車
場
建
設

4
9
 

12
1 

博
多

遥
跡

群
19

9
7
.
0
5
 2
2
 
迫
構
有
り

工
事
立
会

1
2
2
 

7
 -
1
 -
6
2
2
 

博
多

区
下

月
隈

地
内

9
0
0
 0
 空
港
整
備

10
 

3
0
 下

月
隈

遺
跡

群
19
98
.0
1 
2
8
 
過
構
有
り

慎
重
工
事

1
2
3
 

7
 -
1
 -
6
2
6
 

博
多

区
上

川
端
1
0
9

11
,8
37
 0

 公
園
整
備

4
9
 

12
1 

博
多

道
跡

群
19
98
.0

1.
2
0
 
過
構
有
り

工
事
立
会

1
2
4
 
9
8
0
0
 

9
 -
1
 -

゜
博

多
区

奈
良

屋
町

地
内

2
6,
0
0
0
.0

 学
校
建
て
替
え

4
9
 

12
1 

博
多

遺
跡

群
1
9
9
7
.
0
8
 2
7
 
遺
構
有
り

要
本
調
査

1
2
5
 
9
7
7
5
 

9
 -
1
 -

4
5
 

博
多

区
吉

塚
1
丁

目
地

内
3,
89
3.
0 

団
地
建
設

3
5
 

12
2 

堅
粕

遺
跡

群
19
98
.1
0.
1 
・2
1 

遺
構
有
り

要
本
調
査

61 

1
2
6
 
9
8
2
0
 

9
 -
1
 -

71
 

博
多

区
東

那
珂

2
丁

目
地

内
45
9.
0 

道
路
新
設

23
 
26
35
 
東

那
珂

遠
跡

19
97
.0
8.
06
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
2
7
 
9
7
2
3
 

9
 -
1
 -

7
8
 

博
多

区
吉

塚
2
丁

目
地

内
8,
16
0.
0 

都
市
計
画
道
路
拡

3
5
 

包
蔵

地
外

19
97
.0
1.
21
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
2
8
 

9
 -
1
 -
7
9
4
 

博
多

区
上

月
隈

・
下

月
隈

地
内

5,
90
0.
0 

道
路
新
設

10
 

3
2
 上

月
隈

追
踪

群
1
9
9
7
 0
7
 0
7
 
遺
構

有
り

要
本
調
査

1
2
9
 

9
 -
1
 -
7
9
8
 

博
多

区
上

臼
井

柳
井
3
4
8

1,
36
6.
0 

電
源
局
舎
新
築

2
2
 

包
蔵

地
外

1
9
9
7
.0
8.
01
 

遺
構
な

し
慎

重
工
事

1
3
0
 

9
-
1
 -
8
0
6
 

博
多

区
東

光
寺

1
丁
目

6
0

1,
0
0
0
 0
 独
身
寮
新
築

3
7
 

8
5
 那

珂
遺

跡
群

19
97
.0
9
.1
0

 遺
構
有

り
要
本
調
査

13
1 

9
 -
1
 -
8
3
7
 

博
多

区
下

月
隈

地
内

1
1
0
 0
 下
水
道
敷
設

10
 

3
0
 下

月
隈
A
逍

跡
1
9
9
7
 12
.2
2 

過
構
な
し

工
事
立
会

1
3
2
 

9
 -
1
 -
8
3
8
 

博
多

区
上

月
隈

地
内

2
0
0
0
 下

水
道

新
設

2
4
 

3
2
 上

月
隈

逍
跡

群
19
97
.1
2.
22
 

迫
構
な
し

工
事
立
会

1
3
3
 

9
 -
1
 -
8
3
9
 

博
多

区
板

付
2
丁

目
地

内
2
5
0
 0
 下
水

道
新

設
24
 

9
4
 板

付
迫

跡
19
97
.1
2.
22
 

遺
構
有
り

工
事
立
会

1
3
4
 

9
 -
1
 -
8
5
5
 

博
多

区
博

多
駅

前
1
丁

目
3
6
3他

2
筆

27
8.
0 

立
体
駐
車
場

3
6
 

1
 

21
 
博

多
遠

跡
群

19
98
.0
1.
09
 

迫
構
な
し

開
発
同
意

1
3
5
 

9
 -
1
 -
8
5
7
 

博
多

区
立

花
寺

地
内

16
5.
0 

送
水

管
敷

設
11

 2
6
2
6
 立

花
寺

B
遺

跡
19
98
.0
2.
18
 

遠
構
な
し

慎
重
工
事

1
3
6
 

9
 -
1
 -
7
7
8
 

博
多

区
博

多
駅

前
2
丁

目
地

内
2,
00
0.
0

 公
園
整
備

4
9
 

12
1 

博
多

逍
跡

群
19
98
.0
1.
20
 

追
構
な
し

開
発
同

意

1
3
7
 

6
 -
2
 -
2
3
1
 

博
多

区
竹

下
3
丁

目
1

9,
80
0.
0 

工
場

3
8
 

8
5
 那

珂
過

跡
群

（試
掘

済
）

遥
構
有
り

要
本
調
査

1
3
8
 
9
7
1
4
 

7
 -
2
 -
5
2
5
 

博
多

区
東

那
珂

1
丁

目
1
9-
2
8

5
3
0
 1

 専
用
住
宅

2
3
 2
63
5 

東
那

珂
逍

跡
1
9
9
7
 04
.2
4 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
3
9
 

8
 -
2
 -
3
3
2
 

博
多

区
板

付
2
丁

目
12

-4
7

2
2
0
 1

 共
同
住
宅

2
4
 

94
 
板

付
遠

跡
19
97
.0
4
.0
9
 
恨
重
工
事

恨
重
工
事

1
4
0
 
9
7
0
7
 

8
 -
2
 -
5
0
9
 

博
多

区
元

町
1
丁

目
1
1
,8
-4

,8
-5

25
6.
4 

共
同
住
宅

13
 

51
 
南

八
幡

追
跡

群
19
97
.0
4.
02
 

追
構
有
り

要
本
調
査

14
1 

8
 -
2
 -
5
3
6
 

博
多

区
豊

1
丁

目
66
-1

1,
0
0
0
 0

 士
冗
ロ貝

エ
9

3
5
 
12
4 

豊
遠

跡
1
9
9
7
 05
.1
9 

過
構
な
し

惧
重

工
事

1
4
2
 

8
 -
2
 -
5
4
4
 

博
多

区
大

字
金

武
字

ヤ
ク

22
-1

,-
4

3,
48
6.
7

 工
場
建
設

12
 2
61
7 

持
田

ヶ
浦

遥
跡

1
9
9
7
.0
4.
02
 

追
構
有
り

恨
重
工
事

1
4
3
 

8
 -
2
 -
5
4
8
 

博
多

区
東

比
恵

3
丁

目
2
0
4

90
5.
0 

=元
た
r

口貝
3
6
 

8
4
 榎

田
過

跡
1
9
97
.0
4.
22
 

迫
構
有
り

慎
重
工
事
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番
号

1
4
4
 

9
 -
2

 -
5

 
博

多
区

竹
下

5
丁
目

16
2,
16
3,
16
4

48
7.
8 

専
用
住
宅

38
 

85
 那

珂
遺

跡
群

19
97
.0
4.
09
 

遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
4
5
 

9
-
2
-

1
2
 

博
多

区
板

付
2

T
目
9-
7

66
7.
0 

＝元
ヒ・
ロ貝
エ

24
 

94
 板

付
遺

跡
19
97
.0
5.
12
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
4
6
 

9
-
2
-

19
 

博
多

区
吉

塚
1
丁
目

3
0
の

一
部

31
5.
0 

共
同
住
宅

35
 

12
2 

堅
粕

遺
跡

群
19
97
.1
0 
0
2
 
遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
4
7
 

9
 -
2

 -
2
0
 

博
多

区
堅

粕
5
丁
目

30
4-
1

29
6.
3 

事
務
所
ビ
ル

36
 

12
3 

吉
塚

遺
跡

群
1
9
9
7
.
0
4
 2
2
 
遺
構
有
り

工
事
立
会

1
4
8
 

9
 -
2

 -
3
4
 

博
多

区
大

字
金

隈
字

イ
カ

16
3-
2
,1
64
-1
 

1,
65
2.
9 

元士
C

 
貝

12
 
26
17
 持

田
ヶ

浦
遺

踪
19
97
.0
5.
19
 

遺
跳
な
し

開
発
同
意

1
4
9
 

9
 -
2

 -
4
6
 

博
多

区
板

付
2
丁

目
13
-7
,
13
-2
2 

1,
49
0.
9 

共
同
住
宅

24
 

94
 板

付
遺

跡
1
9
9
7
.0
6.
0
5
 
遺
構
な
し

工
事
立
会

1
5
0
 

9
 -
2

 -
5
7
 

博
多

区
博

多
駅

南
6
丁
目

9-
4,
-7
,
10
-1
0
,
 

14
-6
,
 

15
 

12
,2
83
.5
 
冗＝

ロ貝
37
 

12
7 

比
恵

遺
跡

群
19
97
.0
6.
03
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

15
1 

9
-
2

 -
6
0
 

博
多

区
井

相
田

2
丁

目
2-
3

83
6.
6 

事
務
所
ピ
ル

1
 

1・
12

3
7
 仲

島
遺

跡
群

19
97
.0
6.
05
 

遺
構
な
し

恨
重
工
事

1
5
2
 

9
 -
2

 -
7
6
 

博
多

区
板

付
4
丁
目

7
-2
8

1,
07
6.
5 

R
C
 4
階
共
同
住

24
 

9
7
 板

付
水

田
隣

地
1
9
9
7
.0
6.
19
 

遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
5
3
 

9
7
2
4
 

9
 -
2
-

8
2
 

博
多

区
那

珂
1
丁
目

79
2-
1

77
3.
0 

共
同
住
宅

37
 

85
 那

珂
遺

跡
群

19
97
.0
6.
19
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
5
4
 

9
 -
2

 -
8
6
 

博
多

区
博

多
駅

南
2
丁
目

9
2番

47
9.
1 

=
冗

-
貝

37
 

12
7 

比
恵

遺
跡

群
19
97
.0
7.
10
 

遺
構
な
し

慎
重
工
ま

1
5
5
 

9
 -
2

 -
1
0
5
 

博
多

区
三

筑
2
丁
目

19
-2

,-
3,
-1
1

2,
57
1 
3

 校
舎
増
築

25
 
10
4 

三
筑
遺

跡
19
97
.0
6.
19
 

遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
5
6
 

9
-
2
-

1
1
3
 

博
多

区
那

珂
1
丁
目

7
6番

11
4.
2 

事
務
所
新
築

37
 

85
 那

珂
遺

跡
群

19
97
.0
7.
09
 

遺
構
な
し

慎
重
工
稟

1
5
7
 
9
7
7
7
 

9
 -
2

 -
1
1
4
 

博
多

区
御

供
所

町
5-
20

3
5
5
 0
 共
同
住
宅

49
 

12
1 

博
多

遺
跡

群
19
97
.0
6.
20
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

ー
1
5
8
 

9
 -
2

 -
1
2
6
 

博
多

区
三

筑
2
丁
目

1-
41

1,
28
8.
0 

共
同
住
宅

25
 
10
4 

三
筑

遺
跡

19
97
.0
8.
12
 

遺
構
な
し

慎
重
工
事

1
5
9
 

9
 -
2
-

1
3
4
 

博
多

区
吉

塚
本

町
4
2
6

12
5.
0 

共
同
住
宅

35
 
12
3 

吉
塚

遠
跡

群
19
97
.0
8.
05
 

遺
構
な

し
慎
重
工
取

1
6
0
 

9
 -
2

 -
1
4
6
 

博
多

区
博

多
駅

南
4
丁

目
9-
35

2,
17
6
.3

 事
務
所
新
設

37
 
12
7 

比
恵

遺
踪
群

19
97
.0
8.
05
 

遺
跡
有
り

慎
重
工
ま

16
1 

9
-
2

。
1
5
2

博
多

区
須

崎
町
23
5,
23
4-
1,
-2

21
7.
6 

店
舗
付
共
同
住
宅

48
 

12
1 

博
多

遺
跡

群
19
97
.0
7.
10
 

遺
構
な

し
慎
重
工
事

1
6
2
 

9
 -
2

 -
1
5
4
 

博
多

区
堅

粕
4
丁
目

53
5-
1

1
9
8
 0
 共
同
住
宅

35
 
12
3 

吉
塚

遺
跡

群
19
97
.0
7.
09
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
6
3
 

9
 -
2

 -
1
5
5
 

博
多

区
東

比
恵

3
丁
目

14
5-
1,
14
5-
2

1,
52
0.
3 

工
場
新
築

36
 

84
 榎

田
遺

跡
19
97
.0
7.
08
 

遺
構
有
り

慎
重
工
事

1
6
4
 

9
 -
2

 -
1
5
6
 

博
多

区
下

呉
服

町
2
8
3

36
9.
4 

共
同
住
宅

48
 

12
1 

博
多

遺
跡

群
19
97
.0
7.
10
 

遺
構
な
し

慎
重
工
事

1
6
5
 
9
7
3
9
 

9
-
2
-

1
6
4
 

博
多

区
博

多
駅

南
6
丁

目
17
-5

30
3.
2 

共
同
住
宅

3
7
 
12
7 

比
恵

遺
踪

群
19
97
.0
7.
22
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
6
6
 

9
 -
2

 -
16

5
 

博
多

区
板

付
3
丁

目
4-
25
.・
26

2,
47
9 
3
 共
同
住
宅

24
 

94
 板

付
遺

跡
1
9
9
7
.0
8.
26
 

遺
構
な
し

伯
重
工
事

1
6
7
 

9
 -
2

 -
16

9
 

博
多

区
吉

塚
5
丁

目
11
1,
11
5

4,
85
5.
3 

寺
院
建
設

3
5
 

包
蔵

地
外

19
97
.1
2.
18
 

遺
構
な
し

工
事
立
会

1
6
8
 

9
 -
2

 -
1
9
3
 

博
多

区
那

珂
3
丁

目
4
2
6

9
2
7
 0
 元士

0貝エ
9

24
 

85
 那

珂
遺

跡
群

19
97
.0
7.
31
 

遺
構
な
し

恨
重
工
ま

1
6
9
 

9
 -
2

 -
1
9
5
 

博
多

区
東

比
恵

3
丁
目

1,
1
0,
11

4,
12
6.
0 

冗
士
ロ貝

36
 2
77
6 

東
比

恵
3
丁

目
遠

跡
19
97
.0
7.
24
 

遺
構
有
り

恨
重
工
事

1
7
0
 

9
 -
2

 -
2
0
3
 

博
多

区
那

珂
1
丁

目
22
-2
1

13
8.
5 

専
用
住
宅

23
 

8
5
 那

珂
遺

跡
群

19
97
.0
7.
31
 

遺
構
有
り

工
事
立
会

17
1 

9
 -
2

 -
2
0
5
 

博
多

区
博

多
駅

東
3
丁
目

1
4
9

20
4.
0 

賃
貸
ピ
ル

36
 

12
6 

駅
東

生
産

遺
跡

19
97
.0
8.
12
 

遺
構
有
り

慎
重
工
ま

1
7
2
 

9
 ・
 2
 -
2
1
6
 

博
多

区
住

吉
3
丁
目

6,
7,
8,
9,
10
,1
1
,1
7

1,
91
4.
9 

冗
士
ロ貝

49
 

包
蔵

地
外

19
97
.0
8.
19
 

遺
構
な
し

開
発
同
意

1
7
3
 

9
 -
2

 -
2
2
2
 

博
多

区
昭

南
町

3
丁
目

3
15
0.
3 

専
用
住
宅

13
 

51
 
南

八
幡

遺
跡

群
1
9
9
7
.
1
0
 1
6
 
遺
構

有
り

惧
重
工
事

1
7
4
 

9
 -
2

 -
2
3
8
 

博
多

区
博

多
駅

南
5
丁
目

9-
7,
8,
13

28
4.
3 

店
舗

（一
階
建
て
）

37
 

12
7 

比
恵
遺

跡
群

19
97
.0
9 
0
9
 
遺
構
有
り

悦
重
工
串
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番
号

1
7
5
 
9
7
6
7
 

9
 -
2
 -
2
4
9
 

博
多

区
冷

泉
町
4-
20

7
0
6
 4
 貸
事
務
所
ビ
ル

4
9
 

1
 

21
 
博

多
遥

跡
群

19
97
.0
9.
16
 

遺
構
有
り

要
本
調
査

1
7
6
 

9
 -
2
 -
2
6
2
 

博
多

区
堅

粕
4
丁

目
6-
31

2
9
0
 0
 鉄
骨
造
ア
パ
ー
ト

3
6
 
12
3 

吉
塚

遺
跡

群
19
97
.1

1
.0
4 

遺
構
有
り

工
事
立
会

1
7
7
 

9
 -
2
 -
2
6
3
 

博
多

区
奈

良
屋

町
10
6,
10
7
,1
04

,1
 

0
5
 

48
7.
0 

共
同
住
宅

4
8
 
12
1 

博
多

過
跡

群
1
9
9
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II 発掘調査の概要

本市における埋蔵文化財の発掘調査は、西部地域 （早良区、城南区、西区）を埋蔵文化財課第一係、

東部地区（中央区、 t専多区、東区、南区）を同第二係が担当している。また、西区元岡一帯にかかる

九州大学移転予定地については、別途担当課（大規模事業担当）を樅き調査を実施している。

発掘調査にあたっては、「整理収蔵要項」に従い、個々の追跡に調査番号をつけ、追構・追物及び

記録類の登録を行っている。調森番号は、西暦年度下 2桁と年度中の番号を組み合わせた 4桁で表し

ている。 1追跡の調査が複数年にまたがる場合は、開始年度の登録番号のみとなる。なお、複数の追

跡を同一調査事業で調査する場合は、原則として追跡毎に調査番号を付している。

1)平成 9年度の概要
本年度の発掘調査件数は 8年度からの継続市業 2件、 9年度新規事業79件の計81件である。所管課

別では、埋蔵文化財課事業では、公共及び民間開発に伴う調査が74件(8年度からの継続事業 2件、

9年度新規事業72件）、直要追跡確認調査 l件、確認調査 2件（圃場整備事業 1件、範囲確認 1件）で

ある。大規校市業担当課事業では九州大学移転予定地の発掘調査が 2件、文化財整備課事業では史跡

指定地の現状変更に伴う確認澗査が 2件 （福岡城跡、測）l梱館跡確認調査）である。予符別に内訳をみ

ると、国庫補助事業が23件（国補17件、国補＋民間受託 3件、国補＋令逹 3件）、民間受託事業が31

(2)件、公共受託事業が17件、令達事業が 9件、市単費事業が 1件である。

剥査件数は、博多区が最も多く 31件、西区16件、早良区15(1)件、城南区 2件、中央区 2件、東区9

(1)件、南区 6件である。梱多区では梱多追跡群を主として、那珂・比恵追跡等の周辺での間査が顕

著である。東区においては箱崎追跡の調査事例が増加しつつある（（）内は8年度からの継続事業）。

今年度の発掘調在の成果を概観しておきたい。本市の西部に位留する西区大原D追跡群第 5次調査

(9729)では、縄文時代草創期の躾石追構、住居跡等を確認した。刺突文や条痕文時とともに多様な石

器が出土しており 当該期の居住形態を知る上で重要である。福岡空港内のI専多区雀居追跡第12次調査

(9715)では、咋年度に引き続き弥生時代の集落跡から家畜小屋と思われる追構を確認した。これまで

の調杏で24基を数えており、家畜飼育の開始期を考える上で注意される。博多区那珂追跡群第62・ 63 

次 (9711・ 9724)の調育では、弥生時代の集落構成や古培時代前期における那珂八幡古墳周辺の珀慕群

の在り方を考える上で重要な辿構の発見があった。早良区有田追跡は早くから早良郡衝が置かれたと

推定されていたが、第187・ 188次閥査(9727・ 9759)では、郡徊域の推定につながる大型建物と柵列及

び溝を確認できた。洲脳館に供給された瓦の生産窯として著名な西区斜ヶ浦瓦窯跡調査（9760)では、

窯の構造と規模、及び操業の終末時期が10世紀半ば頃と推定できる成果が得られた 。 •I専多追跡群第

104次調査(9766)では、璧福寺税内を画する築地塀と息われる追構を確認している。一昨年度から実

施してきた東区香椎B追跡（御飯ノ山城跡9677)では、小規模な山城とはいえその全容を明らかにする

ことができ、中世山城の郭柚造の研究にとって大きな成果となった。

発掘調査件数の推移

H,5 H,6 H,7 H,8 H,9 

民 1111 36 33 38 45 51 (2) 

圃場整備 6 1 I I 2 

ム’‘、 ノII‘・. 30 29 22 31 28 

発揺談査面租の推移（新規市業のみによる）~.. 

H,5 H,6 H,7 H,8 H,9 

民 Ii :J 50,259 24,689 52,193 51,246 22,054 

圃場整備 26.678 5,000 1,330 308 l l,442 

ILヽ、 9I l、・・ 57,517 81,655 44,997 47,454 37,780 

合 ril・ 134,454 111.344 98,520 99,008 71.276 

（ni) 

soooo I 

三口759v¥］:
〔発掘調査面積の推移〕...,...................,.................、．．．．．．..．．．．．．．．．...．..．
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礼 図中の番乃01-79は9701-9779の略である。各番けに
該当する追跡の湖在所見は次ページ以降の概嬰または

本報告を参照されたい。

平成 9年度発掘調査地点位置図
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概 要

9701藤崎遺跡群第28次調査 (FUA-28)

所在 地 早 良 区 高 取2丁目313・ 314 

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1997.4.02-4.18

調査面積 121.3m'

担当者加藤隆也

処 置 記録保存

位置・環境 藤崎追跡は、福岡市早良区藤崎、高取、百道

に所在する東西400m、南北650mの弥生時代か

ら中世を中心とする複合追跡である。今回の調

杏地点は、抽多湾内洵流の左回転流によってで

きた砂州の南側後背斜面に立地している。

検出迫構 調査地の層序は第 1庖（表上、客土）、第 2厨

（暗黄褐色砂陪ー追物包含陪）、第 3罰（明褐～

黄褐色砂府一追構検出面）、第 4}図（肯灰褐色砂

附）である。追梢は井戸 2基、区画消、建物等

を確認した。

井戸の掘方は直径約 3mの円形を成し 井筒
ヽ 1.調査地点位置図(81室見．3071 :8000) 

は桶組で、掘方のほぼ中央に1立置する。渦は南

側隣接地の第23次調査地点か ら続くものが調杏

地内において東方向に向きを変える。この溝は

追跡内にみられる屋敷の区画溝と思われる。建 → 

物の規模は不明であるが、溝の方向に沿うよう

に杜穴が確認されている。

出土 迫物 追物はコンテナ 6箱分が1川上しており、土師

器・須恵器・白磁•青磁・石器・鉄器等があ

る。

ま と め 今回の調査では、 12世紀後半から 13世紀初頭

の屋敷跡を調査した。渦により区画された屋敷

の内側に建物、井戸、第23次調査でみられる屋
-... 

2.調査区北側全景（南か ら）

敷内磁など、当時の届敷内の禁観を復元する」こ

で大きな成果を得た。また、最下駁の青灰褐色

砂層からは 6世紀後半の追物が出土しており、

古墳時代には、この地はまだ後背湿地となって

おり、安定した陸地化は砂州上に比べ相当遅れ

るものと思われる。

報告因は1999年刊行予定である。

3.調査区南側全景（南から）
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9702那珂遺跡群第60次調査(NAK-60)

位躍・環境

調査地点 博多区東光寺 1丁目223

調査原因 個人専用住宅建設

調査期間 1997.4.2-6.2 

調査区は那珂追跡群の北東端に当たる。周辺

での調査例は少ない。比恵追跡群との境界を画

する鞍部に近い位罹に立地する。追構検出面は

赤褐色の鳥栖ローム附で、検出面から50~100

CInで八女粘土附に達する。

検 出 遺構 今回の調査では、奈良時代と中世の大きく 2

出土 遠 物

時期に分かれる追柚を検出した。中世の追構に

は、井戸、溝、土堀等がある。井戸は3碁検出。

完掘した 2甚は大きさ、形態ともほぼ類似 して

いる。井筒があったものと思われるが残ってい

ない。溝は 4条検出した。北西ー南東方向のも

の2条。ほぼ平行する溝であるが、時期は異な

るようである。深さ約 1mの断面「V」字形の

溝である。北束ー南西方向のもの 1条。北半分

しか検出していないが、前記の 2条よりやや浅

いか。その他、幅広で、極めて浅い溝が 1条あ

る。土堀は、後述する古代の落ち こみに掘 り込

まれた、不定形の浅い土堀が比較的規模が大き

いが、その他は浅く、性格はよくわからない。

奈良時代の追構には、大規模な落ちこみが 1

基、溝、掘立柱建物等がある。落ち こみは、調

査区のほぼ南半分に及ぶ。深さは深いところで

1 m以上、浅いところで30~40cmほどである。

東側では深く、肩部の傾斜も強いが、西側では

浅く 、肩も不明確である。人工の溝か、自然の

谷かよくわからない。底面近くでは、やや古い

7世紀代の追物も包含している。溝は幅が狭く、

深いものが 1条、浅い溝が 2条ある。深い溝は

落ちこみに取り 付くものと思われる。掘立柱建

物は 2間X2間以上のものを 1棟検出してい

る。柱穴は大型で深い。

遺物はコンテナ34箱分出土している。
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調査面 積

担当者

処 置

158m' 

宮井善朗

記録保存

1.調査地点位屈図(37東光寺 851 :8000) 

¥ 7 

,... 

2.調査東区全景（北から）

3.掘立柱建物（南から）
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概 要

9703西山古墳群A群 1号墳第1次調査 (NSK-A-1) 

所在

調査原因

調査期間

地 西区大字西入部 ・金武地内

宅地造成

1997.4.10-5.9 

調査面積

担当者

処置

400m'・古墳 l基

菅波正人

記録保存

位置・環境 調査地点は室見川左岸に位骰し、西山から派

生する丘陵上に立地する。占屈は椋高約80-85

mの丘陵南側斜I面に占地する。多数の後期群鮨

瑣が存在する金武地区とは異なり、当該地区で

は 1~ 2拮程度のまとまりで点在するのみで、

大規校な群槌墳は形成 していない。本古培群も

現在確認されているのは 1枯である。

検出 追 構 本」l]は主体部に柚穴式石室をもつ、径約10m

の円J打である。石室は盗掘と俯の柏林のため、

破壊を受けており 、天井石、奥壁は抜き取られ

ている。墳丘は南向き斜面に築造され、見かけ

の高さは約 3mを測る。培丘の前面には上留め

のための外閥列石が巡る。石室は単室両袖型の

横穴式石室で全長約4.0mを測る。玄宅は奥壁

の大半が抜き取られているが、平面形は長さ約

1.3m、幅約2.4mの長方形 を呈する。羨道は拳

大から人頭大の転石で閉塞さ れる。

検出迫構 追物は盗掘を受けた玄室からはほとんど出土

しなかった。羨道及び簗道から 、供献されたと

考えられる鉄滓が多屈に出土した（ビニール袋

l袋分）。 また、羨道西側の墳丘斜面で完形の

甕が 2個体据えられた状態で出土 した。古培の

築造時期は、 出土追物から 6世紀末～ 7世紀に

ま と め

位個づけられると考える。

今回の調査では 6世紀末から 7世紀の円培を

1基検出 した。本培は追存状況は極めて悪いが、

いくつかの特徴が挙げられる。第 1は、墳丘に

外訛列石を持つという点である 。本墳の場合、

石室の開口部側の斜面に外股列石を施し、 土留

めと視党的効果を図っていると考えられる。第

2には、淡道及び墓道に供献された多屈の鉄滓

である。金武周辺の当該期の古J貨は鉄滓を供献

した例は多く、製鉄工人某団との関連を含めて

注目される。

1. 調査地点位置図(94金武．4541 :8000) 

｀ 2.項丘遠存状況（南か ら）

rヽ・―. J ~” r •94や、9 →し ・

3.墳丘遺存状況（北から）
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9704五十川遺跡群第 4次調査 (GJK-4) 

所在

調査原因

調査期間

地 南区五十川 2丁目1103番 4他

共同住宅建設

1997.4.8-5.6 

調査面積

担 当 者

処置

285111' 

長家伸

記録保存・一部盛土保存

位置・環境 五十川辿跡群は福岡平野を北流する那珂川と

御笠川に挟まれた洪梢台地上に立地する。対象

地の一部については前年度に調査を行っている

（第 3次調査）。今回は市業主体の計画変更に伴

う追加調査である。なお駐車場部分については

盛土による保存を行い、調査対象から外してい

る。

検出遥構 追構面は表土直下の鳥栖ローム）舒上面で標高

約9.8m-9.2mである。検出迫構は古墳時代の

井戸、中世の掘立柱建物・竪穴•土堀・溝・ピ

ットである。

出土迫構 出土追物は、 土師器、陶磁器、瓦、鉄器等で

総址でコンテナ 9箱分が出土している。

今回の調査地点では、中世 (14・ 15世紀）の

溝とこれに囲まれたピット等の追梢群を主体と

して検出された。これらは当該期の居館を構成

するものと考えられる。 ピット等の追存状態は

良好で密度も涼くなっている。これに対し、古

珀時代の追構は掘削深度の深い井戸しか検出で

きていない。中世の追構中からも一定屈の土師

器・須恵器が出土していることから、古墳時代

の躾落が形成されていたことが想定できる。こ

れらの追構群は居館形成時の整地等により欠失

したものと考えられる。この証として隣接する

第 3次調査区では弥生時代中期～11世紀までの

追構が少数ながら検出されている。報告書は

1998年 3月 (1997年度）に刊行済みである。

ま と め
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2.調査区全景（東から）

3.土壊墓（東から）
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概 要

9705 大坪南遺跡第 1次調査 (OTM-1)

所在地早良区内野3丁目316-6

調査原因市営住宅建設

調査期間 1997.4.7-6.7 

位濫・環境 調査地は室見川上流域右岸の扇状地上に位置

する。早良平野の最奥部に当たる。すぐ西側の

大坪迫跡第 1次調査では、縄文時代と奈良時代

の包含層が発見されている。

検出迫構 包含庖が 31屈検出され、上 2陪は奈良時代、

下の 1庖は縄文時代前期であるが、縄文時代の

包含層はごく一部のみで検出した。また、中）忍，；

上面で奈良時代の追梢を検出した。検出した追

梢はすべて土城ばかりで、大きさや形態は様々

である。また、これ以外に掘り込みを伴わない

ものの、杯の蓋と燕、蓋と身、身と身がセット

になったものが 6セット発見された。上 ・中層

の 2枚の包含励はいずれも奈良時代中頃で、須

恵悩・土師器とともに多くの鉄滓が出土した。

またこの陪から縄文時代後期・晩期の追物が若

干出土した。下層包含罰からは縄文時代前期の

曽畑式土器が出土した。

出土迫物 本調査では、コンテナ50箱の追物が出土した。

そのほとんどは奈良時代の包含陪から出土した

須恵器・土師器・鉄滓である。縄文時代の追物

は全部でコンテナ l箱に満たない。曽畑式土器

の他、縄文時代後期～晩期の土器片と石鏃•石

匙等が出土した。

ま と め 当該地区における埋蔵文化財の調査は、大坪

逍跡第 1次調査に次いで 2例 目である。当該地

で検出した追構・追物は追跡の外縁部の状況を

示しており、追跡の主体部はさらに南側に広が

るものと推定できる。出土した追物には、多く

の鉄滓・ふいごの羽口． i廿渦が含まれており、

近くに製鉄関連の追椛が存在するものと考えら

れる。また、大坪遺跡と合わせて、近隣に縄文

時代早期・前期の生活跡の存在も予測できる。

報告書は1998年度刊行の予定である。

調査面積 601対

担当者米倉秀紀

処 置 記録保存

• -，-

．．、一

ーよ

1.調査地点位證図（早良17内野．27901 :8000) 

2.調査区全景（東から）

3.須恵器坪の蓋と蓋のセ ット
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9706堅粕遺跡群第 8次調査 (KKS-8)

所在地 博多区千代 1丁目20地内

調査原因 都市計画道路千代粕屋線拡幅

調査期間 1997.4.7-5.30

位置・環境 木調査地点は、薄多湾岸に形成された砂丘上

に立地する。中世の都市追跡として著名な梱多

追跡群とは、石棠川を隔てて隣接する。福岡県

教育委員会が発掘調森を実施した第 7次調査地

点は、本聞杏地点のすぐ北側に接し、前面の国

道を隔てて南側には、古培時代前期の方形周溝

泌を検出した第 3次調杏地点がある。

検出 迫構 既存の建物による悦乱が激しく、調査地点の

過半はすでに破壊されていた。検出した追梢は、

土堀・溝 ．柱穴などである。時期が明らかな追

構のほとんどは、古墳時代前期に屈する。

出 土遠物 出土逍物は、弥生七器 ・占式士師器・須恵

器 ・近現代の陶磁器などコンテナ41箱、管玉・

平玉などの王類が標本箱 1箱分出土している。

ま と め 今回の調査では、悦乱が著しく、また調査区

が狭長なこともあって、追構の内容を検討する

に十分な結果は得られなかった。

なお、砂丘砂上には、原く包含／舒が堆栢して

いた。この包含層は肌理の細かい砂で、特に追

構はみられないが、古式土師器を主に多虻の土

器片が含まれていた。また、この包含屈中から、

土師器小型壷 ． 邸杯をともなって、管玉 •平

玉 ・勾玉が出土した。管玉162個、平玉472個、

勾干 1個を数える。また、高杯から若干翡1iiれて

剣型石製模造品も出土している。明瞭な掘方を

持たず、追構としては捉えがたかったが、古墳

時代前期頃の地面上で何らかの祭祀が行なわれ

たものと推測できる。

この他、東海系 S字状口縁台付糊や瀬戸内系

甕の口縁部破片が出土しており、今後注意する

必要があろう 。

1998年度報告書刊行予定。
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調査面積 542.04111'

担当者 大庭康時

処 置記録保存

‘̀̀̀ 7-ー、
1.調査地点位箇図(35吉塚．1221 :8000) 

し

2.調査区全景（西から）

3.土師器甕内玉出土状況（北から）
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概 要

9707南八幡遺跡群第8次調査 (MHM-8)

所在地 捕多区元町 1丁目3-14

調査原因 自宅兼共同住宅建設

調査期間 1997.4.10-4.28 

位置 ・環境 本追跡は、御笠川の左岸に残る低丘陵に位置

している。付近には「奴国」の王菓と推定され

ている須玖岡本追跡をはじめとして、弥生時代

から古墳時代にかけての有名な追跡が点在し、

奴国の中心的な地域と考えられている。南八幡

逍跡群としては、これまで 7回の発掘調査が実

施されて、歴史的な変遷を具体的にたどれるよ

うになりつつある。特に道路を挟んで北側の駐

輪場と公園の発掘調査（ トヲナシ追跡）では、

古培時代から奈良時代にかけての竪穴住居跡と

掘立柱建物跡で構成された集落が発見されてい

る。この集落は、今回の調査対象地のある南側

まで広がっていることが予想された。

検出 遥構 調査区内に排土箇場を確保する必要から 3区

画に分け、表土剥ぎと埋め戻しを繰り返しなが

ら発掘作業を行った。発掘区の全体にわたって

現代の破壊を受けているが、地山面で掘立柱建

物跡 1棟、井戸 l基、土堀5基、溝 2条、柱穴

などの追構を検出できた。井戸の平面形は、直

径2.6mの円形で、安全対策上底部までは掘り

下げなかったので、井戸枠を確認するには至ら

なかった。また他の追構も発掘外にのびており 、

その全形を知ることが出来ない。

ま と め コンテナ10箱分の土師器、須恵器が出土した。

ほとんどが細かな破片となっているが、井戸や

溝から発見された円面硯や布目瓦は、郡価や寺

院などの公共的な施設の存在も推測する必要が

あり、本追跡群の性格を考える上で重要な追物

である。

報告出は1998年度に刊行予定である。

調査面 積 240.5111'

担当者 力武卓治

処 置 記録保存

1. 調査地点位證図(13雑館隈51 1 :8000) 

2. I区の発掘作業

3. Ill区の遺構（西から）
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9708今宿遺跡群第 5次調査 (IMJ-5) 
所在

調査原因

調査期間

地 西区今宿東3丁目地内

鉄道路線拡幅工事

1997. 4.14-6. 9 

調 査 面 積

担当者

処 置

397111' 

池田祐司 ・久住猛雄

記録保存

位臨 ・環境 調査地点は長垂山塊から西に派生する砂丘上

に位樅する。現状は高まりになっており標高 5

ま

mを測る。

検出 遺構 砂丘の残りが良い調査区中央部では、上下 2

面の追構面を確認し、上面では古墳時代の住居

と製塩追構、下面では弥生時代の埋葬追構を検

出 した。撹乱の多い東西両側では下面のみを確

認した。上面では少なくとも 3軒の竪穴住居跡

と12甚の土堀を確認した。下面では弥生時代前

期から中期の甕棺簗13基と木棺もしくは土堀墓

21甚を確認した。前期の甕棺は壺棺で 4甚がほ

ぼ完形で出土した。前期末の甕棺 3枯のうち 2

基は倒樅棺である。中期の甕棺6甚は残りが悪

い。このうち l拮は小型の 3連棺である。

出土 遮 物 上面では古墳時代初頭の土器を中心とした追

物が多数出土した。その中には、陶質土器、手

焙形土器等の追物も含まれる。製塩追構からは、

焼けた砂中より破砕された製塩土器片が多数出

土した。また、未使用の製塩土器が完形で出土

している。下面の木棺墓のうち 3基には小壺が

副葬されており 、そのうち 1個には彩文が施さ

れている。副葬品は棺中にはなかったが、撹乱

より石剣、碧玉製管玉等が出土しており副葬品

と考えられる。コンテナで44箱分出土。

当初考えられていた元寇防嬰は痕跡すら確認

できなかった。 さらに海側に位置すると考えら

れる。今回は弥生時代及び古墳時代の追跡の広

がりを確認し、外来系追物等の砂丘追跡におけ

るの特異性を考える上で直要な追物も出土し

た。また、古培時代の製塩追構は市内でも例が

少ないが、新たに確認できたことは今回の調査

成果の一つにあげられる。

報告杏は1999年度刊行予定である。
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2.古墳時代住居跡（西から）

3.甕棺出土状況（東から）
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概 要

9711那珂遺跡群第62次調査 (NAK-62)

所在地梱多区那珂 l丁目838-1他

調査原因 事業所建設

調査期間 1997.5.6-7.18

調査面積 1,005m'

担当者 長家伸

処 置 記録保存

位置・環境 那珂追跡群は福岡平野を北流する那珂川と御

笠川に挟まれた洪栢台地上に立地する。本調査

地点は都市計画道路竹下駅前線に面し、第30次

調査地点に隣接する。また道路を挟んで北側に

は古式の前方後円屈である那珂八幡古培が存在

する。

検 出迫構 追構面は表土直下の鳥栖ローム上面で標高約

9mを測る。対象地は旧状が畑であり、追構而

は比較的削平・撹乱が少なく残存状態は良好で

あった。検出追構は古墳時代前期の方形周溝状

追構 2基 ・泄2条、古屈時代後期の竪穴住居跡

20棟以上•土堀、古代の溝 1 条・土堀、その他

ピット等である。方形周洲状追構は 1基をほぼ

完掘している。溝幅は 4m強、深さ lm ~1.2 

mを測る。方形区画の南側が開口し、区画内法

は13mXl5mである。内側には辿構がほとんど

なく、後世まで一定屎の盛土が存在していたと

考えられる。また中央の主体部は失われていた。

またこの周渦に接してほぽ同時期の 2条の溝が

並走している。芯間で6mを測り、道路状追構

の可能性も考えられる。また方形周溝状追構が

埋没した古墳時代後期には生活空間として利用

されており、竪穴住居跡が涙密に分布している。 2.調査区東半部全景（西から）

1.調査地点位箇図(37東光寺，38塩原．851 :8000) 

古代 ・中世にば溝が掘削されているが追構の密

度はそれほど濃くない。

出土 迫 物 追物は土師器、須恵器を主体としてコンテナ

68箱分が出土している。この他、古代の溝から

一定景の瓦が出土している。隙接する第32次調

査においても出土しており注目される。

ま と め 今回の調査では古墳時代前期の方形周消状追

構をほぼ完掘した。同様の追構が対象地周辺で

も検出されており注目される。報告出tは1999年

度刊行予定。

3.調査区西半部全暴（南から）
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9712箱崎遺跡第11次調査 (HKZ-11)

所在地 東区箱崎 3丁目3266-1他

調査原因 病院建設

調査期間 1997.4.30-6.27 

位醤 ．環境 箱崎追跡は、博多浩岸に形成された南北方向

の古砂丘上に立地する。本調査区は追跡群の北

西端に位岡し、追構面である黄褐色砂培は西側

に緩く傾斜する。その標高は2.2-2.6mを測る。

なお、西端部では砂屈緩斜面上に13世紀代の包

含層が形成されており、この上面においても追

梢が確認できたため、 2面の調査を実施した。

検 出 迫構 12世紀後半から14世紀の井戸、土堀、ピット

を検出した。井戸のうち、井箇が確認できたも

のは、幅10cm前後の板材を組んだ径60-70cmの

木桶を底面に据えている。このうち、 1基の井

筒から完形の龍泉窯系告磁小椀 l点、鉄製短刀

2口、管状土錘が出土 した。井戸祭祀に関わる

一括追物と考えられる。土堀には、 2m四方の

平面形で、壁際に板材を木杭で留める構造を有

する貯蔵施設と考えられるものが 1基確認され

た。タコ壷、青白磁椀、白磁皿等が出土してい

る。

出 土迫 物 追物はコンテナ数にして30箱が出土してい

る。土師器小皿・坪、須恵質甕、国産陶器（常

滑焼）、瓦質土器、愉入陶磁器、滑石製品、鉄

製品等がある。また、タコ壷、土錘等の漁労具

調査面積 385m'

担当者 榎本義嗣

処 置 記録保存

1.調査地点位證図(34箱崎．26391 :8000) 

l - 999999 9 9 •, 

も目立つ。 2.調査区西半部全景（西から）

ま と め 今回の調査では、中世前半期の集落を確認す

ることができた。調査前は砂丘北西縁辺部の媒

落端部に該当するものと考えていたが、追梢の

分布や前述した包含層の延長も看取されること

から更に西側に躾落は拡大するものと考えられ

る。なお、本調査区と砂丘尾根線を挟んで東側

緩斜面に位置する第10次調査区で検出された古

墳時代前期の追構・追物は今回確認できなかっ

た。砂丘上での立地に起因するものと考えられ

る。

調査報告書は1998年度に刊行の予定である。
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3. 2号井戸（南から）
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概 要

9713那珂君休遺跡群第 8次調査 (NKR-8)
所在地 t専多区那珂 4丁目312

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1997.5.6-6.18

調 査面 積 259m'

担当 者本田浩二郎

処 置記録保存

位置 ・環境 那珂君休追跡群は、御笠川と諸岡川に挟まれ

た沖梢地の低位面に位固し、標高は 7m前後を

測る。 8次調査地点は御笠川の左岸に隣接し、

少なからずその影評を受ける地点にあたる。

検出迫構 8 次調査地点は 5 次• 6次調査地点に隣接し

ていたことから、その成果を参考に重機による

掘削を行い、現地表面から1.5-2.0m程掘り下

げた暗褐色粘質土附を水田追構面として検出を

行った。その結果、 8枚の水田面を確認した。

しかし、調査区がトレンチ状であったため、 l

枚の水田面の面粕を求めることはできなかっ

た。調査区西側では、平面形が蛙の巣状に多角

形を成す水田が検出されたが、東側では旧地形

が比較的安定していたためか、やや規模の大き

い水田が検出された。その他の追構としては、

6次調査において確認された時期不明の溝状追

構が検出された。

出土 遠 物 水田を悶っていた褐色粗砂層と水田の暗褐色

粘質土附内から数点の追物が出土した。生産追

跡という性格上、時期を決定できる追物はほと

んど出土していない。

ま と め 8次調査では、調査面梢が狭いうえ追物の出

1.調査地点位證図(24板付．861 :8000) 

土が極めて少屈であったため、時期は確定でき
一

2.調査区全景（東から）

ないが、周辺の調査成果を考えあわせると、古

墳時代に屈するものと考えられる。なお、以前

の調査で触れられていた弥生時代の水田は 8次

調査では確認できなかった。

報告醤は1998年度刊行予定である。

3.調査区北側全景（北から）
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9714東那珂遺跡第 3次調査 (HGN-3)

所在地 圃多区東那珂 1丁目19-28

調査原因 個人専用住宅建設

調査期間 1997.5.6-5.22 

位置 ・環境 東那珂追跡は、福岡平野の中央部、御笠川東

岸の‘沖梢平野上に位四する。周辺の地形は河川

の浸食によ って形成された中低位の段丘と沖梢

低地で構成され、本追跡群は後者に立地する。

本調査区は、古珀時代や中世の溝、掘立柱建物

跡が検出された第 2次聞査地点の北側に位岡す

る。追構面は現地表面下約1.2m、標認約5.7m

の灰褐色粘質土駁である。なお、この面の上に

古代～中世の追物包含駁が薄く堆梢している。

検 出 洪構 追樅面である灰褐色粘質土罰より、ピット ・

柱穴 ・ 消 1 条•河川が検出されている 。 溝は、

第 2次調査地点で検出された古培時代前期の溝

と、規模及び位岡関係からみてつながると考え

られる。その他、調査区南コーナーを一部拡張

し井戸 1基を検出した。この井戸は、追構面の

上罰である暗褐色粘質土陪上面より掘り込まれ

ており、掘方の底部には木桶が設岡されていた。

出土 洪 物 辿物は少なく、コンテナ 1箱程度である。包

含附より、古代～中世の土師器、陶磁器が出土

しているが、いずれも小片である 。柱穴、溝、

河川からは、古珀時代～古代の土師器、須恵器

の破片が出土した。摩耗したものが多く、明確

な時期決定は難しい。井戸からも土師器、陶磁

器の小片が少屈出土しているのみである。ただ

し、試掘調査時に井戸上陪から、焼印の押され

た曲物が検出されている。

ま と め 本調査区及び第 2次調査地点より旧河川の流

路が検出され、両地点とも、沖梢地上に形成さ

れている。本調査区で検出された追構及び追物

のみでは遺跡の性格を判断しかねるが、溝や追

物の内容から、第 2次調査地点と一連の、古瑣

時代～古代の集落の一端であると考える。なお、

井戸は層序及び出土追物より、中世～近世の時

期に比定されよう 。

-26-

調 査面 積 114.7111'

担当者 井上繭子

処 置記録保存

1.調査地点位匹図(23雀居．26351 :8000) 

2.調査区全景（北から）

3.井戸（西から）
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概 要

9715雀居遺跡第12次調査 (SAS-12)

所在地 博多区雀居地内（福岡空港内）

調査原因 福岡空港西側整備

調査期間 1997.4.18-1998.3.25

調査面積 5,800m'

担当者 力武卓治

処 置 調査後埋め戻 し

位置 ・環境 雀居追跡のある福岡国際空港は、御笠川右岸

と月隈丘陵とに挟まれた低地に位樅しており、

第12次調査地点は、平成 8年度第10次調杏区の

西側に隣接している。

検 出 追構 試掘調査や昨年度実施した第10次調査による

と現地表より約1.5m下面に砂｝翌で投われた水

田面があり、これを I而とした。この Fに古墳

時代と弥生時代の追物を包含する黒色粘質土｝蜀

が約50cmの原さで推柏しており、これを lI面と

した。 lI面の下罰は場所によ って異なるが、胄

灰色粘質土層が拡がっている。これを 皿面とし、

調査対象地を南北に 4区画し、東より I~1V 

区と呼び、 F記の追柚、追物を検出した。

ま と め コンテナ1,200箱に及ぶ追物が出土し、弥生

時代以来、大集落が存続していたことを示して

いる。発掘により多くの知見を得たが、特に弥

生時代の家畜小屋と思われる追構の検出は重要

である。第10次では20基を確認し、アジア各地

の発掘例や民俗例などから、家畜小屋 と推測し

た。今回は 4基を加えたが、うち l基は240X

250cmの隅丸方形で、 細く掘った溝中に丸太杭

を密に打ち込んで柵としている。わが国では初

の発見であり、弥生時代開始期の家畜飼育を製 2. II区家畜小屋の発掘作業風景
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1.調査地点位置図(23雀居．26331 :8000) 

付けるものである。

面 I 時代 l 主な追梢 l 数 凪 l 主 な 追物I l l l 

I而
I 

中 世 ！水田 ： 25枚＋ ！木製人形木館i上器
I 
I 

＇ 
上器溜め 4枯 土師器石器

IJ面 古珀 竪穴式住居跡 雑1: 土師器石器

凹地 4基 ，土師器 木製股貝．建築材

土堀泌 1基 乳幼児人骨

土欺 15基＋ 弥生土器漆製品 獣骨 炭化米

川面 弥生 方形周溝 1基 弥生土器

! 

家畜小犀？ 4基 弥生七器

凹 地 ： 3枯 弥生土器木製農具建槃材

雀居過跡第12次遠跡検出過物及び遺構概要一屁表
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9716吉塚遺跡群第 6次調査 (YSZ-6) 

所在

調査原因

調査期間

地 膊多区堅粕 5「目429-1 

共同住宅建設

1997.5.26-7.11 

調査面積

担当者

処置

358111' 

佐藤一郎

記録保存

位置・環境 福岡平野中央部の御笠川河nから 2km遡っ

た右岸の標邸約 4111前後の砂丘上に位留する 。

第 1次調査区の北西に隣接する。）厚さ約10cmの

耕作土陪（灰褐色妙質土）下で追物包含駁（褐

色砂、弥生から占代の追物を含む）を確認、さ

らに50cm下の地山の黄褐色砂上面で追構を検出

検 出迫構

した。

検出された追構は、弥生時代中期末から後期

にかけての溝1条、土堀 8拮、柱穴多数、古墳

時代後期の土堀 1基、奈良時代の井戸 1基、平

安時代末から鎌倉時代にかけての井戸 l基、土

堀 1基、鎌倉時代末前後の井戸 l基、江戸時代

の井戸 1基である。

出土遠物 包含阿、奈良時代と江戸時代の井戸から有茎

鉛造腸扶柳築式の銅鏃が都合 3点出土した。平

安末から鎌倉時代にかけての井戸からは閥台内

に墨因 「西甫」が記された白磁片が出土した。

銅鏃3点の出土をみたが第 6次聞査区の南東

に隣接する第 1次調査区においても貨泉ととも

に銅鏃が 1点出土しており、限られた範囲での

調行であるが、周辺の拠点集落での出土状況と

比べて特異なものである。

報告告は1998年に刊行済である。

ま と め

1.調査地点位四固(36博多駅．1231:8000) 

ヽ

-＇1--2.調査区北側（東から

-28 -
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概 要

9717有田遺跡群第185次調査 (ART-185)

所在地 早良区小田部 1丁目126

調査原因個人専用住宅建設

調査期間 1997.5.26-6.9

調査面積 120111'

担当者 荒牧宏行

処 置記録保存

位置・環境 有田追跡群の北側に派生した丘陵尾根線近く

に位樅する 。標高8.2mを測り、地山の鳥栖ロ

ームは西側へ緩やかに高くなる。削平が著しく、

特に西側では表土10cm下で地山の鳥栖ロームに

達する。その為、消滅した追構も多いものと思

われ逍構の密度は極めて疎である。検出追構

検出追構 主な追構は古墳時代後期 (6世紀後半）以降

と考えられる鍛冶追構 1、七堀 l、消があげら

れる。

鍛冶追柚はコの字形の溝を2.5mX3.6m掘 り

込み、炉を囲む。洲中とその周辺からは鉄滓、
1.調査地点位巴図(82原 3091 :8000) 

砂岩片（砥面はみられない）が出土した。溝は

幅4.5m、最深部で30cmを測り、真北に近い方

向に延びる。基底部が幅50cm、深さ 5cm程の小

溝が 5条ほど連続し、平行する畝状の起伏がみ

られる。

出土達物 総絨にしてコンテナ l箱のみである。鍛冶追

梢からは鍛冶滓、鉄器片が出土。

ま と め 周辺の調査では、古培時代の竪穴住居跡とと

もに排滓堀の可能性がある土堀が検出されてい

る。木調査は該期の媒落内における鍛冶生産を

具体的に示し、炉跡周辺をコの字に巡らす溝は

排水溝の可能性をもち類似施設が留意される。

報告菖は1999年度に刊行の予定である。

99“~ 
2.調査区全景（南東から）

.e・・ C: 

．` ...., 

っ、

3.鍛冶遺構（南から）
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9718峯遺跡群第2次調査 (MIN-2)

所 在地福岡市早良区大字西字峯地内

調査原因圃場整備

調査期問 1997.5.26.-11.4 

位置・環境 調査区は室見川上流域の河岸段丘ヒに位協

し、背振山系から北東方向に伸びる舌状台地上

に位趾する。標高80-120mにわたり、台地両側

は傾斜の強い谷に切られて周囲と区別される。

検出迫構 調査区が圃場整備対象地内で数ヵ所に分散し

てしヽ るため、 1区～ 5区に調査地点を設定した。

追構は、各調査区とも水田耕作土直下から検出

されており、削‘rLが著しいことを伺わせる 。

1区は追構密度は低く、杜穴、焼七堀を中心と

した追梢群で、方形竪穴追構を 1基検出した。

2区は柱穴、土堀を中心として、森い密度で追

構群が分布しており、中世～近世を主とする時

期の追物を検出した。3区は追梢の密度は低く、

焼上脳、柱穴を主とする追構を検出し、方形竪

穴追椛も追存状況は悪いが 1嬰検出した。 4区

では焼土堀を中心とする追柚群を検出し、内部

に炭化材が焼成時の状況で追存した迫構も出土

し、焼土堀が炭焼用として使用された状況を明

らかにできた。5区では掘立柱建物群、焼土欺、

中世蒻、方形竪穴追樅等を検出した。掘立柱建

物は台地の東側に集中し、台地の方向に沿って

ほぼ同じ方向に並ぶ。中世蒻は台地西側の、楳

落から離れた地点で 1韮検出し、龍泉窯系青磁

碗が 1点出土した。方形竪穴迫構は台地の東側

に、掘立柱建物とほぼ同じ範囲に分布し、規模

は2m四方のものが多い。

出土遥物 l区、 3区、 4区は追物の出土鼠が少ない。

2区からは近世陶磁器が、 5区からは12世紀前

半～13世紀後半に限られた陶磁器が出土した。

総屈でコンテナ約30箱相当が出土している。

ま と め 1区～ 5区を通じて、後世の削平が著しい。

縄文時代以前の追物は表採資料のみで追構は存

在しない。追構、追物の主体は12~13世紀で特

に 5区の建物の時期は13世紀代にほぼ限定され

る。報告内は1998年度刊行予定。
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調査面積 10,129111'

担当者加膝隆也大塚紀宜

処 箇記録保存

1. ＿調査地点位爵図（早良17内野，早良18西8021 :8000) 

2.詞査区全景（南東から）

5区遠構検出状況（南から）
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概 要

9719藤崎遺跡第29次調査 (FUA-29) 
所在

調査原因

調査期間

地 早良区藤崎一丁目 2番 7号

共同住宅建設

1997.6.9-7.4 

調査面積

担当者

置処

220m' 

星野忠美

記録保存

位置・環境 隅査地は、藤崎追跡群の南西に位囲する。追

跡は梱多湾の左流回転により形成された古砂丘

上に営まれている。地山の標高は3.2mを測る。

地山は黄白色砂であり、上／屈に）厚さ20-30cmの

包含層が形成されている。追構面は一部この包

検出追構

出土追物

ま と め

含陪からも確認できる。

追梢検出は包含／罰（上罰）と地山の面（下層）

の 2枚で行った。確認できた辿構の時期はほぼ

同時期であった。本来の追構は包含／翌から切り

込んでいるが、上罰で確認できなかった追構を

下界で検出した状況と思われる。追構の時期は

主に古代と 中世の 2時期である。

古代 ：竪穴住居跡 （カマドをもつ） 1軒

掘立柱建物 (2X 2の総柱） 1株

中世：溝 l条、井戸 1甚（井側は杭と板で方

形に造り、水淵には曲物を用いる。水

溜の上には約100cmの板石が立った状

態で検出された。井戸からのi勇水はな

かった。）他に土欺、ピット群がある。

本調査ではコンテナ 6箱の追物が出土した。

包含階からは弥生 ・古墳 ・奈良 ・鎌倉・ 江戸時

代の追物が出土している。これら各時期の土器

の他に漁榜具である土錘が多く出土している 。

また、竪穴住居跡から水晶の符盤玉 l点、溝か

ら瓦、江戸時代の土欺蒻から土人形 l点が出土。

今回の聞査では古代と中世の躾落の一部が確

認された。古代の住居跡は第 3・ 6 ・ 9 ・ 15 ・ 

18次隅査で検出されている。立地条件や土錘等

の出土から漁拐的性格を持つ梨落であったと考

えられる。中世の消は第15・ 16 ・ 18 ・ 20次調査

で検出された溝と類似し、屋敷地等の区画の溝

と思われる。北で検出されている元寇防塁とそ

れに腫行して走る大溝との関係にも留意した

い。報告魯は1998年度に刊行予定である。

1.調査地点位置図(81室見．3071 :8000) 

2.詞査区南側上屈全景（東から）

=＝＝ 3.調査区北側上屑全景（北から）
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9720比恵遺跡群第62次調査 (HIE-62)

所在地 捕多区博多駅南6丁目25-1

調査原因社屋建設

調査期間 1997.6.9-9.3

位置・環境 調査地点は追跡の西南側にあたり、那珂追跡

との境界にも近い位置である。遺構の追存は比

較的良い。

検 出迫構 狭い調査面梢であるが、盟富な遺構が検出さ

れた。

弥生時代の追構としては、円形の竪穴住居跡

3基（中期）、井戸 1基（中期？）、溝3条（終

末期、内 2条は幅 5mでほぼ平行）等が検出さ

れている 。古培時代の追構としては、溝 2条

（前期、幅6.5-7mでほぼ平行する） 。住居跡8

調査面積 370m'

担 当 者 宮井善朗

処 置記録保存

基（内 3基は前期、残りの 5基は時期不明であ ，．調査地点位匹図(37東光寺1271 :8000) 

るが、後期と考えられる）。後期の溝 5条（内

2条は「L」字に折れ曲がる）。古代の追構と

しては、井戸 l基があり、床面付近に甕や鼈等

の破片が多数出土した。

出 土遠物 出土追物は総砿でコンテナ46箱である。土器

がほとんどであるが、ピットから耳環が 1点出

土している。

ま と め 今回の調査では、弥生時代から古代にかけて

の追構、追物が盟幽に検出された。中でも、ほ

ぼ平行して伸びる溝が二組検出されたのは興味

深い。比恵追跡、那珂追跡では、弥生時代中期

末頃から直線的な条溝が増加し、街区的な地割 2.調査区西区全景

りを想定する説もある。そうした仮説の一助と

なる成果と言えよう 。

報告書は1998年度刊行予定である。
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3.古代井戸内遺物出士状況（西から）
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概 要

9721有田遺跡群第186次調査 (ART-186)

所在地早良区小田部三丁 tl285他

調査原因 共同住宅新築

調査期間 1997.6.7-7.4

調査面積 252m'

担当者米倉秀紀

処 置 記 録 保 存

位臨・環境 隅在地点は、打田小田部の台地の低い1¢根が

八つ手状に広がる付け根付近に位迎する。この

台地は、早艮平野の北部にある独立した洪柏台

地である。今IIIlの調介地の北側隣接地では18世

紀の建物跡群が検出され、江戸時代の庄屋級の

展敷とfり！解されている。

検出遥構 18世紀代に位；，笥づけられる溝状追構と、奈良

時代の小汁り 1条を検出した。18世紀代の汁'iは、

北側憐接地から南に延び、‘附翡在地点内で西側

に折れている。濶査地点の東‘|£は削‘1-z.によって

なくなっている。溝は幅50-lOOcm、深さ20- 1. 調査地点位四図(82原 3091 :8000) 

30cm程度のもので、水が流れていた痕跡はない。

奈良時代の溝は乱粕代区西側で検出した。南北

方向の沿'iで、西壁の立ち上がりは閥介区外にあ

る。溝の多くを撹乱によって破壊されているた

め追物の出上は少ないが、 8世紀代ではないか

と考えられる須恵器片等が出 l式．した。

出土迫物 奈良時代の 1:器片少屈と 18世紀代の占伊万

里、屈L［又焼等がコンテナ 2箱ほど，’I'， tした。

ま と め 今IE!l発見した18世紀代の溝状追構群は、北側 '

燐接地の庄屋級の屋敷に伴うものと息われる出

上した陶磁器類は、 ‘'i時の生活を復元する上で

弔要な賓料となるものであろう 。また奈良時代

の追構・迫物は‘'i該地周辺では初めての発兄で

あり、有田台地中央で検出されている大型建物

群とのI州連を考える上で、参考になるものと思

われる。

調査報告因は1999年度以降に刊行予定であ

る。

2.調査区全景（北東から）

3.奈良時代の溝（東から）
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9723吉塚祝町遺跡第 1次調査 (YZI-1) 

所在地 博多区吉塚 2丁目地内

調査原因 都市計画道路吉塚駅東線拡幅

調査期間 1997.6.3-10.31 

位置 ・環境 吉塚祝町追跡は、今回新たに発見された追跡

である。地形的には、博多湾岸に形成された、

南北に仲びる砂丘状に立地している。調査区は、

この砂丘を東西に横断する形となった。歴史的

立地環境としては、南の砂丘に描多追跡群、北

の砂丘に箱崎追跡と、歴史時代の福岡を代表す

る二大港津追跡にはさまれている。

検出 追構 最も遡る追構は、弥生時代中期中ごろの甕棺

羞である。ついで、古墳時代の土堀葛 ・小石室

• 横穴式石室を調有した。 横穴式石室は、調査

調 査面積 382.11112

担当者 大庭康時

処 置 記録保存

区が狭いため、その羨道部を検出したのみであ 1.調査地点位置図(35吉塚27791 :8000) 

る。削平されているが、本来珀丘を伴ったもの

と考えられる。

古代では、奈良時代の竪穴式住居跡 ・土堀、

平安時代の土堀 ・柱穴を検出した。

中世では、土堀 ・柱穴 ・溝などを検出した。

主体は、 13-14世紀にある。

出土 遠 物 出土追物は、土器 ・陶磁器類がコンテナ89箱、

銅銭 ・鉄釘などの金屈製品が 1箱出上した。

ま と め 今回の発掘閥査は、住宅地を通る道路の拡幅

であり、生活通路の確保のため、小面粕の調査

区を連ねる形となり 、結局かなりの未掘部分を

生んでしまった。 しかし、吉塚祝町追跡として 2.調査区遠景（北西から）

は、初めての発掘調査であり、得られた知見の

すべてが貨重な成果といえる。弥生時代の甕棺

踏や古培の存在は、全く予想できなかった成果

である。また、古代においては、越州窯系青磁

の出土点数が比較的多く 、緑釉陶器 ・灰釉陶器

も出土した。中世でも、瀬戸窯の卸l[[1．柄付片

ロ ・折縁深illlが出土するなど九州の集落追跡と

しては希な追物を持つ。古代 ・中世を通 じて、

単なる躾落追跡とは割り切れない内容を持つと

言えよう 。今後の調査が期待される。

1998年度報告書刊行予定

-34-
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概 要

9724那珂遺跡群第63次調査 (NAK-63)

所在地梱多区那珂 l丁目792-1 

調査原因共同住宅建設

調査期間 1997.6.30-7.31 

調査面積 214111'

担当者榎本義嗣

処 置 記録保存

位置・環境 那珂追跡は福岡平野中央部の那珂川と御笠川

に挟まれた中位段丘上に立地する。本調査区は

追跡のほぼ中央部に位岡し、古瑣時代初頭に築

造された平野最初の首長羹である那珂八幡古堺

の前方部西側約20mの位岡にある。追構は表土

直下の鳥栖ロームの上而で確認された。その標

高は約8.7mを測る。

検出迫構 古培時代前期の方形周溝翠 1埜、奈良時代の

溝1条、 16世紀の溝 l条、土堀蒻 l枯、ピット

である。方形周溝落は一辺約17mに復元できる

周溝の一部を確認した。幅3.5-4.0m、深さ0.6

~1.0mを測り、断而は逆台形を呈する 。隣接

する第32次調査区において検出されている溝と

接続し、南側は「L」字状に折れて陸橋を有す

るものと考えられる。培丘は削平を受けるため

に中体部は追存しない。なお、墳丘の存在した

と推定される周溝内部は追構密度が周辺に比し

て希薄である。この周溝に切られる長方形プラ

ンの上堀箆は幅0.8m以上、長さ 2m、深さ0.6

mが追存し、南側の小口部には板状の自然石を

立てる。副葬品として鉄鎌が 1点出上している。

奈良時代の溝は調査区東側を南北方向にはしる

断面逆台形のもので、幅1.5-2.0m、深さ0.7m

を測る。隣接する第32・ 62次調査区に延びる。

出土遥物 コンテナ数にして 9箱の追物が出土した。周

溝から布留系の壺、甕、高坪等が出土している。

奈良時代の溝の出土追物には土師器、須恵器の

他、凹面に布目痕を有する瓦がある。中世の溝

からは土師器、輸入陶磁器が出土しているが、

少屈である。

ま と め 今回確認された方形周泄葵は憐接する第62次

調査区においても検出されている方形周溝墓と

ほぼ同規模で、軸線を一致させることから、那

珂八幡古培を含めた上での強い企画性が呑取さ

れる。

調査報告着は1999年度に刊行予定である。

1.調査地点位置図(37東光寺．851 :8000) 

2.調査区全景（南から）
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3.周溝内遠物出土状況（北から）
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9725桑原錦田古墳群第 2次調査 (KHN-2) 

所在

調 査 原因

調 査期間

地 西区大字桑原錦田1637

宅地造成

1997.7.7-7.24 

調査面 積

担当者

処醤

180m'（古墳 1基）

荒牧宏行

記録保存

位謹・環境 標高33-35mの丘陵尾根線上に位附する。当

古墳群には 3基の古瑣が確認されている。南側

の谷を隔てた丘陵には桑原石ヶ元古墳群が位置

し、密躾した36基の古墳群がみられる。

検出迄構 調査対象は 1基 (2号墳）である。宅地造成

中の発見であるため、培丘、石室のほとんどが

破壊されていた。

内部主体に単室横穴式石室を設けるが、左側

壁、袖部～羨道部にかけての石材は欠相し、残

る玄室壁休も腰石のみが追存する。玄室規模は

奥幅約100cm、主軋lI長165cmを測る小規模なもの

である。玄室の袖石近くの隅角に土師器の坪身、

蓋が 1セット、羨道の仕切石近くに須恵器杯身

が 1点副葬されていた。 J貸丘規模は削平のた

め、全く不明であるが、地山成形は玄室まで平

坦面を整地していた事が判る。

出 土遥 物 上記の土師器坪、須恵器杯の他、羨道部に製

錬滓が供献されていた。遺物総凪はコンテナ 1

箱分。

副葬された追物は追葬時の可能性をもつが 7

世紀後半以降と考えられ、石室の形態からも末

期のものに属するであろう 。

ま と め

35.80m 

゜l l ` 
2m 

~ l 

4. 2号墳石室平面及び断面図(1/80)

1.調査地点位置図(139桑原西部．27811 :8000) 

2. 2号項全景（北から

3. 2号項石室全景（南から）
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概 要

9726東比恵三丁目遺跡第 1次調査 (HGH-1) 

所在地博多区東比恵三丁目293-1

調査原因 公営住宅建設

調査期間 1997.7.1 -10.03 (1期調査）
1998.2.17-6.30 (2期調査）

位置・環境 東比恵三丁目迫跡は、御笠川東岸の沖梢地上

に立地し、現地表面の標高は 4m前後を測る。

検出遠構 弥生時代中期末から後期前半にかけての水田

追構を 3面にわたって確認した。これらの各水

田面では土愚の観察から御笠川の氾濫等の原因

によって砂に裂われ廃絶したのち、すぐさま復

旧するという作業を比較的短期間のうちに繰り

返したことが判明した。調査は上陪水田 ・中層

水田・下附水田と分け順次行なった。 1期調査

では80~12Onfの水田が畦畔によって整然と区

画され営まれていた状況が検出された。畦畔の

一部は杭と木材によって補強されており、その

中からは廃亜されたと思われる木器も出土し

た。中陪 ・下翔水田では一部畦Ill半が検出できた

のみで、その大半が洪水時に削り取られており、

下陪水1::1:fでは足跡のみが検出された。下肪水田

では流木溜りの中からしゃもじ型木製品などの

木器が数点出土した。

出土達物 追物は、 1期調査で上）罰・ 中屈・下陪あわせ

てコンテナ13箱の弥生土器 ・石器、 15箱の木器

木製品が出土している。鍬は三又鍬が多く、泥

除け板付鍬の一部も出土した。

ま と め 以上が 1期調査の調査概要である。現在2期

調査中である。本追跡は那珂追跡群、比恵追跡

群、吉塚逍跡群等に近接しているが、これまで

周辺の調査事例が少ない地域である。また周辺

の躾落追跡の調査でも生産追跡との関連性が解

明されていない部分もあり、今後、集落追跡と

生産追跡との関係を考えていく上で重要な資料

となる遺跡である。なお、調査報告書は1999年

度に刊行する予定である。

調査面積 11,414nf

担 当 者 本田浩二郎

処 置 記録保存

1.調査地点位證図(36博多駅．27761 :8000 

品る` 令―- -・・ ^~ 
2. 1期調査区上屈水田全袋（上空から）

3. 1期調査区下層水田木製品出土
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9727有田遺跡群第187次調査 (ART-187)

所在地 早良区有田二丁目12-5

調 査 原因 個人専用住宅建設

調査期間 1997.7.24-9.5

調査面 積 494m'

担当者 米倉秀紀・星野恵美

処 置 記録保存

位臨 ・環境 調査地点は、有田小田部の八つ手状の台地の

最高所付近に広がる。この台地は、早良平野の

北部にある独立した洪梢台地である。今回の調

査地周辺では、弥生時代の初頭の環濠、古培ll寺

代の住居跡群、奈良時代前後の大型建物跡群、

戦国時代の城跡等が発見されている。当調査区

は、北側の一部を昭和42年に九州大学が調査し

ており、弥生時代初頭の環濠等が発見されてい

る。

検出 遠構 弥生時代 ：九州大学調査時に検出した環濠、

土堀 1基

古屈時代 ：住居跡2軒

飛鳥～奈良時代 ：2X2間の大型総柱建物 1

棟と大きな柱穴を持つ柵、条里の

南北方向に近い濠 l条

出土 迫 物 弥生時代～戦国時代の土器 ・陶磁器、奈良時

代、戦国時代の鉄滓、戦国時代の板碑や瓦等の

追物がコンテナ約15箱出土。

ま と め 弥生時代初頭の環沿は、突帯文土器と板付式

土器が共伴する断面「V」字形の溝であるが、

大半は九州大学が調査済みで、土器片が若干出

土しただけである。飛鳥～奈良時代の大型建物

と柵は、この周辺で発見されている官衝級の建

物群の一部である。建物と柵は時期が異なるが

前後関係はわからない。柵は東1Jlll隣接地である

第82次調査で検出した大型側柱建物に平行す

る。奈良時代の溝は南から北へ数百mにわたっ

て延びている溝の延長部と考えられるが、この

延長線とは 6度ずれている。戦国期の濠はこの

周辺で発見されている城跡に伴うもので、陶磁

器等の生活追物のほか、板碑や瓦も出土した。

調査報告書は1998年度以降に刊行予定であ

る。

1.調査地点位置図(82原．3091 :8000) 

2. 弥生時代初頭の環濠（南から）

示“
-

3.古代の総柱建物と柵（西から）
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概 要

9729大原 D遺跡第 5次調査 (08D-5) 

所在地 西区今津地内

調査原因 廃棄物埋立場建設

調査期間 1997.7.16-1998.3.31

調査面 積 3223.5m'

担当者 荒牧宏行・菅波正人 ・池田祐司

処 置記録保存、調査継続

位謹．環境 大原D追跡は柑子岳から北東に派生する丘陵

の裾に位蹴する。丘陵には狭い谷が入り込む。

14地点は標高26-33mの谷間の南斜面、 15地点

は標高22-27mを測る小さな谷を挟んだ丘陵の

先端部に位置する。

検出 迫構 14地点は第 4次調査の継続で縄文時代草創期

の追樅、包含陪を調査し、新たに集石、住居、

土堀、焼土面等の追梢を確認した。包含陪中に

繰り返し追構が党まれたと考えられる。15地点

では 9世紀代を主とした鍛冶炉6基、建替えを

含んだ掘立柱建物3棟等を検出した。調査区全

休からは鍛冶滓、勒の羽口が多く出土した。上

部の包含層には鉄滓の他、 13、14世紀の陶磁器

を含み、中世までの経営の可能性をもつ。その

他、土石により埋没した流路や谷を検出し、そ

の中の埋没谷落際の一部から多くの縄文草創期

の土器片、石器が出土した。

出土酒 物 14地点は条痕文、無文上器が出土し、上げ底

と丸底が見られる。石器は黒昭石を中心として

細石核、 細石刃、スクレーパー、石鏃及び局部

磨製石斧、磨石等が出土している。15地点の埋

没谷から出土した縄文土器は刺突文、条痕文、

貝殻腹縁によって施文したものを有し、底部は 2.第14地点石組炉（南から）

乳頭状の尖底と平底である。石器には丸ノミ形

石斧、局部磨製石斧、暦石、石鏃等がある。

ま と め 14地点は焼失家屋等未掘部分について平成11

年度に追加調査する予定である。15地点は製鉄

関連を主とした追樅を検出し、既往の調査成果

も合わせ、一帯において 9世紀代から製鉄業が

盛んに行われていたことを確認した。埋没谷か

ら出土した縄文草創期末と思われる限られた時

期内の土器片は近くに居住空間の存在を示し、

14地点同様の北側を丘陵で遮る立地が考えられ
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1.調査地点位證図(128大原．25901 :8000) 

る。
- -．一土

3. 15地点埋没谷（縄文草創期遺物出土）
編一
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9730立花寺 B遺跡群第 4次調査 (RGB-4)

所在地 梱多区大字上月隈地内

調査原因 JCTポンプ場建設

調査期間 1997.7.14-8.2

位蹟 ・環境 立花寺B追跡群は、福岡平野を北流する御笠

川の沖梢作用によ って形成された平地の南東

部、微高地上に位置する。周辺の地形は、北東

側と南側を、 三郡山地及び背振山地から各々派

生した丘陵に挟まれた狭い谷地形となってい

る。本調査区は、 立花寺B追跡群の南西、御笠

川が西に屈曲する地点の東側に立地する。追構

面は、 旧耕作上から約70cm下、標高約9.6mの

赤みを帯びた灰褐色粘質土｝翌である。

上面に弥生時代～中世の追物を含む包含｝面が

調査面積 198nf

担 当 者 井上繭子

処 置 記録保存

堆栢してしヽた。 1.調査地点位岡図(24板付．26261 :8000) 

検 出 遮構 迫構面の灰褐色粘質土庖上面でピ ット、河川

が検出された。河川には、流路に平行して杭列

が並んでいた。杭は規則的な間隔で打ち込まれ

ていたが、性格は不明である。

出土 迫 物 追物は少なく、コンテナ 2箱分である。包含

陪である暗赤褐色土層より 、弥生時代～中世の

土器、土師器、須恵器、陶磁器の小片が出土し

ている。ピット及び河川からは古墳時代～中世

の土師器、須恵器、陶磁器の小片が出土してい

る。

ま と め 本調査区の北側には第 2次調査地点AIl区が

位悩する。この地点では、 9世紀後半～10世紀 2.河川（北から）

前半、 12~14世紀の追柚が多く検出され、 当該

期の其落が形成されていたとされる。本調査区

は、河川の氾濫原であったと考えられ、集落か

らはずれた地点であ ったと推定される。
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3.調査区全景（南西から）
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概 要

9731大井遺跡第 1次調査 (001-1) 

所在

調査原因

調査 期間

地 捕多区大井 2丁目 4

空港周辺整備

1997.7.24-10.31 

調査面 積

担当者

処 置

1,773.4111' 

井上繭子・長家

記録保存

仲

位置・環境 大井追跡群は、福岡平野の湾岸寄り、宇美川

南岸の沖栢地上に位窟する。西は博多湾岸から

延びる砂丘上に、堅粕追跡群、吉塚追跡群、博

多追跡群等の古代～近世を主とした追跡群が広

がる。調査地点は、昭和初期まで水田地帯であ

り、水田追構は旧耕作土の直下で検出された。

追構面は、表上下約 1m、標高約2.5-2.7mの

青灰色粘質土）悦であり、この水田面上には、明

黄褐色ないし黄白色の粗砂／罰が堆梢していた。

検出遠構 中世の水田が検出された。水田面である青灰

色粘質土層とそれを閲っている粗砂附の間に

は、部分的に灰褐色シルト／罰が堆柏しており、

水田面との判別が困難な場所があったが、足跡

と土質で判断した。粗砂陪とシルト／屈は10~30

cmほど堆柏しており、水田面はかなり良好に残

存していた。水田面はおおよそ東から西へ向か

って低く傾斜しており、ほぼ東西方向の畦Ill半が

2本、南北方向の畦畔が 2本検出されている。

畦Ill半はしっかりした造りで、所々水口が設けら

れている。水田面上には、人や牛の足跡が無数

に検出された。その他、近現代の井戸3碁、シ

ルト恩ないし粗砂／層から掘り込まれたと思われ

る南北方向の溝が数条平行して検出されてい

ま

る。この滞は所々畦畔を断ち切っていた。

出土 迫 物 粗砂屈、シルト層、水田面より検出された糸

切痕のある土師皿、中国産青磁、白磁片等があ

げられる。また、水田面上より木製櫛が検出さ

れた。出土追物は少なくコンテナ l箱程である。

出土追物から、本調査区の水田は中世に築か

れたと考える。水田面の比高差や畦Ill半の区画形

態から、かなり大きな水田区画が形成されてい

たと推定される。

報告書は1999年に刊行予定である。

と め

1.調査地点位匹図(21下臼井．26311 :8000) 

2.調査区北東側（南西から

3.水口（北西から
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9732蒲田部木原遺跡群第6次調査 (KH H-6) 

位置・環境

所在 地

調査原因

調査期間

東区蒲田 4丁目376他

倉庫建設

1997.8.6-9.22 

蒲田部木原追跡群は多々良川左岸の沖栢微邸

地に向かって張り出す低丘陵の西側緩斜面部分

に立地する。

今回対象地域内は以前七地改良事業が行われ

た際に丘陵部分が大きく削られており、追構は

谷への落ち際に偏って分布している。

検出迫構 調査は比高差80cmの水田面 2面を対象とし、

屯機による表土除去を行った。耕作土・床土等

の一50cm程の面で滋出する橙色土が追構面で、

追構面の標高は22.5m-21 mである。

確認した辿構は、溝•土堀・土堀絵・木棺

施・柱穴等がある。追柚は調査地北恨Ilに1扁って

検出され、東側では追構はまばらであった。

出土迫物 追構からの出土追物は、ほとんどが13世紀～

14世紀に位四づけられるもので、青磁・白磁等

の陶磁器類と土師器が大半を占める。木棺硲は

2基検出し、簗堀からは副葬された龍泉窯系青

磁椀、土師器杯・小1Il1が出土するとともに、棺

材に用いられた鉄釘が残っていた。出土逍物は

総砿でコンテナ 7箱分である。報告占は1999年

度刊行予定である。
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調査面積

担当者

処置

1,450111' 

長家伸

記録保存

1.調査地点位置図(2蒲 田31 :8000) 

2.調査区全景（南真上から）

込-
3.木棺墓（東から
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概 要

9733橋本一丁田遺跡第 3次調査 (HTl-3)

所在地西区栢本 l丁目25-3他

調査原因 ガソリンスタンド建設

調査期間 1997.8.8-10.4

位置・環境 早良平野を北流する室見川と名柄川に挟まれ

た沖梢地に位笛する。既往の 2度の調査から本

地点以東に旧河川が流下することが判明してい

る。標高は6.0mを測り、ー30cm下から追構を

検出した。

検 出追構 主な追柚は占珀時代後期と中世 (12-13c)

に大別される 。古培時代のものは布留（新相）

併行関lと考えられ、鮨落を限るように走行した

幅60cmの溝、 竪穴住居跡1軒、方形区画溝が検

出された。方形区画溝の大部分は調査区外に延

長していくが、検出された東辺長は全長12.5m、

幅70cmの溝が 2条平行し、中央近くに陸栢を設

ける。中世は井戸 1基、掘立柱建物跡 (2X 3 

間）が 2棟検,'I',された。その他、北西方向へ延

長する溝6条が検出された。そのうち 1条は輻

170cm、深さ65cmを測る規模で蛇行しながら北

西方向へ走行し、旧河川と平行していたものと

考えられる。

出 土遺物 埋土からローリングを著しく受けた突帯文上

器が若干出土した。

中世の井戸下底から倭鋭が出上した。処理中

のため鋭式は不明。本調査の追物総屈はコンテ

ナ5箱分である。

ま と め 既往の関査と本閲杏成果からみて、当該地点

においては弥生時代を通じて旧河川が流下し、

周辺に水田が開かれていたものと考えられる。

開田時期は夜臼期まで潮る。旧河川は流路を変

え埋没していくが、本間杏区内においては布留

期までに完全に埋まり、集落が営まれる。中世

梨落は本調査区の北西部を中心に広がりをみせ

る。報告杏は1999年刊行予定である。

調査面積 833111'

担当者荒牧宏行

処 置 記録保存

1.調査地点位置図(91橋本．3901 :8000) 

2.調査区全景（南東から）

喧
3.方形区画溝（北東から）
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9734生ノ松原遺跡第1次調査 (IKM-1) 

所在

調査原因

調査期間

地 西区生ノ松原 l丁目32・ 33 

鉄道線路拡幅

1997.07.24-1998.11.5 

調査面積

担当者

処 置

1,10O nf 

久住猛雄

記録保存

位置・環境 生ノ松原追跡は、西を長垂丘陵、東を十郎川

に画された海岸に形成された砂丘の西半部分に

位磁している。現在の標高は4.0-5.0mである。

）古］辺の追跡には、北側の海岸砂丘に元寇防墓が、

東は下山門追跡に接し、南には斜ヶ浦瓦窯跡が

ある。

検 出迫構 表上直ドの黄褐色砂質土｝砂は古代の追物を包

含するが、上填化しており追構は検出できない。

地表下20-50cmで砂丘上面となり、竪穴住居・

土堀 ・柱穴・掘立柱建物・石組追構等を検出し

た。時代は弥生時代終末～古墳時代前・中期と、

奈良～平安時代初めが主体である。追梢の毅土

の多くは不明瞭である。これは新しい時期まで

砂丘の形成が続き、有機土填の発達が遅れたた

めか。奈良時代頃に地盤が安定化したらしい。

出土速物 追梢及び包含｝殻から、 ①弥生終末から古墳中

期、 ②古瑣後期、 ③奈良時代から平安時代初め

の追物が出土した。追物の種類は、 ①弥生土

器 ・古式土師器、朝鮮半島系の陶質土器 ・瓦質

土器 ・軟質土器、鉄器、 ②須恵器 ・土師器、 ③

古代の土師器・須恵器、斜ヶ浦系の瓦、土錘等

が出土している。

調査区束半部では、主に弥生終末から古培中

期までの竪穴住居等の追構が分布する。全体的

に密度は薄いが、部分的に重複が多い所もある。

古培前・中期の竪穴住居では、陶質土器等の朝

鮮半島系土器が 6点出土した。また、小さな割

石を使い構築されたカマド状の施設が検出され

た住居もあり、渡来人の存在を示唆している。

調査区中央部では、奈良～平安時代初めの追構

と包含籾が分布する。この部分の表土直下の包

含庖は遺物が多く整地培の可能性がある。南方

の斜ヶ浦瓦窯跡との関連を含めて、今後注目す

べき追跡である。報告杏は1999年度刊行予定。

ま と め
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切-ニーロ□：ロ1．調査地点位巴図(103長垂5061:80dO) 

2.調査区中央～東半分(C~E区）全景（西から）

3. E区西側の竪穴住居群（東から）
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概 要

9735箱崎遺跡第12次調査 (HKZ-12)

所在地 東区箱崎 l丁目2606-1.3

調査原因 専用住宅建設

調査期間 1997.8 .19~ 9.22 

された集落の一端であると考えられる。本調査

区の成果では、11世紀代に媒落の形成が始まり、

12世紀後半以降が主体となる。ただし、 14世紀

以降の追構は検出していない。本追跡内におけ

る集落の消長時期の総合的な検討や立地を含め

た旧地形の復元が今後の課題といえよう 。調査

報告書は1999年度に刊行の予定である。

調査面積 155111'

担当者 榎本義嗣

処 置記録保存

位置・環境 箱崎迫跡は博多湾岸に形成された南北方向の

古砂丘上に立地する。本調査区は追跡群の南東

部に位置する筈崎宮に隣接し、砂丘尾根線付近

に立地している。追構面は表土下40cmの黄褐色

砂陪で、その標高は約3.4mを視Ilる。

検出追構 11世紀から13世紀の井戸 5基、土堀募 l基、

溝 l条、土堀、ピットを確認した。井戸は4基

において不良ながら井筒に用いられた木桶が底

面に追存していた。木桶は幅8-10cmの板材を

組み、径は約60cm前後を測る。土堀墓の平面形

は長さ 1.6m、幅 1mの隅丸方形で、断面は逆

台形を呈する。副葬追物として土師器坪、瓦器

皿、白磁椀 ・皿が出土 した。11世紀の所産と考

えられる。平面形が径1.3mの不整円形を呈し、

深さ 1.lmの13世紀代の土欺には、土師器小Jill

や杯、約50個体が完形の状態で廃艇されていた。

調査区の南端で検出した東西方向に延びる溝は

幅70cm、深さ30cmで、船底形の断面を呈する。

出土遥物 土師器小Jill.杯、瓦器、輸入陶磁器、滑石製

品等がコンテナ数にして22箱が出土している。

ま と め 今回の調査では箇崎宮に隣接する立地から創

建当時の追構の検出が期待されたが、未確認に

終わった。今回確認された追構はその後に形成 2.調査区全景（南から）

1. 調査地点位濫図(34箱 崎26391 :8000) 

3. 11号井戸（北から）
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9736福岡城跡第39次調査 (FUE-39)

所 在 地 中 央 区 城 内 1-1地内

調査原因 鴻腑館跡範囲確認（第14次）

調査期間 1997.8.18-11.30 

位置・環境 幅岡城は、油山山塊の一つである赤坂山から

t専多湾に向かって北に延びるIIl福崎丘陵先端部

部に立地する。この地点はt専多湾岸全休をほぼ

一望できる邸台である。鴻9]屈館跡は、福岡城郭

中央部の南側一僻（現平和台野球場周辺）に推

定されている＾

検出遥構 今年度の調介は、 三の丸中央城祁南緑を東西

及び北に延びる上路の部を対線として、平利l

台野球場を中心に分布する鴻JI屈館関連追構の東

側、及び南東側における範囲確認を行った。閥

査区は 3地点（第 1～第 3区）に設定し、福岡

調査面積 450111'

担当者田中壽夫

処 置 盛土保存

城築城当初の整地野、及び l：塁構築状況を観察 ，．調査地点位四図(60舞鶴1921 :8000) 

した。鴻腿館閃係の追構は確認できなかった。

出土遠物 江戸時代後期以降の瓦や肥前系陶磁器、古代

却波片を上として、中同五代時代の越州窯系肖

磁、白磁の他、新羅焼、須恵器、元代の百磁な

どの破片が、若丁社出七している。

ま と め 掘岡城三の丸の南緑を東西に延びている土塁

は、福岡城築城に際して築かれた後、現在まで

に補修を数回行っており、特に、 I「l陸軍二十四

述隊弾薬廂建設、戦後のテニス観霞席構築等に

より大きく改変を受けていることが明らかとな

った。報告占は1998年に刊行済である。

3.第 2区全景（南から）
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2.第 1区全景（西から）

4.第 3区全景（南から）
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概 要

9737野多目A遺跡群第6次 (NMA-6)

所在地 南区和田一丁目512-1他

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1997.8.26-10.22 

調査面積 98Onf

担 当 者 佐藤一郎

処 置記録保存

位置・環境 本調査区は、福岡平野を北流する那珂川西岸

に形成された河岸段丘上に位置する。調査地区

は野多目 A追跡西端に位樅し、第 3次調査の北

側に燐接する。以前は畑であった調杏区域内に

は1.3mほど客土が盛られてしヽた。約15cmの耕

作土罰（暗荼褐色土）直下で追構面を確認した。

追構の埋土には黒褐色土（弥生以前とみられる）

と褐色土（やや砂質で、時期は中世）のものが

みられた。

検出遥構 検出した追構は13世紀前後の溝2条、土堀磁

1基、柱穴多数である。溝 2条は第 3次調査で
1. 調査地点位臨図(39三宅．141 1 :8000) 

検出された溝の延長に相当する。土堀器は調査

区の北西部で検tliした。平而形は南北に長い隅

丸長方形で、全長2.0m、輻l.Om、深さは最深

部で45cmを測る。壁は斜めに立ち上がり、南側

ヘ浅くテラス状に三段に掘られている。築堀の

北端で供献の土師器杯2が底面より 5cm程浮い

た状態で出土した。ほぼ南北に方位を取る。柱

穴のほとんどは、 13世紀前後とみられ、建物と

してのまとまりは現在検討中である。中世以前

の追構では集石追梢を検出した。濶査区の北西

部で検出され、直径30cmの範囲に拳大の礫が集

め附かれていた。その 3m北で旧石器時代 （哺
,,.. - 、
rn1 2.調査区全景（南東から）

石刃）の包含層を確認し、その時期の追構であ

る可能性がある。追物は径5m、厚さ20cmの範

囲に密躾していた。

出土迫物 追物は細石刃、土堀蒻供献土師器の他、柱穴

埋土からは土器細片が極少屈出土した。総鼠は

｀こ？99分，；：~~IJ行予定てある 。 詈
ぶ．込． 応，，＂？ 
3.土壊墓SX03（南から）

タグ4
 

よ

ヽ
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9738下和白後口古墳群第 1次調査 (SWU-1) 

所 在地 東区和白丘 1丁目187-1

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1997.8.26-9.10

位置・環境 調査地は、唐の原川下流域右岸の第三紀頁岩

を基盤とする台地上に立地する。この台地は頁

岩風化土壌からなる、標高18.6mの低台地であ

る。

検出迫構 古墳時代後期の円墳2基と縄文時代と考えら

れる土堀 l基、ピットを検出した。

円墳は、 2基とも直径10m内外の小型のもの

で、堺丘の追存状況がきわめて悪かったため、

墳丘調査は断念し、地山整形面を調査の対象面

とした。ただし、 一部墳丘が追存している部分

については、土屈断面図の作成を行った。内部

主体は横穴式石室で、培丘に比べると遺存状況

は良かった。ともに、竪穴系横口式石室の系詰

を引く羨道部のきわめて短い横穴式石室であ

る。北側の 1号培は床面に敷石が約半分程度追

存していた。2号培も若干の敷石が追存してい

た。

縄文時代と考えられる土堀は、地山の赤い第

三紀頁岩風化土に掘り込んだもので、地山とき

わめて近い色の製土である。

出土迫物 1号培玄室内からガラス玉、鉄刀の刀装具、

鉄鏃等が出土した。2号墳玄室内からガラス玉、

水晶製切り子玉、碧玉製管玉、鉄鏃等が出土し

た。また、 1号墳の墳丘裾部からは須恵器・土

師器がまとまって出土した。

縄文時代と考えられる土堀内からは、若干の

土器小片、黒曜石等が出土した。

ま と め 時期的には、出土した須恵器が 6世紀後半～

末に位罹づけられるが、石室の形態はそれより

も若干古いと考えられ、追葬がその時期と考え

た方が無難であろう 。

また、従来当該地周辺では、縄文時代の遺物

は出土することが多かったが、遺構の発見例は

少なく、今回の追構の検出は、縄文時代の調査

への今後の指針を与えたと言えよう 。

報告魯は1998年度刊行の予定である。
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調査面積 650m'・古培 2基

担当者 米倉秀紀 ・池田祐司

処 置 記録保存

1.調査地点位岡図(14下和白27741 :8000) 

2. 1号洒（右）と2号堵（左）（南から）

3. 1号坦石室（西から）
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9739比恵遺跡群第63次 (HIE-63) 
所在

調査原因

調査期間

地 梱多区t専多駅南 6丁目17-5

井同住宅建設

1997.9.6-10.3 

調査面積

担 当 者

処置

174.5m' 

宮井普朗

記録保存

位置・環境 調査地点は追跡の西南側にあたり、那珂追跡

との境界にも近い位硲である。

検出 遺構 弥生時代の追構としては、井戸 1基（中期？）、

住居跡 3基等がある。井戸は現況で2.5mほど

を測り、土器、木器などが多数出土した。中期

末と考えられる。古培時代の追構として、前期

初頭頃の井戸がある 。半分調査区外に出るが、

掘り下げ困難なほど多址の土器が出土した。

古代の追構としては、通路状追構がある。路

面は土器細片、小礫等を踏み固めており、現況

で10-15cmほどの原さがある。側溝は東側のみ

の検出で、道幅は不明である。側溝は一度切り

直されており、新しい方の側溝は道路面を切り、

奈良時代までの土器を含む。

出土 酒 物 出土追物は総凪でコンテナ10桁である ．土器

がほとんどであるが、路面から器種不明の青銅

ま と め

器が出土している。

今回調査では、古代の道路状追構の検出が注

目される。奈良時代以前に敷設されたと考えら

れ、周辺で検出されているいわゆる 「那津官家」

関連とされる建物群との関係が示唆される。報

告因は1998年度以降刊行予定である。

1.調査地点位證図(37東光寺．1271 :8000) 

2.道路状遺構（北から了
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9740香椎B遺跡群第4次調査 (KSB-4)
大日古墳群1次調査 (DAN-1)

所在地 東区大字香椎字大日他

調査原因 宅地造成

調査期間 1997.9.4-1998.3.31

調査面積 1,516111'・古培 2基

担当者 瀧本正志•田上勇一郎

処 置 記録保存

位置・環境 香椎B追跡は「香椎宮」東側一帯に広がる古

代から 中世の追跡である。今回の調査対象地は

中世の山城「御飯の山城」が所在する山から束

に派生する丘陵である。これまでに、山城址の

他、中世の屋敷、 寺院、火葬簗、水田跡等が調

査されている。

検出遥構 丘陵の南裾に、 6世紀末～ 7世紀初頭の須恵

器窯 l碁、 12世紀代の土欺、溝、柱穴群、 6世

紀末～ 7世紀初頭の古培 4基を検出した。

須恵器窯は焼成部の一部と煙道部しか残存し

ていなかった。煙突部の周囲には周溝が検出さ

れた。

古屈は横穴式石室を主1本部とする円墳であ

り、南側に開口している。天井石は残存してい

なかった。また、 1号墳を除いて石室の奥 しか

残っていなかった。 1号墳の石室は中世に利用

されていたようである。

出土遺物 追物総凪はコンテナ 2箱分である。須恵器窯

からは追物が出土しなかったが、周辺から須恵

器の杯が採躾されている。

中世の追構群からは12世紀代の白磁椀． lJ]I.、

青磁椀、土師器杯 ．llil、瓦などが出土した。

古墳は 1号墳から須恵器の坪、 13世紀代の青 2.須恵器窯焼成部（南から）

磁椀、 2号哄から須恵器の杯、平瓶、 4号唄から
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1.調査地点位匿図(17浜男，6城ノ越山14・27831:8000) 

ガラス小玉が出土している。

ま と め これまで香椎地域では知られていなかった古

墳群や須恵器窯の存在が明らかになった。今後

の調査で同時期の生活域の発見が期待される。

また、中世の梨落が北側の山裾まで伸びている

ことが明らかになった。

2000年度に報告書刊行の予定である。

3.大日古墳群 1号堵全景（南から）
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概 要

9741那珂遺跡群第64次調査 (NAK-64)

所在地 博多区竹下3丁目1-13

調査原因 タンク建設

調査 面 積 6,700m'

担当 者長家伸

調査期間 1997.9.22-1998.8.31（終了予定） 処 置記録保存

位置・ 環境 那珂追跡群は、福岡平野を北流する那珂川と

御笠川に挟まれた洪粕台地上に立地する。本調

査地点はアサヒビール竹下工場内の施設増設に

伴う調査である。本工場内では現在までに 9地

点で調査が行われており、弥生時代～中世の多

猥の追構 ・追物を検出している。また工場北側

には古培時代後期の前方後円壻である東光寺剣

塚古培が存在する。

検 出 酒 構 追構面は表土直下の烏栖ローム上面で標高約

7.5mを測る 。追樅面は既存建物の撹乱 ・基礎

による削平が著しく、東半部分の遺構残存状態

は不良である。また対象地の南側1/4程度は谷

部分にあたり、氾濫による粗砂層が厚く雌柏し

ていた。追梢は対象地西側及び台地の縁辺部分

を中心とする範囲で検出した。現在までに検出

した追構は弥生時代前期～中期の竪穴住居跡 l

棟 ・貯蔵穴30基 ・甕棺3基、古墳時代後期の竪

穴住居跡10棟程度、古代の掘立柱建物 l棟以上、

井戸 l基、中世の井戸 2基、土堀筵 1基、掘立

柱建物等である。貯蔵穴は調査区北西側に躾中

しており一群を形成している。また古代に位樅

づけられる大型の掘立柱建物は 2間X2間で、

柱穴掘方は径1.5m~ 2 m ・深さ 1m ・柱痕35 2．調査区北側（東から）

1.調査地点位臨図(37東光寺．851 :8000) 

cmである。周辺にこれと関連する追構がなぐ性

格については不明瞭であるが官栃的な施設の一

部である可能性も考えられる。

出 土 遠 物 出土追物は現在までに弥生土器、土師器、須

恵器、陶磁器、木器、鉄器等がコンテナ80箱程

度出土している。

ま と め 対象地内の削平が著しく追構の追存状態が不

良であったが、弥生時代～中世に至る逍構・追

物が検出されている。特に弥生時代前期の貯蔵

穴、古代の建物は注目される。今後の周辺の調

査が期待される。報告因は2000年度刊行予定。

3.大型建物（西から）
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9742梅林遺跡第 1次調査 (UBY-1)

所在地城南区梅林 2丁目467-1他

調査原因 外環状道路・地下鉄3号線建設

調査期間 1997.10.14-1998.3.12

位臨 ・環境 追跡は、福岡大学病院が立地する椋高30-40

mの舌状台地で西北方向に小さく 突き出した丘

陵先端の低地上に位樅し、かっての地目は水田

である。

当該地は地下げのため、丘陵主丘との比高差

約10mを測り、現標邸は約22mである。

検出洪構 発掘調査では、縄文時代から江戸時代までの

追構・追物を検出した。追跡の主体となるのは

古培時代の掘立柱建物群及び、古培時代から江

戸時代までの水田跡である。

古屈時代の掘立柱建物24棟（倉廂跡11棟、住

居跡13棟）、土堀 7基、竪穴住居跡2棟、古培

時代～平安時代の溝12条、古培時代～江戸時代

の水田跡6面である。

掘立柱建物の内、側柱建物は全て、主柱の間

に40-50cm間隔に間柱を備えており、且つ建物

配列が南北及び、東西方向に整然と配置されて

いる。又、庇や下屋を備えた主殿、及び副屋と

考えられる建物も存在する。

出 土酒物 縄文時代の押型文土器、！麻消縄文土器、打製

石鏃、石斧、古培時代の須恵器杯 ・蒸．甕、土

師器 ・甕．鉢・高坪 ．甑、鉄製刀子、鉄滓、平

安時代の土師器椀、皿、鎌倉時代の鍋、中国製

肯磁椀 ・白磁椀・陶器、戦国時代の摺鉢、鍋、

土師器ll11など、コンテナ110箱分が出土。

ま と め この追跡の西方約500mの地点には、前方後

円培の梅林古培 (5世紀後半～6世紀中頃）が存

在しており、掘立柱建物群は、この古培の被葬

者と直接I葵l係した施設 （居館）と考えられる 。

又、 一方では、これらの整然とした建物群は、

大相政権下において強力な地域支配構造が存在

したことを示すものであり、 536年に那津に築

造されたとされる 「那津官家」の下級組織の施設

とも考えられる。
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調査面積約2,150111'

担 当 者 井澤洋一

処 置 記録保存

1.調査地点位屈図(74七隈．27751 :8000) 

)．,ら---
2.遠構全景（南から）

3.西側水田踏水路内井堰の状態（西から）
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概 要

9743烏田遺跡第 1次 (KRS-1)

所 在地東区士井2丁目地内

調査原因 都市計画道路粕屋久山線新設

調査期間 1997.9.24-9.25 

調査面積 162nf

担当者大庭康時

処 置記録保存

位置・環境 烏田追跡は、福岡市の東部を西流する多々良

川の右岸に位置する。多々良川近くまで迫った

土井の丘陵地から、急激に下降した緩斜面上に

当たる。現況は水田であり、床土を除去した灰

色粘質土陪の上面に追構が善まれており、灰色

粘質土陪の下は、河川による砂礫層となる。な

お、本追跡はこれまで存在が確認されていなか

った新発見の追跡である。

検出迫構 柱穴・土堀•井戸・溝などを検出したが、追

構密度は薄い。

土堀には、不整形．楕円形を呈するものが多

かった。 4号土堀は、長方形のプランを呈し、

一方の小口近くに枕状の石を樅いていた。この

石の下からは、副葬されたと思われる土師器皿

が出土しており、中世の土堀蒻と考えられる。

井戸は、切り合って 2碁を調査した。 1号井

戸は、井戸側に小礫を粕むもので、朝鮮王朝白

磁椀・土鍋・瓦等の出土から16世紀頃の井戸と 1~ 

推定できる。2号井戸は素掘りで、土師器・須

恵器片が出土した。これらの追物からは、 8世

紀末頃の時期が考えられる。

溝は、浅い「V」字状の小溝で、区画溝と考

rG 

1. 調査地点位囲図(8土井．27771 :8000) 

えている。

出 土迫物 出土迫物は、土師器・須恵器・陶磁器・瓦な

どが、コンテナ l箱出土した。

ま と め 新発見の追跡で、周辺に発掘調査例がなく、

追跡の具体的な姿を探る手がかりにかける。今

後の発掘調査に期待するしかないが、中世集落

追跡の一端をとらえたものと言うことはできる

だろう 。

報告書は1998年度刊行予定。

2.遠構検出状況（南西から）

3. 1号井戸（西から）
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9744羽根戸南古墳群第 3次調査 (HMK-G・H)

所在地西区羽根戸地内

調査原因配水池建設

調査面積 古墳4基 (97年度）

担当者米倉秀紀 ・星野恵美

調査期間 1997.10.17～調査中 処 置記録保存

位置・環境 羽根戸南古墳群は、早良平野と今宿平野を東

西に分かつ山塊の一つである飯盛山から早良平

野に延びる支丘の先端に位寵している。調査区

の標高は約42~112mを測り、古墳群からは早

良平野・脚多湾を眺望できる。昭利61年に D群

の 1基と E群の 5碁が調杏されている。今回調

査の対象となるのは E群の 7 悲• F群の 1基・

G群の 7 碁 •H群の 2 基の計17基である 。 今年

度調査した古墳はG群の 2基と新たに発見され

たH群の 2基である。

検出追構 古墳はいずれも横穴式石室を主体部とする円

墳であり、 G-1号珀は尾根上に、 G-6号培 .H-

1・2号培は斜面に造られている。G-1号墳の追存

状況は石室・墳丘ともに良好であり、墳径は約

1.調査地点位證図(106飯盛．576,5771 :8000) 

15mを測る。瑣丘の盛土には細かく版築してい 9..-

る。玄室は2mX2 mの正方形を呈し、高さ 3m

を測る。羨道部の長さは1.8m、募道は現存長で

2.4mである。G-6号墳の追存状況は比較的良好

であり、培径は約10mを測る 。玄室は1.7mX

1.7mの正方形を呈し、高さ1.8mを測る。羨道

部の長さは2m、葵道は3mである 。H-1・ 2号

墳の石室は半壊しており、墳丘の追存状況も悪

い。出土追物からこれらの古墳は6~7世紀に 2.調査区全景G群（西から）

造営されたものと思われる。墳丘の周囲からは

焼土・木炭を多く含んだ土堀を検出した。

出土遺物 G-1号：耳環2点 ・琥珀玉 1点 ．I馬瑞製管玉

1点・ガラス小玉26点 ・滑石製臼玉

2点 ・鉄製品（刀 ・刀子 ・鉄鏃 ・馬

具他） ・須恵器・土師器

G-6号 ：耳環 l点・須恵器・土師器

H-1号：須恵器・鉄滓

H-2号：鉄製品・須恵器・土師器・鉄滓

事業は今年度と次年度の継続であり、大部分を

次年度に調査するため詳細は省きたい。

報告因は2000年度に発行予定である。
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3. G-1号項項丘遺存状況（南から）
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概 要

9745井尻 B遺跡群第9次調査 (IZB-9) 
所 在

調査原因

調査期間

地

位置・環境

南区井尻 5丁目6-33

共同住宅建設

1997.10.6-10.15 

調宵地点は、追跡の南西部に近く、江戸時代

に広形銅矛鋳型が出土した地録神社の北側に隣

接する。

検出遠構 追柚面は大きな削平は受けていなかったが、

追柚の密度は極めて薄い。検出追構は竪穴住居

跡 1基とピットなどである。住居跡は5.5X4m

程の長方形で、両短辺側にそれぞれベ ッ ド状追

構を持つ。主柱穴は 2本で、中央に炉跡を持つ。

形態から弥生時代後期のものと考えられる。こ

の他掘立柱建物 l棟を検出した。

出土追物は総凪でコンテナ1箱である。

今皿の調査では、弥生時代後貝lの追構が検出

された。当該期は井尻B追跡に、最も集落が盛

行する時期で、 住居の数も激増し、青銅器の鋳

造も行なわれている。従って、 今回の調査地点

のように、当該期の追梢しか存在しない地点も

あるのかもしれない。

出土遺物

ま と め

調査面積

担 当 者

処置

132.5111' 

宮井善朗

記録保存

¥ 
＼‘・ 
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1. 調査地点位置図(25井尻．901 :8000) 

2.調査区全景（南から）

3.弥生時代後期住居跡（東から
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9746女原遺跡群第 5次調査 (MBR-5) 

所在地

調査原因

調査期間

西区女原ムロ279-1

宅地造成

1997.10.7-10.27 

調査面積

担当者

処置

250m' 

荒牧宏行

記録保存

位置・環境 女原追跡群は高祖山（標高416m)から派生

した丘陵と地山が砂礫である低位段丘面から形

成されている。周辺の丘陵先端部には前方後円

瑣の山の綽 1、2号墳、若八幡宮古墳、丸隈山

古瑣が立地 し、北側の女原遺跡群第 3次調査で

は陶質土器や大型掘立柱建物跡が検出される

等、拠点的な位置を占めているものと考えられ

る。調査地点は標高25.4mを測り、検出面以下、

砂礫が堆柏する。

検出 迫 構 削平が著しく 、検出追構の密度は疎であるが、

古墳時代後期 (6世紀後半以降）の柱穴群と 中

世～近世の泄を 2条検出 した。南側では古墳後

期以降の包含層が堆柏 し、比較的追構の追存が

良好である。

出土 遥 物 追物は総紐コンテナ 1箱分である。渦から染

付椀、土師質捏鉢、土師皿、柱穴が、包含培か

らは古墳時代後期の小形丸底壷、須恵器等が出

ま と め

土した。

既往の調査では、古瑣時代後期の梨落とみら

れる竪穴住居跡を主に検出 し、今回の聞査にお

いても 当該期の追構、追物が出土した。躾落の

全体像を見出すには未だ程遠いが、前方後円培

を含む古培群との関連、第 3次調査で出土した

陶質土器や、 北部九州編年のII期の窯跡である

新開窯跡が周辺に立地していることも考慇する

と、今後注意される地点である。

1.調査地点位置図(120周船寺．6881 :8000) 

；： 
2.調査区南側全景（北から）

3.調査区東側全景（北から）
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概 要

9748田村遺跡群第20次調査 (TMR-20)

所在地 早良区田村4丁目673-1

調 査原因 店舗兼共同住宅建設

調 査期間 1997.10.20-11.14

調 査 面 積 377111'

担当者 加藤良彦

処 置記録保存

位置 ・環境 本調査区は、早良平野の中央南側、室見川の

右岸の沖梢微高地上に広がる田村追跡群の北東

部に位樅する。北側に接する道路建設に伴い第

17次調査が実施されている。

旧状は水田で、標高約15mの耕作土直下30cm

のIl音黄灰色粘質土上面で追構が検出される。従

前の削平が著しく追構の残りは良くない。

検 出 遥構 追構は弥生時代中期の土堀5枯、溝2条、柱

穴多数で、調査区西側に多く分布する。西側の

追構面は南北方向の旧河川のシルト庖上で、 同

陪中より縄文時代前関l曽畑式土器片 1片、同後

晩朋粗製土器片 2片を検出している。

出土追 物 追物は 2条の渦を中心に土欺 ・柱穴内から弥

生時代中期の土器片•石斧 ．叩石等の石器がコ

ンテナ 4箱分が出土。弥生時代以外の追物は上

記の縄文土器片 3片のみである。

ま と め 検出された追梢は弥生時代中期のみで、追物

も3点の縄文土器片以外は弥生土器・石器のみ

である。北に隣接する第17条閲査では、弥生時

代中期竪穴住居跡3軒、溝 l条が検出さており、

本調査区と同様の様相を呈している。残存状況

も同様で著しく削平を受けており、住居跡ば深

さ5cm内外で残るのみである。木調査区で検出

される柱穴出土の追物はすべて弥生土器片であ

り、方形に巡る掘立柱建物も現況では組めない

ところから、これらは弥生時代中期の竪穴住居

跡の追存である可能性が高い。

南北方向の溝は、幅1.2m程の小消で、第17

次調査区からの延長部で延べ20mを測る。第17

次調査区では、東に緩く孤を描いて検出された

が、 本調査区内では逆に西に緩く孤を描いた状

態で検出されている。

1.調査地点位置図(83野芥．3171 :8000) 

． 
X一2.調査区全景（西から）

. ̂c、 9• 9に し
・:.,、` f_ •ノごL_

3.溝SD05（南から）
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9750箱崎遺跡群第13次 (HKZ-13) 

所 在

調査原因

調査期間

地 東区馬出五丁目520・ 521 

ビル建設

1997.10.27-12.2 

調査面積

担当者

置処

297111' 

佐藤一郎

記録保存

位置・環境 木調杏地は、梱多湾に而した古砂丘上に位置

する。調査地区は笞崎八幡宮の南西100mに位

悩し、南側は地下鉄建設に伴い調査されている。

追構は現地表下 1~1.5mの黄褐色砂質土上面

（標高 2111)で確認された。

検出迫構 調査区西側では14世紀後半～15世紀前半の土

堀10枯、溝 2条、柱穴12個を検出した。土堀の

内 3甚は栗石が据えられ、 3.4111の等間隔に荘

ぶ。礎石建物の柱基部か。東偏30゚ に主軸方位

を取る。柱穴の内 3個は根石を有する。撹乱等

により他の柱穴が多く失われているために掘立

柱建物としてまとめるにはデータ不足である

が、柱間距離1.4m前後で、 2間X5間以上の

東西棟が復元できる。調査区東側では、調脊区

洒側でみられた14世紀後半～15世紀前半の追柚

に加え、 15世紀後半～16世紀後半の追柚を検出

したが、西側では全く検出されなかった井戸を

7甚検出した。内 5甚には桶組、 l枯には瓦組

の井戸枠が残存し、残り l枯は掘方のみ検出し

た。瓦組の井戸SE24は、上部では、コビキ痕

が残る1厚手の瓦が筒状に、下部では桶が組まれ

ていた。他に底面粘土貼りの方形土堀 2甚を検

出した。

出土迫物 追構の埋土からは龍泉窯系青磁、白磁、備前

焼揺鉢、常滑焼甕、土師器、滑石製石鍋、瓦片

などが出土している。井戸SE38の井戸枠内か

ら古瀬戸花瓶（鉄釉・ロ縁部欠失）が出土した。

検出した追構から、調査区西側が建物部分で

あるのに対し、東側は建物製手の空き地部分に

相当すると考えられた。

報告書は1998年度に刊行予定である。

ま と め

1.調査地点位囲図(34箱崎．26391 :8000) 
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2.調査区西側（東から）

3.調査区東側（東から）
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概 要

9751福岡城跡第40次調査 (FUE-40)

所在地中央区城内1-5地内

調査原因 5号堀公園整備

調査期間 1997.8.18~9.10

調査面積 152111'

担 当 者 田中壽夫

処 置盛土保存

位置・環境 福岡城は、油山山塊の一つである赤坂山から

膊多湾に向かって北に延びる旧福崎丘陵先端部

立地する平山城である。今回調査した5号堀は、

福岡城南西部の追廻門南側に位硲する内堀の一

角である。本来は大堀（濠）と連結して据手を防

御する重要な地点にあたる。

調査の目的 今回の調査は平成 8年度から進められている

5号堀周辺の整備事業の一環として、 5号沿内

整の平面形状の考古学的な復原を目的として、

絵図を参考に 2地点についてトレンチを設定

し、石垣の有無について確認調査を実施した。

検出遺構 調査の結果、絲末から明治期まで存在してい

たと推定される石垣が確認でき、締末期に描か

れた絵図に表現された石垣の位骰とほぼ合致す

るものと思われたが、石垣の追存状況が悪く、

また、濠の水位が戯いこともあって、その構造

及び規模については明確にできなかった。

出土 邁物 出土追物石垣の裏込めから江戸末期～明治期

の瓦（平•丸瓦）、肥前系陶磁沿などが出土 した 。

ま と め 今回の調査では 5号堀内壁の平而形の全容に

ついては確認できなかったが、福岡城追廻「"l跡

周辺内堀の復元については、将来予定されてい 2. 1区検出石垣（西から）

る当該地周辺の調査を待って今後の検討課題と
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1.調査地点位四図(60舞館．1931 :8000) 

しておきたい。
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3. 1区・ 2区全景（北から）



9752博多遺跡群第102次調査 (HKT-102)

所在地 梱多区上呉服11「[3

調査原因 都市計画道路新設

調査面積 212.5111'

担当者 大庭康時 • 本田浩二郎

調査期間 1997.11.11-1998.2.20 処 置記録保存

位臨・環境 柚多追跡群は、 •Kり多湾の奥に形成された三列

の砂丘上に乗っている。本調杏地点は、古代か

ら生活が営まれていた二列目の砂l王の北端付近

に当たる。また、鎌倉時代初頭には、近接して

迎福寺が建立され、中世後半期にはその寺内町

に含まれていたことが推測できる。

検出迫構 検出した追構は、井戸 •土堀・柱穴・溝など

である。時期としては、古代から現代に及んで

いる。近現代の建物等による悦乱は全く兄られ

ず、追存状態は良好といえる。

出士遠物 出土追物は、弥生土器 ・古式土師器 ・須恵

器・輸人陶磁器・国産陶磁器・土器などがコン

テナ134箱、金屈製品が 1箱、木製品が15箱、

獣骨 4箱のほか、人骨が数片出七している。

ま と め 本聞査地点の基盤陪は、河川の河口近くに堆

梢した粗砂層であり、これを埋め立てた上に追

構が営まれていた。粗砂層中には東海系S字状

口縁台付甕など、弥生時代後期から古培時代初

頭の追物が含まれている。埋め立て陪の 1こには、 ‘ 

古代・中世初頭の追構が営まれる。その後、 13

世紀前半から14世紀前半の間に、原さ 2mにも

及ぶ整地層が作られる。これには、数回の断続

1. 調査地点位箇図(48千代博多，49天神．1211 :8000) 

がみられ、さらに細かく火災面と硬化面が確認 2．第2面全景（南西から）

できた。14世紀後半以後の堆梢は薄く、明瞭な

整地面は見あたらない。

整地罰及びこれに営まれた迫構から出土する

追物には、百磁 ・ 白磁 • 青白磁の優品が多く、

京都系土師器の出土点数も博多追跡の他の地点

と比べて突出して多い。立地からみて、樅福寺

もしくはその子院の寺地であった可能性が強い

ものと思われる。1999年度報告出刊行予定。
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3.第 6面馬骨出士状況（西から）
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概 要

9754博多遺跡群第103次 (HKT-103)

所在地 t尊多区冷泉町2番

調査原因 共同住宅併用駐車場建設

調査期間 1997.12.8-2.28 

調査面積 72nf

担当者 佐藤一郎

処 置 記録保存

位置 ・環境 調査地区は、博多追跡群の南西部に位岡し、

その北西では第80次調査が行われている。調査

は表土剥ぎから開始、遺構が確認された現地表

下2.2-2.4mの灰褐色砂質土(II層）上面（標高

2.4 m)、灰色砂(Ill層）上面（椋高1.9m)、地山

（黄白色粗砂）上而（標高1.6m)で追梢の検出を

行った。

検 出 遺 構 I1)図上面で検出された迫柚は、 15世紀後半か

ら16世紀前半の溝SD03 ・05、14世紀後半から

15世紀前半の溝SDOl・ 04、13世紀後半から14

世紀前半の溝SD02・ 10、井戸SE15、12世紀後
1.調査地点位置図(49天神．1211 :8000) 

半～13世紀前半の溝SD08、井戸SE06、柱穴 ．

ピット状追構3である。SDOl・ 03-05の方位

は、櫛田神社の方位と同じであり、現在の町割

りの主庫訓方位とは異なる。Ill層上面では14世紀

後半から15世紀前半の溝SD12・ 14、11世紀後

半から 12世紀紀前半の溝SD07・ 16 ・ 17の柱

穴 ・ピット状追梢10を検出した。地山上面では

8世紀前半の溝SD18を検出した。

出土 遠構 溝SDOl・ 04から出土した追物のほとんどは

瓦で、 三つ巴文の軒丸、唐草文の軒平がみられ

る。出土追物の厘的なピークは12世紀後半～13

世紀前半で、土師器、愉入陶磁器がそのほとん

どを占める。渦SD08からは木造仏の手が出土

している。指は欠失しているが、甲には金箔が

残る。

ま と め 今回の調査では渦が計12条検出された。地山

は河川堆梢による粗砂からなり、砂丘上には立

地していない。居住には適していない立地条件

から、境界を画するための溝が多時期にわたっ

て造営されたと考えられる。

報告書は1999年度に刊行予定である。

2. II府上面前面

（北から）

F・ 

3. Ill府上面全景
（北から）
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9755水町古墳第 1次調査 (MIM-1)

所在地 博多区大字下月隈902

調査原因 空港整備

調査期問 1997.12.8-1998. 3. 6 

位置・環境 水Ill-［古珀は、福岡平野の東側を区切る月隈丘

陵から北幽に派生する標高約12mの支丘端部に

単独に立地する円瑣である。墳l王は宅地造成等

により改変がすすみ、現況での平面形は楕円形

を昆する。

検出遥構 古培築造にあたっては枯底面の整地後に厚さ

約0.8mの版築を施し、平坦面を造り出した上で、

石室掘方を掘り込んでいる。墳丘の盛土はこの

而を桔底に行っているが、JfiT頁部は削平を受け

る。現存で、地山整地面から2.2mの高さを有す

調査面積 190111'・古墳 1悲

担 当 者 榎本義嗣

処 置 記録保存

る。周囲の削平により墳丘裾部及び周溝は削平 ，．調査地点位置図(10下月隈26241 :8000) 

されるが、瑣径は15111以ヒと推定される。主休

部として、 S-42°-Eに開LIする横穴式石室と墳

丘西側に築造された小石室 1基を確認した。横

穴式石室の硲道、羨逍は削平のため消失する 。

玄室も奥壁及び側壁の腰石 l石分しか追存して

いない。奥壁は輻2.0m、高さ1.0~1.3mの台形状

の腰石を 1石据える。側壁は横長の腰石を用い、

その上位はやや大振りな転石を用いて整体を構

築するが天井石は追存しない。奥壁幅は1.9mを

測る。I禾面には屍床と考えられる 2枚の板石を

敷き、赤色頻料が塗布される。なお、石室は中世

に再利用されており、原位附を留めた追物の出 2.項丘遺存状況（南東から）

土は無かった。小石室は北東部を削平される。

主軸方位は柚穴式石室に類似する。幅約1.7mの

掘方を円墳培Itより掘り込み、やや横長な方形

の転石をll要石として据える 。内法幅は0.7mで、

天井石は追存しない。北東側の側壁際から長さ

約 lmの鉄刀 l 口、鉄鍬10数本が1~!~1 .::I：：した 。

出土遮物 上述した以外には墳丘中より須恵器猥・器台

等がコンテナ 2箱分が出土 した。

ま と め 墳丘中から6柑紀前半の追物が出土しており、築

造時期を示すものと考えられる 。立地や古培築造

方法から有力者層の培墓である可能性を有する。

阻l査報告書は2000年に刊行予定である。
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3.小石室内遺物出土状況（南西から）
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概 要

9756下月隈鳥越遺跡第 1次調査 (ST0-1)

所在地 膊多区大字下月隈891他

調査原因 空港整備

調査期間 1997.12.8-1998. 3. 6 

調査面積 350111'

担当者 榎本義嗣

処 置 記録保存

位置 ・環境 下月隈鳥越追跡は、福岡平野の東佃llを区切る

月隈丘陵裾部の沖栢地に立地し、表土下0.7-

l.lmの淡黄褐色粘性シルトの上面で迫構が確

認できた。追構面は西側に緩く傾斜を有し、そ

の標高は8.3-8.7111を測る。

検出 迫構 奈良時代の掘立柱建物 l棟、溝、ピットを確

認した。溝 (SDOOl)は調査区の東端に位罹し、

幅約 2m、深さ0.9mを枇llり、逆台形の断面を

呈する。方向は磁北から37゚ 西偏し、両端は聞

査区外に延長している。この溝の延仲方位は周

辺に追存する条里地割の方向に合致する。溝底

からは8世紀前半の土師器、須恵器が出土した。

また、 SDOOlに切られる浅い溝を数条検出した

が、方位がわずかに異なっている。掘立柱建物

の主軸方位はSDOOlに類似し、ほぼ並行 して西

側に立地するが、 一部は調査区外に位樅する。

規模は梁間 2間（柱間 2m)以上、桁行 4間（柱

間2.5m)である 。柱穴は幅約70cm、長さ約90

cmの隅丸長方形で、深さ50cmが追存する。確認

できた柱痕跡の径は約20cmであ った。極少絋な

がらSDOOlと同時期の須恵器が出土した。

出土 迫 物 奈良時代の土師器、須恵器がコンテナ数にし

て3箱出土した。大半は上述したSDOOlからの

出土である。

ま と め SDOOlは本追跡の南約 1kmに位囮する下月

隈c追跡（第 2次調査）でこの溝と同一方位で、

ほぼ同時期の水田追構が確認されていること

や、立地、規模からみて本平野の東端に位箇す

る主要水路であると考えられる。現存する条里

地割の初現の時期や当該期の水田経営や区画を

考察する上で注目される。また、掘立柱建物の

機能については公的施設の可能性も考えられ、

今後の検討を要する。調査報告書は1999年度に

刊行の予定である。

1.調査地点位問図(10下月隈．27781 :8000) 

~ 99• —’’o. -
3.掘立柱建物（北から）
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9757五十川遺跡群第 5次調査 (GJK-5)
所 在 地 南区五十川2丁目17-20 調査面積 96m'

調査原因 共同住宅 担当者 宮井善朗

調査期間 1997.12.4-12.11 処 置 記録保存

位置・環境 五十川逍跡は、春日丘陵から北側へ延びる台

検出辺構

地の一つに立地する追跡で、福岡市有数の追跡

である那珂追跡群、井尻逍跡群の中間に位置す

る。遺構検出面もこの両遺跡と同様、赤褐色の

鳥栖ローム面である。

調査地点は五十川八幡社の北側に接し、 3次、

4次調査地点の北側に位置する。検出遺構は住

居跡 1基、溝2条、掘立柱建物、土堀、ピット

などである。追物は少ないが、判明する追構は

ほぼ6~7世紀のものである。溝はほぼ東西に走

るやや深いものと、浅く「L」字状に曲がるも

のがある。掘立柱建物は 2X4間以上のものが

1棟あり、他にも建物の一部と考えられるもの

もある。南側の 3次、 4次地点では古代から中

世の追構が多く検出されているが、今回調査地

点では、中世追構は検出されていない。

1.調査地点位屈図(24板付．881 :8000) 

・ー，ー・ ■ ・噸 マ ，~‘-

出土追物 総品でコンテナ2箱程度出土した。 2.調査区全景（南から）

9758井尻B遺跡群第10次調査 (IZB-1O) 
所在地 南区井尻 l丁目27-13 調査面 積 153m'

調査原因個人専用住宅 担当者 宮井善朗

調査期間 1997.12.17-1998.1.24 処 置 記録保存

位臨・環境 調査地点は、井尻B追跡ののる台地の西辺に

あたる。南東には初期瓦が出土 した第 3次地点、

北側に弥生中期追構が検出された第 4次地点が

ある。

検出迫構 検出した追構は、弥生時代～古代にわたる。

弥生時代としては溝 l条、井戸 1基、がある。

溝は幅 2m、深さ 1.5mの大規模なもので、中

期中頃から後半と考えられる。調査区内で立ち

上がっており、陸橋部を持つ。陸栢部には門追

構の可能性があるピットが検出されている。陸

橋部正面の大形のピット は溝と同時期の可能性

が高い。溝床面から井戸 1基を検出した。層位

的には溝より古いが、出土土器は溝と大きく隔

たらない。古墳時代の追梢としては溝 l条、土

堀 1基がある。溝は弥生時代後期～古墳時代と

考えられ、「L」字状に曲がる 。土堀は古填時

代前期で、弥生中期の溝を切る。古代の逍構と

しては大形の掘立杜建物がある。ほぼ南北方向

を向き、 3間Xl間以上の総柱と考えられる。

出土追物 コンテナ20箱分が出土した。
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1.調査地点位臨図(25井尻．901 :8000) 
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2.調査区全景（西から）
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概 要

9759有田遺跡群第188次調査 (ART-188)

所在地早良区有田一丁目31-6

調査原因共同住宅建設

調査期間 1997.12.15-12.24

調査面積 249nf

担当者加藤隆也

処 置 記録保存

位置・環境 調査地点は有田追跡群中央の最邸所に位悩す

る。東側隣接地には第181次調査地点、西側隣

接地には第95次調査地点がある。現況ば畑地で

ある。

遥構と遥物 約25cmの耕作土を除去したローム附上面にて

調査を行った。調査区西側は昭和40年代の区画

整理で大きく削られており、北西端で溝の一部

がみられただけであった。主な追構は調壺区東

側の高所部にて検出された。追構は溝2条、土

堀 1枯、多数の柱穴がみられる。溝の一つは東

西に延び、断面 「V」字形を呈する 。幅 2m、 1. 調査地点位四図(82原 3091 :8000) 

深さ 1.5m を測る 。追物は百磁、石鍋、揺鉢、

染付椀などが出土している 。もう 一つの溝は南

北に延びるもので前述の溝に切 られる。断面は

逆台形を呈し、幅 l~1.4m、深さ約35cmを測

る。出土追物には須恵器の杯蓋・甕、土師器甕

などの破片が見られた。追物の総数はコンテナ

4箱分が出土した。

ま と め 本調査地点は、弥生時代前期の環沿の中に位

樅すると思われるが、この時期の追梢は検出さ

れなかった。また周辺では律令期の官面的追構

が数多く検出されており、早良郡低とのI葵I連が

指摘されている。断面逆台形の南北溝は、この 2.調査区全景（北から）

時期よりもやや先行するもので、磁北方向から

やや東に偏して直線的に延びることから、建物

群等を区画する溝ではないかと考えられる。

報告杏は1999年度刊行予定である。

3.溝完掘状況（南から）
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9760斜ヶ浦瓦窯址第 4次調査 (NNG-4)

所在地西区生の松原 4丁H1760

調査原因確認調査

調査期間 1997.12.18-1998.3.25

位置・環境 本調査区は、早良平野の西際、長垂丘陵から

北東に派生する舌状丘陵の東側斜面上に位囮す

る。花岡岩風化土を地山とし、棟高は14m前後

を測る。

大正 7年に池の西側で瓦が採集されて以米、

中山平次郎、玉泉大梁、高野孤鹿氏らにより 3

甚の窯跡が確認され、「舒」、「壁固」、「伊貰作

瓦」銘の瓦片が表採されており、平安時代の瓦

窯として測l盛館跡出土の瓦との類似が古くから

指摘されていた。昭和47年には宅地造成に伴う

調査で、窯の煙出し部分 1基と瓦の躾栢が検出

調査面積 90而

担当者加藤良彦

処 置調査後盛上保存

された。咋年度の調査では北側の堰提に直交し 1.調査地点位臨図(103長垂5151:8000) 

て 7枯の窯跡が確認され、 2・ 5号窯内から

「普固」銘瓦が出土している。

検出 遠構 今回は堰堤南斜而での窯体の範囲と窯構造の

確認を目的に10本のトレンチを設定し調査を行

った。その結果、前庭部の地山整形面と灰原を

確認し、窯本体は堰提内に焚ロ・燃焼室がおさ

まり、焼成室の大半はすでに削平されているこ

とが判明した。窯本体の調査は 4・ 7号窯で実

施した。 4号窯は残存長2.0m、幅1.75m、残存

邸1.15mで、地下式有階無段式登窯で、平面半

円形の燃焼室に長さ 1.5mで焼成室が残存して

いた。7号窯も同じく地下式有階無段式登窯で、

検出長2.0m、幅2.05m、残存高0.80mで、焼成 2. 4号窯（北西から）

室が長さ0.70m程残る。

出土追物 4号窯から 14弁単弁軒丸瓦が出土し、鴻腑館

跡、香椎B追跡、太宰府市来木瓦窯跡、安楽寺

等の10世紀後半～12世紀前半の整地陪等からの

出土例と類似しており 注目される。 7号窯は床

面直上に多狐の瓦片が残存し、 「伊貨作」銘瓦が

検出された。これは鴻／j彫館跡出土品と同箔であ

る。追物はコンテナで10箱分採取した。

ま と め 窯の構造、瓦の文様と 、平安時代の大宰府周

辺の瓦エ人、なかでも来木瓦窯跡との密接な関

わりが伺われる。また、上下にわたっての窯の

埋没関係により、生産地での瓦の前後関係が捉

えられた意義は大きい。
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3. 7 号窯 •8 号窯物原（西から）
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概 要

9761藤崎遺跡群第30次調査 (FUA-30)

所在地 福岡市早良区高取2丁目159

調査原因 店舗建替

調 査 期間 1998.1.6-1.17

調査面 積 65.2111'

担当者 大塚紀宜

処 置記録保存

位置・ 環境 本調査区は、早良平野最北端の膊多湾に面し

た砂丘上に形成された同追跡群の南東側地区に

拉置する。調査区南東側には小山塊の基盤が迫

り、砂丘の端部にあたる。

検 出 遺構 出土した追梢は、甕棺羞 5基、溝状追構 l条、

土堀 l邸で、甕棺蒻 5枯のうち 2拮は上部が既

に後世の開発によ って破壊されており、底部部

分が残るだけで、詳しいことは不明。残る 3碁

も追存状況は悪いが時用は判明しており、弥生

時代中期後半に屈するものと考えられる。また

l碁の小児用猥棺は、 1個の壺形土器の口縁部 ，． 調査地点位置図(72荒江，81室見3071 :8000) 

を他の甕形土器の破片で骰っている。溝状追構

は調杏区中央を南北方向に横切って、西側へ直

角に折れ曲が って延びる平面形態を呈してい

る。検出当初は方形周溝墓の周溝部分と考えて

いたが、発掘の進行にともない、出土した土閤

のなかに中世の土器があることが判明し、溝の

時期は少なくとも中世以降に下るものと考えら

れる。土殷は楕円形に近い形で浅く、弥生時代

の土器片が出土しているが、 土堀の性格、用途

等は不明。

出土 遥物 出土追物は総鼠でコンテナ 6箱相当である 。

盤棺器は小児棺を除いて、削平のため一部しか 2.調査区西半部全景（東から）

追存しない。上附の客土中に破壊された甕棺片

が多くみられる。

ま と め 今回の調査では、追構の追存する部分が狭く、

後世の悦乱によ って破壊された追構が多い。こ

の地点で甕棺が出土 したことで、隣接する地点

と合わせて甕棺の分布域が最確認された。また

溝状追構については、燐接する地点での発掘結

果から東西方向に延びる中世の溝状追構が存在

し、本調査で検出された溝状追構も これに類す

る可能性が高い。報告書は1998年度刊行予定で

ある。

3.調査区東半部全景（南東から）
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9762田島小松浦遺跡第 1次調査 (TKU-1)

所在地 田島二丁目、別府二丁目地内

調査原因 道路建設

調査期間 1997.11.13-1998.3.31

位置 ・環境 本調査区は、樋升川西側の南から延びる It陵

上に立地し、標高約9.5mを測る。南東側400m

には田島 A追跡が、西側600mには別府遺跡、

茶山追跡が位置する。

検出遠構 南から北方向に向けて狭い谷が複数はし って

おり、 今回の調森範囲は東西長となるため丘陵

及び谷部を横断する調育とな った。丘陵頂部は

後1廿の削平のため追構は確認されず、主な追構

は丘陵据の斜面においてみられた。追構は柱穴、

土堀がみられたが、建物の規模、 方向などの復

元にまではいたらなかった。

出 土酒物 出土迫物中も っと も時代的に遡るものは、縄

文時代前期の黒耀石製石鏃が耕作土中より表採

されている。追構面上層の追物包含罰には奈良

時代の追物が況じ っており、追構からは古瑣時

代の追物がみられる。谷部の調査では下／唇から

12世紀頃の追物がみられた。柱穴出土の追物は

少なく、須恵器、土師器が数点である。谷部か

らは平瓦が十数点、陶器、白磁などを伴って出

土している。追物は総数でコンテナ 5箱分が出

土した。

ま と め 丘陵上においては古培時代、奈良時代に躾落

調 査面積 695111'

担当者 加藤隆也

処 置 記録保存

1.調査地点位四図(72荒江，73茶山．27841 :8000) 

が懃まれたことが明らかとなったが、追構の密 2.西側調査区全景（東から）

度がやや薄いことから、その期間は短いもので

あったと考えられる。また谷部の下厨から12世

紀頃の瓦や陶磁器が出土することから、丘陵上

方にあたる南側において瓦葺きの建物の存在が

考えられる。谷部での断面観察によると 、中層 '-= 

は江戸時代末に谷を埋めており 、上階は明治時

代の炭坑に起因すると思われるズリ、ボタが丘

陵項部と同じ高さまで盛られている。

は2000年度発行予定である。

報告書
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3.東側調査区全景（東から）
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概 要

9763元岡遺跡群第3次調査 (MOT-3)

所在地西区元岡地区

調査原因 大学移転に伴う造成工事

調査期間 1997.11.13-（継続中）

調査面積 3,500m'

担当者 菅波正人

処 置 記録保存の予定

位謹・環境 調査地点は、県道桜井太郎丸線の西側に広が

るC地区の南側に位置し、桑原石ケ元古培群が

立地する丘陵の斜面にあたり、前面は東側に開

ロする谷部となる。

調査は厚さ約30-60cmの表土を除去した後の

黄灰色粘質土を追稲面として行った。現況の地

形は南東に向かって緩やかに傾斜していく 。

迫構と速物 追構は弥生時代中期の竪穴住居跡 9軒以上、

掘立柱建物跡、土堀、柱穴、 6世紀代の円培 1

基を検出した。

弥生時代の竪穴住居跡は斜面を造成して掘り

込まれている。竪穴住居跡の平而形は方形もし

くは隅丸方形を呈する。全体に追構の追存状態

は悪く、遺構と主柱穴のみのものが多い。追物

は住居内に廃薬された状態で、弥生土器（痙、

壺高杯、器台）、石製品（石斧、石錘）等が多

紐に出土した。竪穴住居跡の時期は弥生時代中

期後半に限られ、谷部の開発等を目的とした其

落と推測される。

調査区の西側で検出したS002は主体部に横

穴式石室を持つ円墳である。墳丘は削平のため、

はとんど追存しておらず、周濠が残るのみであ

る。周濠は内側の直径で約 8mを測る。奥壁幅

1.8m、現存長2.5mを測る。逍物は石室から須

恵器（杯、壷）、土師器（甕、高坪、蓋）、耳環

が、周濠からは破砕された須恵器甕、壷等が出

土した。古瑣の時期は 6世紀中頃～後半と考え

られる。

これらの追構以外に、弥生時代～古培時代の

追椛面とした黄灰色粘質土中から縄文時代早期

の押型文土器を検出した。さらにこの層の下層

からは撚糸文土器、条痕文土器、無文土器が出

土し、この地点に縄文時代草創期から早期の包

含層が数陪存在することが分かった。10年度現

在調査を継続中。

1.調査地点位臨図(129桑原27821 :8000) 

2.調査区全景（西から）

3.竪穴住居跡完掘（西から）
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9764元岡遺跡群第 4次調査 (MOT-4) 

所在

調査原因

調査期間

地 西区桑原1825-1

大学移転に伴う造成工事

1997.12.1 -1998.3.31 

調査面積

担当者

処 置

1,219 m' 

池崎譲二

記録保存

位置 ・環境 調査地点は、桑原石ヶ元古墳群の立地する丘

陵から、北側に延びる櫛歯状の小支丘に挟まれ

た谷部分に位笛する。この谷の中央部を調査対

象とした。

検 出達構 調査区は大きく 3段のテラスに分かれ、上段

からテラス I.]1．mと呼ぶ。テラス Iには特

段の逍構は見られない。テラス 1Iは風化花岡岩

の地山を一部削りだし、谷部に堆梢した青灰色

シルト料の上面に、最大 1m強の埋立地業をす

ることにより平坦面を作り出したものである。

造成は 3回に分けられており、北端部に 3列の

捨石列が谷頭部をアーチ状に取り 囲むように置

出土 迫物

ま と め

かれている。

追構はこの平坦面の周辺の段落ち部分を中心

に検出されている。主な追構は段藩ち際に雨落

ち溝を巡らす厩（ウマヤ）と思われる掘立柱姓物

が 2~ 3棟、組織的に把握できないが柱穴群、

南東側段落ち部を巡る溝1条、埋立の段階で焚

かれた地床炉数力所が見られた。これらの追構

は室町時代14世紀半ばのきわめて限定された時

期のものと思われる。

テラス 1llは、谷の一部を土手状に堰き止めた

もので、明確な追構は伴わないが、薄い逍物包

含層が見られる。ここでは追物凪は少ないが、

中世追物に混じり、古墳時代、奈良時代の追物

が少絨みられ、鉄滓もみられた。

本調査区では室町時代を主体とする中世追物

が埋立整地陪を中心に出土している。土師器皿、

瓦質陶器、滑石製石鍋、瀬戸天目椀、鉄製刀子、

鉄滓等の逍物に、中国製青磁、白磁、陶器の椀、

皿、壺等の舶載逍物が相当歴出土している。

一般の中世集落とは性格が異なり、室町時代

初期の 「元岡城郭」に関連するものと推定され

る。

1.調査地点位箇図(129桑 原27821 :8000) 

2.調査区全景（北から）

3.遠構検出状況（北から）
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概 要

9765周船寺遺跡群第10次調査 (SSJ-1O) 

所在地西区飯氏・千里地内

調査原因鉄道線路拡幅

調査期間 1997.12.22-1998.2.27

調査面積 290m'

担当者 久住猛雄

処 置 記録保存

位置・環境 周船寺追跡群は、糸島平野の東端、周船寺川

によって形成された沖梢微高地上に立地する。

調査地点は、遭跡群の中央部にあたり、標高10

~11m前後を測る。現在周囲は耕作地のため平

坦であるが、本来はある程度起伏ある地形であ

ったと考えられる。周辺の遭跡には、東500m

に飯氏追跡群、南 2kmに三雲辿跡群がある。

検出追構 調査区は延長約400mに及ぶが、東から A・

B・Cの三区に分けて調査した．追構検出面は

表土直下10~40cInの灰色粘質土層だが、一部砂

礫層が鉗出する。検出面とした灰色土府は、 一
f• 二．＾‘

部縄文時代の遺物包含恩となる。調査は、まず、 1.調査地点位箆図(132千里．6891 :8000) 

1 Ill幅の試掘を行い、追柚・追物を検出した部

分を拡張した。A区は、顕著な追構 ．追物は検

出していない。B区は調査区東半で、縄文後期

の包含陪を数ケ所検出した．そのうち調査区中

央のものは、平面は不明確だが出土状況と土層

から竪穴住居であった可能性がある．この東に

接して、包含陪の灰色土層の落ち込みがあり、

その最下層の地表下l.Om前後より、縄文後期

前薬頃の土器を検出した。調賓区の西側では、

略南北方向の溝を検出した。上面幅2.8m、深

さ0.6111を測る 。弥生時代初め （板付n式）の

甕 ．壺の土器を多似に出土した。C区は、その

東半分は旧地形が低く、近年の客土がなされて

いる。調査区東端では旧河川跡を検出し、近世

の染付と下駄数点を出土した．調査区中央では、

地表下50cm前後の黒褐色粘質土庖より、弥生前

期の土器を検出した。この層は、水田陪の可能

性がある。

出土遺物 縄文後期から晩期、弥生前期の土器・石器を

中心に、コンテナ 7箱分の追物が出土 した。

ま と め B区の弥生時代初めの溝は、周辺調査や試掘

で検出されている同時期の溝と連続する可能性

もあり、環濠集落の可能件が増してきた。今後

の確認が期待される。

報告書は1999年度刊行予定である。
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2. B区調査全景（西から）

3. B区弥生時代前期溝(S001)断面（南から）



9766博多遺跡群第104次調査 (HKT-104)

所在地博多区上呉服町124

調査原因公営住宅建設

調査面積 188m'

担当者 大庭康時•本田浩二郎

調査期間 1998.1.8-3.16 処

位臨・環境 本調査地点は、梱多追跡群が所在する二列の

砂丘のうち、内陸側の 「博多浜砂丘」上の北東

端に位置している。隣接する第84次調査の成果

を基に、現地表面から 1m程までの近世以降に

堆梢した包含陪を重機によって除去した後、調

査に着手した。一部が既存の建物の基礎によっ

て悦乱されていたが、数面にわたる中世の整地

｝屈が確認された。調査はこの整地陪と基盤／罰で

ある砂丘面との間に第 1面から第 5面の追構面

を設定し行なった。

置 記録保存

検出遺構 隅査区は南北方向に長く幅は最大で4m程度 1．調査地点位臨図(48千代博多，49天神121 1:8000) 

である。北側については第 1面から良好な整地

／層が確認され、石組辿構•土堀・柱穴等が検出

された。南側については複数の井戸が切り合っ

て存在しており、陪位的な調査は行えなかった。

第 2面から第 3面にかけては、建物の基礎と思

われる石組追梢が検出され、数回の建直しが行

われたことが推測される。第 4面では回廊状の

整地面が検出されたが、何の追構も切り込んで

いないことから、嬰福寺の築地塀である可能性

が考えられる。

出土追物 本調査ではコンテナ90箱の追物が出土した。

出土追物としては、土師器・陶磁器類が多く見 2．第 3面検出石組遠構（北から）

られ、第 5面の砂丘面からは古代の追物と共に

人骨の頭骸部が出土した。また第 1面から第 3

面にかけて約80枚の銅銭が出土した。

ま と め 今回の調査では、古代から中世にかけての追

構 ・追物を検出した。本調査地点は迎福寺寺中

町の推定復元図においては南西端部の築地塀付

近に比定されており、今回の調査成果はこの推

定を裂付ける資料として注目される。また数回

の建直しを受けた建物についても聖福寺の寺域

の拡大する時期について考える上で、貨重な成

果として注目される。報告杏は1998年度刊行予
Iー巾，

定である。 3.人骨出土状況
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概 要

9767博多遺跡群第105次調査 (HKT-105)

所在地 博多区冷泉町4-20

調査原因 ビル建設

調査期間 1998.1.23-4.30

調査面積 221m'

担当者 宮井善朗

処 置 記録保存

位置・環境 今回の調査地点は梱多浜のほぼ中央部付近に

位置する。地形的には博多浜を成す二つの砂丘

の間の谷部にあたる。

検出迫構 第 1面の追構としては土師器杯、小皿等を多

凪に廃弱した土器溜り、土欺等を検出した。土

堀のうち大型のものは下面の調査により、井戸

と判明したものもある。第 1面の追構の時期は、

出土土器から14世紀代頃と考えられる。

第 2面は標高3.3mほどを測る。細かい縞状

の堆柏を示す整地層中で検出した追梢を中心と

する。主な追構としては土器溜り、井戸、土塀

等である。第2面で検出した井戸は 1甚である

が、土陪観察では 1面から掘り込まれている 。

また土器溜りも、土師器を主体とするもの 1碁、

陶磁器を主体とするもの 2基を検出したが、い ..~ 
ずれも 1面から掘り込まれている．確実に第 2

面から掘り込まれていると確認できた追構は、

土堀、ピットなど非常に少なしヽ。第 2面は散漫

な建物と、広場的な性格を持つ場所であったか

もしれない。鎌倉時代頃と考えられる。

第 3面の追構としては井戸、大型土堀、溝、

1.調査地点位置図(49天神．121 1 :8000) 

■|-『＇--

ピットなどがある。井戸は板を立て並べて井戸

枠とするものが多い。大型の土堀は浅い窪み状 2. I面全景（東から）

を呈 し、閥土中に多搬の木片、木塊を含む。ピ

ットのうち掘立柱建物をなすものを 1棟検出 し

た。第 3面の時期は平安時代後期頃であろう 。

なお白色砂であるが、この地点では砂丘砂では

なく水成砂である。浅い谷部にあたる地点と考

えられる。

出 土迫物 コンテナ約250箱出土した。

なお、報告書は1999年度刊行予定である。

ヽ

3. Ill面全景（東から）
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9768周船寺遺跡群第11次調査 (SSJ-11)

所在地 西区大字千里字ミドリ440-1他

調査原因 共同住宅建設

調査期間 1998.2.3-4.24

位置・環境 本調森地点は、糸島平野の東側に広がる打1・1柏

微邸地上に位囮し、標高は12m前後を測る。旧

況は水田で、地盤は暗褐色粘質士、黄灰色粘質

土が二次的に堆柏する。

検出迫構 南北2箇所の調査地点のうち、双方で靡い密

度の弥生時代中期以降の追構を検出した。検出

した追構の種類は、竪穴住居跡、甕棺蒻、祭祀

七堀、溝状追構、柱穴である。竪穴住居跡は円

形、方形合わせて 5軒検出した。方形のものは

明瞭な柱穴を伴わないもので時期的に下る可能

性がある。甕棺絡は 4基出土したが、うち 2基

は追存状況が悪く、埋闘状況等は不明である。

他の 2甚は弥生時代中）肘中頃の小型棺で、 2基

とも上甕が壺形土沿、下甕が甕形土器と、日常

土器を転用する。甕棺内には人骨、副葬品等は

追存していない。また甕棺菜は南側調府区に限

定して検出され、墓域は北側まで及ばない。祭

祀土堀は、長径 1m、短径50cm程度の小型の柘

円形の追構と、長辺 3m、短辺 1mの大型の追

構があり、甕棺始地に伴うものと考えられる。

溝状追構は南東から北西にかけて同じ方向に延

びるものが多く、 旧地形による制約などの理由

が考えられる。溝内から土器が多斌に出土し、

祭祀関連の追構と考えられる。

南側調査地点の東半分では縄文後期～晩期の

追物を大拭に含む包含層を検出したが、同時期

の追構は検出されなかった。

出土 洪 物 弥生時代中期の追構からは、特に溝を中心に

祭祀関係とみられる追物が多く出土している 。

縄文包含駁からは土器、石器類が出土し、総虻

でコンテナ55箱相当にのぼる。

ま と め 弥生中期の追構は甕棺墓、祭祀土堀などの葬

送祭祀的なものが多く 、この一帯の追跡の性格

が窺える。縄文後晩期の包含層については、近

隣に同時期の集落の存在を示唆するものであ

調査面積 812.68m'

担当者 大塚紀宜

処 置 記録保存

憶?-

い”
＼喜彎？』9，＇． l“:＼‘:

ぃ：］
1.調査地点位置固(132千里．6891 :8000) 

2.北側調査区西側迫構検出状況（北から）

, ... 、~rt."”' 9. 
る。なお、報告因は1999年度刊行予定である。 3. ST-032（西から）
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概 要

9769比恵遺跡群第64次調査 (HIE-64) 
所在地

調査原因

調査期間

位置・環境

樽多区博多駅南 5丁目12-32調査面積 143.7111'

店舗建設 担当者 艮家仲
外上1/~j 子

1998.2.4-2.10 処 置 記録保存

比恵追跡群は、福岡平野を北流する御笠川と

那珂川に挟まれた洪柏丘陵の北端部に立地す

る。本調査区は、 比恵追跡群の西端、古培時代

の大型建物 ・倉廂群が検出された第 8次調査地

点の北西に位硲する。追構は現地表下 5~50c111、

標高約 5mの烏栖ローム陪上面で検出された。

検出 追構 ピット、柱穴、井戸 1店、不明上堀 l埜が検

出されている。井戸は約80cmの深さを測る。

出土 遺 物 追物は少なく、コンテナ l箱に満たない。弥

生土器の小片が少屈、撹乱から近現代の陶磁器

片が出七している。唯一、井戸から弥生時代の

甕底部が出土したのみである。

調査区は南東から北西に向かって認くなって

おり、表土直下であるため撹乱が多い。追構面

は多少削平を受けていると思われる。第8次調

査地点で検出された弥生～古J・l]時代にかかる梨

落の中心から外れてはいるものの、その一端を

占めているのではないかと考える。

ま と め

1. 調森地点位證図(37東光寺．1271 :8000) 

2.調査区南東側（北西から

9770那珂遺跡群第65次調査
所在地 l専多区竹下 5丁目59-3 調査面積 95111'

調 査原因 社屋建設 担当者 長家伸

調 査期問 1998.2.12-2.18 処 匿 記録保存

位置・ 環境 那珂追跡群は福岡平野を北流する那珂川と御

笠川に挟まれた洪柏台地上に立地する。本調在

地点は都市計画迎路竹下駅前線建設時に行われ

た第19次謂査地点に1憐接する。追構面は表土直

下の鳥栖ローム上面で、標高7.5mを測る。

遺構と追物 追構面は削平・撹乱が著しく、追構の残存状

態は極めて不良であった。検出追構は溝 1条、

ピッ ト数基である。溝は中世後半に位附づけら

れ、第19次調査で検出された溝の南側延長部分

にあたる。方位をほぼ南北にとり、深さ80cmを

測る。土陪観察からは水が流れたり滞水した状

況は確認できない。追物は陶磁器・土師器がコ

ンテナ 2箱分出土している。

今回の調査地点は削平が著しく十分な成果を

上がることが出来なかったが、周辺の調査結果

と照らし合わせ検討する事が出来るであろう 。

報告内は1998年度刊行予定。

ま と め

(NAK-65) 

1.調査地点位證固(38塩原．851 :8000) 

2.調査区東半部全景（西から）
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9771元岡古墳群D群 (MOK-D) 

所 在

調査原因

調査期間

地 西区大字元岡字下の谷

寺院建設（確認調査）

1997.11.10-11.28 

調査面積

担当者

処置

60111'・古珀 1基

松浦一之介

埋め戻し保存

位置・環境 調査地点は、元岡池の浦古墳が立地する丘陵

より、南側に派生する標高約25111程度の舌状丘

陵の尾根上に位腔し，現況は山林である。

検 出速構 1号墳は主体部に横穴式石室をもつ、直径約

10111程度の円墳である。石室は盗掘のため大き

く破壊を受けており、 )j要石と一部 2、 3段の側

壁を留めているにすぎない。石材は全て花岡岩

の転石を使用している。主体部は単室両袖型の

横穴式石室で、長さ及び輻共に約2.0111を測る

胴張りの正方形プランである。石室は北側に向

かって開口しており、約30-50cm程度の花岡岩

の転石を用いて閉塞している。瑣丘も大きく削

平されているが、石室から西側に向かって設定

したトレレチでは、盛土が一部追存しているこ

とが確認できた。

2号墳の試掘では、 当初、主体部が追存する

ものと考えられた陥没坑を中心に 2本の トレン

チでその調査を行ったが、主体部は確認されな

かった。 しかし、西側に向かって設定したトレ

ンチでは，古壻の周沿と考えられる溝状の追構

を確認した。ただし、現在のところその墳丘規

模は明確にしえない。

出土沿物 1号瑣石室からは、須恵器（壷 ・高杯 ・有蓋

脚付壷・器台・提瓶）、鉄器（刀子・鉄斧 ・馬

具 ・鉄録）、装身具類（銅釧 ・ガラス製小玉）

等が出土しており、須恵器以外の多くの追物が

床面の直上から出土している。また、 2号墳の

トレンチからは須恵器片が少鼠出土した。総鱚

はコンテナ 3箱分である。

今回の調査では古墳を 2基確認した。 1号培

は墳丘盛土が、 2号墳は周濠が追存している 。

1号墳の出土遺物から、その築造年代は6世紀

後半と考えられる。また、古培群の北側の調査

区からは弥生時代から中世にかけての逍物が出

土しており、当該期の追構の存在が予想される。

ま と め

必 ';

1.調査地点位證図(130太郎丸．7441 :8000) 

2. 1号項現況（南から）

w . 

3. 1号墳石室内遺物出土状況（西から）

-76-



（
 

概 要

9772比恵遺跡群第65次調査 (HIE-65) 

所在地

調査原因

調査期間

圃多区栂多駅南 5丁目 10-7・ 10-15 

倉庫増築

1998.2.16~3.2 

調査面積

担当者

処置

97.9111' 

長家伸 • 井上繭子

記録保存

位濫・環境 比恵追跡群は、福岡平野を北流する御笠川と

那珂川に挟まれた洪栢丘陵の北端部に立地す

る。本調査区は、比恵遺跡群のやや西寄りに位

置する。逍構面である鳥栖ローム居は、現地表

下60-90cm、標高約5mであるが、関査区南西か

ら北東に向かって低く傾斜している。また、隅

査区北コーナーで鳥栖ローム暦は急激に落ちて

ゆき、その上面には灰白色シルト陪が堆梢する。

台地の縁辺部にあたると思われる。

検 出 迫構 調査区南西側半分は、ピットと不明土堀が若

干検出されたにすぎず、追物もほとんどない。

追構は北東側に集中している。ピット、柱穴

の他、溺状追構が 2条ある。溝状追梢のうち 1

条は、断面形が「Y」字形の溝の下部と思われる

ものである。溝状追構はいずれも灰白色シルト

陪上面から掘り込んでおり、直交して切り合っ

ており、 「Y」字形の溝が古い。「Y」字形溝の

残存部の深さは50cmほどで、水が流れた形跡が

ある。残る 1条の湖は深さは20-30cmほどで浅

く、出土追物からみて弥生時代中期と考えられ

る。

出土追 物 追物はコンテナで 6箱出土している。そのう

ち浅い溝状追構からの出土追物が多くを占め、

弥生時代中期の土器が多螢に検出された。その

他、柱穴、 「YJ字形溝の肩部、包含層からも

弥生土器が出土している。

先に述べたように本調査区のローム庖は北端

で急激に落ちる。これまでの周辺の調査により、

比恵追跡群の中央、北西から南東方向に谷が入

ることが明らかになっているが、本調査区は谷

に落ちる台地の縁辺部にあたると思われる。溝

状追構が 2条検出されているが、その状況から

追構面がかなり削平を受けていると考えられ

る。これらの溝がどのように延びて行くかは不

明であるが、今後の調査に期待したい。報告苫

は1998年度に刊行予定である。

ま と め

1.調査地点位匹図(37東光寺．1271 :8000) 

込ヱ這山切-A滋畠‘和

2.調査区北東側（南西から）

9 .... 、

3. y字溝（北西から）
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9773内野遺跡群第 2次調査 (UCN-2) 

所 在

調 査 原因

調 査 期 間

地 早良区大字西地内

圃場整備試掘調査

1997.11.17-12.16 

調査面積

担 当 者

置処

1,313111' 

大塚紀宜

調査後埋め戻し

位置・環境 本調査地点付近は、背振山北麓の、北へ延び

る舌状台地の先端から河岸段丘にかけて広がる

部分で、標邸66-80mにおよぶ。調査対象地の

多くが内野追跡群に屈する。地盤構成は扇状地

的な礫陪を主とし、 一部ローム堆柏陪が見られ

る。当調在は次年度の本調杏に向けての試掘調

査で、閣杏区全休にわたる追構、追物のii廂認が

日的である。

検出遥構 調査区北側から中央部分にかけての扇状地部

分では、地表下約3mで河川起源の、巨岩を含

む礫｝罰が堆柏し、 上陪はローム質二次堆梢駁で

ある。追構、追物はごく散漫に出十．し、まとま

った躾落は見られない。調査区南東側では尾根

線ヒの山際近くで躾落と見られる柱穴群を検出

するが、時期は確定できない。閥査区南側では

扇状地と段丘の境界付近で奈良時代の土沿溜を

検出した他は、大部分が長尾川の氾濫原となり、

追構 ・追物は認められない。

出土 迫物 総招でパンケース 2箱相当である。追梢から

出上した追物はきわめて少なく、追物の多くは

調査区南側の土器溜から出土したものである。

その他、 表土近くや表採として縄文土器が磨滅

した状態で少螢出上している。

今年度の試掘対象地内では概して追構の密度

は蒋く、特に大谷川西岸の地区と対象地西側 、

北側の地域は河川氾濫による砂礫屈が1厚く堆梢

し、追構の想定が困難になっている。追構が認

められた部分では古代～中世の梨落、焼土堀を

検出するが、いずれも散漫で、追物出土益も一

部を除いて極めて少ない。

ま と め
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1.調査地点位置図（早良17内野．8031 :8000) 

2.調査対象地区遠景（北から）
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概 要

9774高畑遺跡第16次調査 (TKB-16) 

所 在

調査原因

調査期間

地

位躍・環境

捕多区板付 6丁目 2-23

専用住宅建設

1998. 3. 9 -3.31 

高畑逍跡は、福岡平野中央部に位置する御笠

川と諸岡川に挟まれた洪粕台地及びその東側の

沖積低地に広がる。本調査区は台地際寄りの沖

梢地に立地する。北側隣接地では第12次調査、

また道路を隔てた南東側では第15次調査が実施

されている。

検出遺構 標高9.4mを測る黄褐色シルト上面で 4世紀

後半の溝 1条 (SDOOl)を検出したが、東側の

肩は調査区外に位懺している。この溝は第12次

調査区で確認された 1号溝に該当するもので、

さらに第15次調査区でもその延長部が検出され

た。SDOOlは第12次調査の成果から弥生時代終

末の河川埋没後に掘り込まれることが判明して

いる。現況で幅 7m以上、深さ約1.5mを測る。

上層には黒褐色粘質土が厚さ約0.5m堆粕し、

北東側に）厚く、南側では薄い。流木を主体に少

鼠の木製品及び多数の土器を含んでいる。土器

は比較的完形に近いものが認められた。その下

層には薄い黒灰色の粗砂を扶み、 上層同様の粘

質土が堆梢する。更に最下府には黒灰色粘質土

と黄灰色粗砂が互層で、約0.8m程度厚く堆梢

する。この層には流木及び土器片が少砿出土 し

出土迫物

ま と め

た。

コンテナ数にして15箱分が出土した。土器に

は土師器甕・高杯・小形丸底壺 ・器台のほか弥

生土器も含まれる。木製品としては杭 ・板材・

ネズミ返し・鉄斧柄 ・鍬停泥等が少砿ある。

台地東側縁辺部に掘削されたこの溝は沖梢地

での水田経営にあたっての主要な水路であると

考えられる。また、溝の上層にみられた迫物群

は第12次調査区から本調査区にかけての溝埋没

段階における湿地状のたまり部分に廃棄された

ものと考えられる。

調査報告書は2000年に刊行予定である。

調査面積

担当者

処置

7O nf 

榎本義嗣

記録保存

1.調査地点位置図(24板付．951 :8000) 

2.調査区全景（東から）

； 

3.溝S0001遺物出土状況（東から）
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9775堅粕遺跡群第 9次調査 (KKS-9)

所在地 栂多区吉塚一丁目 8

調査原因 市営住宅建設

調査期間 1998.3.12-7.17

位置・環境 堅粕追跡群は御笠川の東岸、附多湾奥に形成

された砂丘上に立地する。本調査区は堅粕追跡

群の東側にあたり、古墳時代から平安時代にか

けての住居跡、蒻地、溝等が検出された第 4.

5次調査地点の北側に位四する。

追構面は地表下約70-90cm、標高約3.8m前

後の黄褐色砂陪である。この黄褐色砂｝屈は 8~

11世紀前後の追物包含府で、灰白色粗砂陪の上

面に20-30cm程堆栢している。調査区は撹乱が

激しく、追樅検出が困難な箇所が多い。平成10

調査面積 1,973111'

担当者 井上涸子

処 置 記録保存

年度も継続して調査を行う 。 1.調査地点位匹図(35吉 塚1221 :8000) 

る—· ` .. =-ヽ- 9 .. .-. ̀',．．工
己 =--，， .̀  I 

・全ぶ送~-:---

シ 3 ‘¥＿ ＿＿ ふゞー・- -
2.調査作業風景（北東から）
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概 要

9776飯氏古墳群B-14号墳第2次調査 (IIK-8-14)

所在 地 西区飯氏字正善寺12

調 査 原因 重要追跡確認調行

調 査期間 1998.3. 6 -3.31 

調査面 積 42111'

担当者 久住猛雄、加藤良彦

処 置 調査後埋戻 し保存

位置・環境 飯氏 B-14号壻は、今宿平野の西端、糸島平 r, 

野の東側の丘陵上に位四する。古培は、狭い尾

根線ヒに立地する。丘陵下の平坦地とは40mの

比店差がある。飯氏古培群B群は18甚の古壻か

らなるが、前方後円培は14号瑣のみであり、そ

の盟主的位罹を占める。

検 出 遥構 本瑣は主休部に横穴式石宰をもつ前方後円墳

である。前方部を尼根の先端に、後円部を上方

に配骰する。第 1次調脊では石宅と培丘両くび

れ部が調査されている。今同は、石室羨道部及

び蒻直部の調宵と、墳丘の規模・形状の確認の ＇一

報告古は1998年度刊行予定である。
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ためのトレンチ調査を行った。 1.調査地点位翌図(121飯氏6991 :8000) 

調査の結果、全長は24.3m、後円部径16.2m、 N¥¥'l1Jllii宵儀広誓籾

前方部幅13.Sm、くびれ部輻9.6mと復元された。

培丘の高さは、後円部ではその西側据から約4

mを測る。前方都は後円部より 2.5m前後低い。

堺丘の構築は裾部から盛土を施すものである。

墳丘の形状は、前方部が広がる型式であるが、

前方部は地形の制約のためか左右非対称とな

る。器道は石室羨逍部の前面に検出され、その

先端が培丘据部に接合するタイ プである。 土

阿観察などから、 3回の迫拌が推定された。初

葬時の絡逍は、輻2.4m、長さ 2.Smを測る。石

室はni室両袖形で、主帷I方位はN-65°-Wであ

る。淡道都は床[(ijまで完掘した。羨逍部床面に

はその玄室寄りに石敷がみられた。羨道部の長

さは約 4m となり、玄室を含めた石室全長は

7.3mとなった。

出土追物 各培丘 l、レンチからは、須恵器 ・土師器が出

土した。また培逍や汲道部埋土からは、土師

器 ・須恵器や鉄録が出土している。

古培の築造時期は、最も占い型式の須恵器か

ら6世紀の第 3四半期頃であろう 。その後 7但

紀中頃まで数度の追葬がなされたと考えられ

る。また、飯氏B-14号墳は、今宿古閉群で最

後の前方後円瑣であろう 。

2.旧丘Bトレンチ掘削状況（北から）
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3.石室羨道部検出状況（石室内東から）



9777博多遺跡群第106次 (HKT-106) 

所 在 地

調査原因

調査期間

柚多区御供所町5-20

共同住宅建設

1998.3.13-3.26 

位置・環境 調査地区は柚多追跡群の中央よりやや北東、

検 出迫構

国指定史跡聖福寺境内の北西に位管し、その東

側では第102次調森が行われている。試掘調査

によって、既存の建物拮礎とその解体工事によ

り、追構の多くは破壊を受け、現地表下 3mま

では追柚は残存していないことが確認されたた

め、工事の際根切りが追構残存面に及ぶ部分を

調査対象とし、根切り工事に立会、逍梢が確認

された時点で工事を一時中断し、追構検出にあ

たることとした。工事の工程に合わせ、最初に

西半部で、試掘で確認されたレベルより上で島

状に残存していた部分12111'（標高3.6m、黄白

色砂陪）の聞杏を行った。西半部の閥査終了後、

引き続き東半部の根切り工事に立会した。当初

の追構面は地山より下のレベル（標高5.0m)

まで失われ、解休工事等の掘削の際の重機のバ

ケット痕が著し tヽ。

西半部で検出された追構は土堀 5拮、柱穴 ・

ピット状追構20を検出した。追構の時期は 8世

紀～14世紀である。東半部では井戸 1基が検出

された。下部のみの残存で、木桶の井戸枠痕が

残存する。

出土遠物 追物は、追構の他、上面の悦乱層から多屈に

出土した（コンテナ30箱）。悦乱附からは土師

器や瓦が特に多く出土した。追物の時期は16世

紀までと幅広く、既存の建造物が建つ前は追物

包含層が厘く堆梢していたようである。

報告山は1998年度に刊行予定である。
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調査面積

担当 者

処隈

48m' 

佐藤一郎

記録保存

1.調査地点位置図(49天神．1211 :8000) 

2.調査区西側（北から）

3.土壊内遺物出土状況（西から）
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9778博多遺跡群第107次

所在

調査原因

調査期間

地 梱多区上呉服町 3

都市計画道路御供所疎開地道路新設

1998.3.18-5.29 

(HKT-107) 

調査面積

担当者

処 置

120m' 

大庭康時

記録保存

位置・環境

検 出追構

膊多追跡群は、 I専多湾の奥に形成された三列

の砂丘上に乗っている。本調査地点は、古代か

ら生活が営まれていた二列目の砂丘の、北端付

近に当たる。

また、鎌倉時代初頭には、近接して禦福寺が

建立され、中世後半期にはその寺内町に含まれ

ていた。本調査地点は、樅福寺所蔵古文因「安

山借家牒」の普賢堂の町屋に比定されている。

現地表下1.7mの面を第 1面とし、以下、現

地表下3.5mの第 4面までの調査を実施した。

検出した追梢は、井戸 ・土堀 ・柱穴・溝・経

塚 • 土堀菜などである 。 時期は、古代から現代

に及ぶ。近現代の建物等による脱乱は全く見ら

れず、追存状態は良好といえる。

出土迫物 出土追物は、古式土師器・須恵器 ・輸入陶磁

器 ・国産陶磁器などがコンテナ52箱、金屈製品

が3箱、獣骨 1箱のほか、人骨 5体以上 (5箱

分）が出土した。

本調査地点で最もさか上る追樅は、5世紀代

の溝状追構である。小型丸底壺と勾玉、砥石型

の石製垂飾が出土している。7~8世紀には、え

な壺．柱穴・溝などが営まれている。10・ 11世

紀では、土堀苑が検出された。10世紀代の土堀

蕊は黒色上器A類の椀と土帥器nll、11世紀前半

の土堀蕊は黒色土器B類の椀を副葬していた。

時期不明の土堀簗 l基がある。このほか、 12世

紀前半の円形土堀からは湖州鋭 ・ガラス容器片

などが出土しており、火葬墓の可能性が考えら

れる。また、 12世紀と思われる陶製の経筒を用

いた経塚も出土した。古代末から中世初頭にか

けて、特殊な性格を持った場であったことを推

測させる。そのほか、 16世紀前半の大溝でも、

その基底部から人骨が出土している。

1999年度報告書刊行予定。

ま と め

1.調査地点位置図(48千代博多，49天神，．121 1 :8000 

2.第2面全景（南東から）

3.第2面検出陶製経筒（北東から）
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9779香椎B遺跡群第5次調査 (KSB-5)

所在地 東区大字香椎字生水

調査原因 造成工事

調査期問 1998.1.19-4.15

調査面 積 167111'

担当 者瀧本正志•田上勇一郎

処 置記録保存

位置 ・環境 福岡平野の東辺部を画す多々良川から東は、

三郡山系の陣多湾までに達する丘陵によって占

められ、丘陵間には幾つかの谷地形がある。そ

の中で香椎川水系によって形成された谷は、巾

100m、奥行2,000mの規模を呈し、やや蛇行気

昧に東西方向に伸びる。西方は間口して 1専多約

に而し、東方は低い峠を越えて宇美、大宰府へ

と通じる。海岸から1,000mほど谷奥には 「香

椎向編年記』による神功皇后を祭神として神椙

元年 (724) に建立された香椎宮（廟）が位骰

する。この宮から500111ほど谷奥には香椎B追 ，．調査地点位置図(6城ノ越山，17浜男14 1 :8000) 

跡が立地する。1995年の第 1次調杏では、 10世

紀～15世紀後半の屋敷群や寺院跡を検出すると

とともに、11世紀後半期の木節が出土している。

検出 迫構 追梢は、地表下50cmの地山である黄褐色土阿

の上面で追構を検出した結果、 中世の溝、柱穴

の存在が確認された。

出土 迫 物 追物は、コンテナに 1箱ほどが出上している

が、いずれも追構検出土層の直上に位笛する灰

褐色土陪からの出土による。

ま と め 今回検出した溝、柱穴は、本調杏地の東部に

位直する第 1次調査で確認された中 世梨落の溝

につながる。 したがって、この溝が集落敷地の 2.第4調査区の溝と柱穴（北から）

区画溝であることが明らかであることから、香

椎宮裏の谷部には、古代～中世の追跡が瀾密に

存在する可能性が極めて高いことが判明した。

調査報告苫は、 2000年度に刊行予定である。
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9709那珂遺跡群第61次調査 (NAK-61)

所在地 那珂 2丁目388-1

調査原因共同住宅建設

調査期間 1997.4.14-4.14 

調査面積 20m'

担当者 屋山洋・大塚紀宜

処 匿記録保存

はじめに 平成 9年4月15日に、山浦強氏から福岡市教

育委員会に埋蔵文化財事前審杏申請苫が提出さ

れた。建物の基礎は盛り土内に収まるものの、

擁壁工事に伴い輻 1m程削平する結果、地下迫

構に影評が生じると判断し、工事に立ち会った。

位置・環境 調賓地点は台地の東端に位留する。東側隣地

ちは、約100cmの段がつく 。南側へ110miiili：れた

38次聞査では、弥生時代の甕棺募や落、古墳時

代竪穴住居跡などが検出されている。

検 出迫構 甕棺墓を 4枯確認した。

SK001合口甕棺である。上棺は丹塗りの鉢で、

内面に磨きを施している。下棺は甕で、口縁部

下に三角突帯を巡らしている。

SK002単棺である。全体に丹を塗り、口縁部下

に断面 「M」形の突帯を巡らしている。口縁部

には焼成前の穿孔が見られる。

SK003合口甕棺である。

SK004単棺である。胴部は丸みを帯び、口縁部

は 「く」の字に開く 。

ま と め 東側隣接地より一段高いことから、旧地形が

残っているものと恩われたが、造成時に削平さ

れていることがわかった。第38次閤壺とは別の

羞群の可能性があり、当該地周辺の今後の閥壼 2.調査作業風景（南から）

1. 1.調査地点位證図(37東光寺851 :8000) 

が期待される。

水路
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3.遺構配匹図(1/100)
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5.甕棺実測図(1/6)
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9710周船寺遺跡群第9次調査 (SSJ-9)

所在地西区大字飯氏字下カリ 町988番1

調査原因共同住宅建設

調査期間 1997.4.23-4.29

調査面積 328.7111'

担 当 者 大塚紀宜

処 置記録保存

位置・環境 本調査区は瑞梅寺川東岸の低位扇状地上に位

笛し、周船寺追跡群全体の北西隅にあたる。調

査地点の標高は 9m前後で、調査区は低台地の

北西端部に位置し、北西方向に緩く落ちる地形

にあたる。調査範囲は当初予定された箇所と、

柱穴列に沿って拡張した箇所から構成されてい

る。調査範囲の北西側と南東側は、試掘の結果、

追梢は存在しない。

検出遥構 調査の結果、耕作土のほぼ直下、地表下20cm

の黄灰色シルト質土励で追構を検出する。追構

覆土は暗黒灰色のシルト質になる。追構は柱穴

が主で、径70~80cmのものとそれ以下に二分で

きる。径の大きな柱穴は調査区を北東から南西に 2列に横切る配協になる。柱穴列は柱穴が相対

し、間隔は1.8~2mでほぼ一定しており、掘立柱建物跡の可能性もある。小型の柱穴群は建物と

してまとまるものはなく、散漫に分布している。

出 土遺物 追物はコンテナ 1箱弱の屈で出土し、調査区全体では追物の時期は縄文晩期～古代まで及ぶ。

柱穴内からは縄文晩期～弥生中期までの追物を確認している。

ま と め 2列の柱穴列については現段階でこの性格を確定させることは難しい。柱穴の配罹が規則的で

あることをみるとさらに時期が下ると考えられる。追物中に縄文晩期に属する追物の割合が高く、

近接地域の同時期の猿落の存在を伺わせるものである。

1.調査地点位置図(131泉．6891 :8000) 
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3.遺構平面図 (1/300)
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9722東入部遺跡群第12次調査 (HGl-12)

1.追跡の立地

所在地 大字東人部1450-1

調査原因道路改良工事

調査期間 1997.6.5-6.7

当調在地点は東入部追跡の従来の東端近くの、従来の追

跡境界ラインの北側約50m地点に位悩している。東入部迫

跡は早艮平野南側近くの平野内にある砂礫台地ヒに立地し

ているが、当地点は汁昧i'l平野上に立地 しており、濶査地点

内の北側には追構が確認されていないことから、当地点の

南端が康人部追跡の燒界で、それから北には岩本追跡まで

追跡がイf在しないものと推察できる。

東人部追跡の爛査は圃場整備に伴う 一連の湖在を始め今

|nlで12IJJJの調杏次数を数え、 i't銅器を伴った弥4こ時代の泌

地や店三彩が,,,,,tした占代の建物群の検出など多くの成果

を上げている。

2.調査の経緯と調査組織

早良区を南北に貰通する国逍263号線は現在拡輻事業を行

っているが、埋蔵文化財の包蔵地について教育委良会では

発掘調任を行 っている。今回の湖査はこの拡幅 'JT業に伴い、

福岡市ヒ木局の・Ji:前審在顛を受けて、平成 9年 5月 Hに

試掘を行った結宋、 土堀 l枯とピッ トが検出 されたため、

同年 6JI 5日～ 7日まで発掘閥介を行った。

3.追構と遥物

検出した追構は廃滓上堀と考えられる上坑 l枯のみであ

った。

調査面積 30111'

担当者 米倉秀紀

処 置 記 録 保 存

1.調査地点位箇図（一ツ家早16，入部85，金武94.3431 :8000) 

S K001 調査区南端で検出した。一部は謂査区外へ続いて 2 調査区全景（北から）

いる。 平而形は桁円形を呈すると思われ、長さ 1.14m、雁

認幅0.78mを測る 。断而形は底の丸い浅鉢状を屋 し、深さ

20cmを測る 。土堀の中心部には大きな鉄滓の塊があり、そ

の周辺は炭 ・灰 ・鉄滓粒がまじ った陪が充填している 。部

分的に焼上がはいった部分もある。廃滓ヒ堀と考えられる。

出土達物 土堀内から出土した追物は、上器片 4点と鉄滓

である 。土器片の内訳は黒色土器B類碗 1点、須恵器甕 1

点、土師器片 2点である。いずれも小片で実測 は不可能で

ある。鉄滓は再結合滓で鍛造剥片を多く含んでいる。
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4. まとめ

当調査区は東人部遺跡のもっとも北東の端にあるものと

考えられ、廃滓土坑 1甚以外には追構は検出できなかった。

東入部辿跡では古代の廃滓土坑が既調査区から点々と検出

されており、鍛冶集団がいた可能性が考えられており、当

地区で検出した廃滓土堀もそれらの 1例に数えられる。当

地区では地山が沖梢平野の土附を示しており、 砂礫台地に

立地している東人部追跡群本体とは異な っており、追跡の

境界近くに当地区が位罹しているものと考えられよう 。

4. SK001内出土鉄滓（北から）

セ
プ
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SK001 

゜
50cm 

二
゜

1 k)t1乍t
2休」．．． 

3黄褐色粘質上

4鉄滓まじり集灰色 I:

5炭＋灰十鉄悴まじり黒灰色 I

5m 
6. SK001平面及び土府断面図 (1/20)

5.遥構位置図(1/200)
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9728田村遺跡群第19次調査 (TMR-19) 

所 在地

調査原因

調査期間

早良区田村 3丁目762-1

共同住宅建設

1997.7.24-8.8 

はじめに 平成 9年6月18日、曽根田善行氏より共同住

宅建設のための埋蔵文化財事前審査願が提出さ

れ、試掘調査を 6月26日に実施した。その結果、

当該地には埋蔵文化財が包蔵されており、記録

保存のための発掘調査が必嬰となった。

位置 ・環境 田村追跡は室見川を中心とした河川の沖梢作

用によって形成された早良平野のほぼ中央に立

地する。東西約760m、南北約850111の広がりを

もつ追跡群で、これまでの調森結果から、縄文

時代から近世に至る多数の追構及び追物が確認

されている。弥生時代には微高地に媒落や墓地、

沖柏地に井堰．杭列等の水利施設が確認されて

いる。水田開発が本格的に開始した時期で、こ

れ以降、 室見川の水系をはじめとする自然環境

の改変が行われている。現在でも整然とした方

形の地割、すなわち条里地形が良好な状態で追

存している。調査地点は田村追跡群の南西に位

留し、地目は畑である。標高は14.7mである。

調査の概要 現地表下30cm前後の地山面で追樅を検出し

た。調査区全体が旧河川の堆梢であるため、地

山も変化している。概ね東から黄褐色シルト｝屈、

礫庖、西は再び黄褐色シルト陪である。追構は

主に黄褐色シルト）屈の而で少数の土堀、溝状逍

構、ピットを検出した。

委

゜

©
o
o〖心

調査面積

担当者

処 置

315m' 

星野恵美

記録保存

1.調査地点位置図(93都地，84重留．3171 :8000) 

2.調査区全景（北から

゜

〇゚
ー

。3.遺構配爵図(1/200)
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検出憑構 ほとんどの追構は検出状況、製土の状況から

生活追構ではないと考えられる。大部分の土堀、

溝状追梢の底部は凸凹を呈する。製土は茶褐色、

灰褐色を呈し、しまりがない。

溝状遺構は調査区中央を南北方向に走る。深

さは10~20cInを測り、底は凸凹を呈する。

SP038は径30cm、深さ 5cmを測る。中には厚

さ5cm前後の板石があり 、柱の根石と考えられ

る。根石が追構検出面で確認できることから、

調査区はかなりの削平を受けている可能性があ

る。掘立柱建物の柱穴の 1つと考えられるが同

様のピットは他に確認できなかった。

田村追跡では縄文後晩期の追物が多く発見さ

，4\＇—-—-一れているため、調査区内にトレンチを 5ケ所設 4 溝状迫構（北から）

定した。10~30cm掘り下げたが礫陪にあたり、水が湧き出したため、それ以上は掘削できなか

った。掘削時に、追物は 1点も出土していない。

出土遺物 1は土師Jlliで口径8.2cm、底径6.3cm、器高1.4cmを測る 。底部は糸切り 。SK034出土である。

2は瓦器椀で口縁はわずかに外反する 。SK035の出土である。3は土師Jlliで、口径9.2cm、底径

7.8cm、器高1.0cmを測る。底部は糸切りである。4は土師器坪で口径12.6cm、底径7.2cm、器高

2.7cmを測る。5は土師質の鉢である。口縁部はやや肥厚し、端部には強い横ナデを施している。

浅黄橙色を呈する。6は白磁椀の口縁部片である。）l台土は精良。白色を呈し、透明釉を施す。3

~6はSK036出土である。7は青磁椀で外面に 1条、内面に 2条の沈線を施す。胎土は精良で灰

白色を呈し、緑色釉を施す。追梢検出時のll'i上である。8は鉄製の釘で長さ4.1cmを測り、断面
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は方形を呈する。SK026の出土である。

おわり に 本調査で検出した追構はほとんどが明確なプランが確認できず、底が凸凹を呈するという状

況である。検出状況・骰土の状況から生活追構ではなく、耕作時における深耕に起因するもの

と考えられる。溝状追構からは時期を確定できる追物の出土はなかった。 しかし周辺の土堀か

らほとんどが破片であるが、 13世紀前半ないし中頃～14世紀前後の土器が確認されている。製

上が同じ茶褐色・灰褐色を呈することやしまりがないことなどから、ほとんどの追構はほぼこ

の時期に位窟すると考えられる。田村は、もともと平群郷に属する。その惣社である飯盛神社

関係の古文書によれば、鎌倉～戦国時代にかけて田村に多くの屋敷があったことが記されてい

る。田村は戦後の住宅化前までは、長い間水田として利用されてきた。本調査区はこれら屋敷

地の生産の場であった可能性が考えられる。
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3. 出土遺物実測図(1/3.1/2)

-91 -



9747西新町遺跡第11次調査 (NSJ-11)

所在地早良区西新町5「日632-6

調 査 原 因 店 舗 建 設

調査期間 1997.10.13~10.15

調査面積 52111'

担当者加藤良彦

処 證記録保存

位置・環境 西新町追跡は、似岡市の都心部より西へ 4

km、現在の百地浜埋立前の旧海作線より南へ

600mの地点、県立修猷館1塙校のグランド南側

を中心に東西800m、南北300m程の範囲に広が

っている。ttり多灼岸には海浜砂及び風成）杓から

成る占砂It、新砂丘が発達しており、本追跡も

縄文時代晩）』l以降に形成された標闘 3-5mの

砂It稜線 1：：と、南側後背緩斜lfriに立地している。

周辺では地下鉄建設に伴う第 2次潤査を中心

に、弥生時代前関l木から終4く）01の甕柁群、 Inl中

期後‘ド～古培時代前期の竪穴住居群が検出され

ており 、本，祁I査区は弥牛時代終末）Uj～占珀時代

前期の躾治の南東部に位骰する。

消在区は、現地必椋高4.85111、追樅検出面で

3.80mである。土防は、地表 F40cmまでは客上

で、 70cmまでが賠灰褐色砂Ji,t-I::.、 1 111までが淡

褐色況上砂陪、黄白色の水成中砂悩にいたる。

検出而はこの黄白砂Ii,1上面であるが、 20-30cm

上位の淡褐色混土砂）i，1中か ら掘り込まれている

ようである。

検出迫構 追構は、占ji]時代の上堀 2J£ (SK02 ・ 05)、

これに切られる上堀 1基、これを切る溝2条、

中世の溝 l条 (SD04)、時期不明の 1::.状対 2）よ、 2.調査区全景（南から）

1. 調査地点の位置(72荒江．2401 :8000) 
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柱穴 6である。迫跡の縁辺に近いわりには追構

の密度は蒻い。

SK05は、潤査区北西際に位四し、大半が謂

在区外に延びる 。束西 3m、南北l.8111程の隅

丸方形フ ラ゚ンと思われ、深さは15cm程を測り、

Uく而は平坦である。東西両壁に沿って上堀が設

けられ、東側は幅75cm、深さ25cm程、西側は輻

12.5cm、深さ55cmを測る。南咆の東延長上60cm

の位附に、南側を接して径20cm程の赤変した焼

成痕があり、瑚の痕跡とすると竪穴住居跡の可

能性も考えられる。主軸はN-79°-Eで、現在

の街区の方向に近い。裂 I：は灰褐色砂質土であ 3. SK05土器出土状況（北から）
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本 報 告

る。追物はほぼ中央部の壁に沿って床面から10

cm程浮いて、布留式古段階の甕 2個体と、小型

の鉢 1個体分が破砕された状態で検出された。

SK02は、調査区東側中央部に位梱し、 大部

分を撹乱されるが、 3X 1.8 mの隅丸長方形を

成している。主帷をN-46°-Eにとる。深さ35

cm。殴土は灰褐色砂質土でlV-VI期の須恵器坪

盗l片と、土師器8片が出土。

N-92° -95° -Eに軸をとる小

深さ 15-20cmを測る 。

SD07は、 SK05を切り、 SD03からは古式t師器

片数片が出土した。溝底は西から束に低くなっ

S003 ・ 07にi、

滞で、 幅30-40cm、

ている。

SD04は、閥査区西側中央に位岡し、 主刺lを

N-35° -Wにとる。長軸3.lm、幅0.5-l.2m、深

さは南側に深くなり、 15-45cmを測る。追物は

糸切り底の土師器小片が 1片検出されている。
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調査区全体固(1/160)
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L=4.0m 

5. SK05平面及び断面図 (1/60)

L叫．Om

□ KO2 
SK-02士層名称 1灰褐色砂質土 （赤味を帯び炭91を少量含む）

2．灰褐色混土中砂 （黄灰色砂のフロ・）クを1/3含む）
3．灰褐色混土中砂 （黄灰色砂のフロックを23含む）
4資灰色中砂（地山）
5．贄白色中砂 （地山）

L• 4.0m 

□ 4 

SD-04土層名祢 1．灰褐色砂質土

2．灰渇色混士中砂 （黄灰色砂のプロックを113含む）
3灰渇色混土中砂 （黄灰色砂のプロ・ノクを213含む）
4瞳黄灰色砂 (SD-06覆土）
5淡黄白色中砂 (I世山）
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6. SK02 • S004土屑断面図 (1/40) 7. 出土遥物実測図(1/4) 1-3S1<05 
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9749桧原遺跡群第 4次調査 (HBR-4)

所在地 南区大字桧原810-1 調査面積 200m'

調査原因 公園建設 担 当 者 榎本義嗣

調査期間 1997.10.9-10.27 処 置記録保存

1.調査に至る経緯

福岡市都市整備局公園建設課長より平成 6年12月5日付、

都整第1853号に より同市教育委員会埋蔵文化財課長宛てに

福岡市南区大字桧原地内の南部迎動公園（南側事業地）建設

に伴う埋蔵文化財事前審査についての依頼が行われた。こ

れを受けて埋蔵文化財課では同年より継続して試掘を実施

してきた。平成 9年 7月30日の試掘調査において石室と考

えられる石材の一部を重機掘削時に確認したため、両者で

の協議の結果、本調査を実施することとなった。

2. 造跡の立地と環境

桧原追跡群の位爾する油山北麓は樋井川及びその支流に ，．調査地点位笠図(64東油山，65山田2151 :8000) 

よって開析を受け、樹枝状の 丘陵と狭陰な谷状の沖梢地が

形成されている。本追跡群は桧原川東岸の花岡岩風化土を

埜盤とする丘陵上に位箇し、同丘陵の尾根線上には桧原古

墳群が占地 している。本調査区は丘陵の基部からやや下っ

た位罹より西側に短く派生する支丘上に立地している 。標

高は46-48.5mを測る。なお、本調査区の支丘端部では第

3次調査が実施され、古培時代後期の躾落が確認されてい

る。

3. 検出遺構

調査区は試掘時に確認された石室の位窟する尾根線を中

心に約 200m'を設定したが、この石室以外の追樅は検出で 纏'・―|_きなかった。 2．調査区全景（東から）

1号小石室 （第 5図）尾根線上に占地する小石室で、四

方向に トレンチを設定した。表土直下は基盤の花岡岩風化

土で、墳丘土はすべて流出したものと考えられるが、 石室

東側に設定した 1、レンチでは地山のわずかな地形変換が確

認できたことから径 4m前後の墳丘を想定できる 。石室は

主軸を N-16°-Wにとる長さ1.45m、幅0.95mの蒻堀底面際

を溝状に掘下げたうえで、構築されるが、 ll要石 1段が追存

するにすぎない。北側小口部は石材の抜き跡や溝状の掘り

込みが巡らないことから当初より開口していたものと考え

られる 。奥壁 ・側壁ともに横長の花岡岩転石を 2石据える

（北東隅の石材2点は風化による割れで、西側奥壁は試掘時 .... 
の破損）。奥壁幅0.35m、前幅0.25m、側壁長0.8mと推定さ 3. 1号小石室（西から）
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4.調査区全体図(1/200)

れる。なお、石室内には敷石、副葬追物は確認されなかっ

た。

H•48.30m 

4.出土遇物（第 6図）

図示した 2点は石室周囲の表土剥ぎ取り中に出土した土

師器椀である。 1は復元口径12.4cmを測 り、口縁部を緩く

外反させて収める。器面が荒れるが、 体部外面には刷毛目

がわずかに残る。 2は底部のみが追存する。器面の荒れが

著しく、調整は不明である。他にも土師器と考えられる破

片が数点出土 しているが、細片により図化し得ない。

5. まとめ

今回確認した追構は横口構造を有する小石室 ］基のみで、

迫存状況も不良であ った。石室内からの出土迫物もなく、

'I肯報墜としては極めて乏 しいが、 築造時期は周辺出土追物

から類推して 5世紀後半から 6世紀代を考えたい。また、

尾根線上に単独に小石室 1埜が占地する立地は、古墳時代

後期か ら終末期の群集墳中に造営される小石室の立地とは

異なっていることからも時期的な差を示すものと思われる。

＝菫這戸

H
"
4
8
.3
0m
 

＝ 
゜

woc•89• H 
1m 

5. 1号小石室実測図(1/40)
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6.出土追物実測図(1/3)
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9753高畑遺跡第15次調査

所 在 地

調査原因

調査期間

梱多区板付6丁目9-13・ 9-1の一部

共同住宅建設

1997.11.18-1998.l.10 

1.調査に至る経過

1997年 8月5日に、地権者である今泉屏氏から、追跡確

認申詰が提出された。申請地は高畑追跡の推定地内にあた

ること、北西と南東の調杏地点（第12・ 10次）で古墳時代

の大溝が検出されていることから、追跡の存在が予想され

発掘調査が必要と判断された。なお剥査にあたっては、今

泉昇氏の多大なご理解とご協力をいただきました。記して

惑謝の意を表します。

2.位置・環境

I 

(TKB-15) 

調査面積

担 当 者

処置

254.5111' 

井上繭f

記録保存

高畑追跡群は、福岡平野を北流する御笠川と同河川中流

域から派生する諸岡川との間に所在する丘陵の北端部から

東側にかけての沖梢地に広がる 。本調査区は、高畑追跡群

の中心部を占める高畑廃寺の北側に位置する。追構面は現

地表下約 1m、椋高約 9mで検出された。

1.調査地点位四図(24板付．951 :8000) 

3.検出遺構

河川及び洲が調査区のほぼ全体を占める 。古ji]時代の溝

の堆粕層である黒色粘質土陪が青灰色シルト府を切って堆

柏しており、謂査区の南側へ向かって厚くなる。最も厚い

部分で30cm程度であり、調査区南半分に広がる 。古墳時代

の溝の下は河川の粗砂が堆梢している。
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2.黒色粘質土屑下面遺物出土状況（東から）

3.調査区南東側河川完掘状況（南から）
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4. 出土遺物

古壻時代の溝附の、＼せ色粘質上）悦中及び河川内粗砂中から

土器、木器類が出土した。黒色粘質土層中には、主に古墳

時代初頭から中期にかけての土師器片や流木が含まれてい

た。また、この黒色粘質上陪を除去した下面では、土器が

部分的に庄中して分布する箇所がみられた。

1は、口緑部を下にして伏せた状態で検出された大型鉢

である 。 2 ・ 3は追物が槌中する箇所で検出された。 2は

短脚付きの鉢、 3は高杯の脚部である 。 1~ 3は黒色粘質

tl罰の下面より出tしたもので、弥生時代終末から古墳時

代初頭に比定できる 。 4・ 5は下／悦の河川底付近の粗砂中

から出上した。 4は大型甕、 5は壺の胴部で、弥生時代後

期と思われる。追物の時期や出 L状況から、河川は弥生時

代後期から終末にかけて堆栢し、その直後掘削された溝は

古培時代中期頃まで営まれていたと考えられる。

5まとめ

今回の調査地点では、第12次調査地点で検出された大規

校な祭祀追構の続きはみられず、溝の落ち際が検lLiされた

にすぎない。 しかしながら、多少西にずれながらもほぼ推

定ライン通りの溝の流路を位凶づけられたといえよう 。今

圃検出された汁りは、図 4に示した第12次湖杏地点で検出さ

れた 1号洲の続きと考えられる。 1号溝の作り佐えとされ

る2号溝は東へ流路を変えるか、または 1号溝に合流する

かいずれかと思われる。今後の調杏に期待したい。
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5. 溝位囲図(1/200)
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6. 出土遺物実測図(1/4)
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9677香椎B遺跡群第 3次調査 (KSB-3)（御飯ノ山城跡）

所在地 東区大字香椎字熊他

調査原因 宅地造成

調査期間 1996.11.18-1998.1.22

調査面積 22,800而

担当者 瀧本正志•田上勇一郎

処 置記録保存

位置・環境 御飯ノ山城跡は、東区にある香椎宮 （廟）の

西500mに位置し、標高91m （平地比高差77m)

の城ノ腰山に立地する。海岸線から1.5kmの位

置にあり、宗像地域から梱多への唯一の陸路に

面するとともに、山頂からは、玄界瀕・博多

湾・福岡平野を全望できる要所の地である。

近世文書には、城ノ腰山山項に中世山城の存

在や、 「御飯ノ山城」・「城ノ腰山城」などの名

称とともに、この城が調鉦地から北 3kmに位

留する立花山（標高367m)に築かれた大友氏

の立花城の支城であることも記されている。

調査前には、わずかに堀切の存在が知られて

いた。調査は城ノ腰山全域で行った。

検出迫構 山城跡には、主郭および小郭、堀切、竪堀、

切岸、虎口などが残存していた。

主郭は単郭で、山頂部を平坦に整地 した敷地

は東西50m・南北12mを測る。郭内では掘立柱

建物七棟、柵列が検出されたが、周縁部では土

塁などの高まりは認められない。大半の建物群

は地形に沿った東西棟建物で、床面粕が16~

105而と多様である 。特に中央部に位掴する

SBOlは、梁行 6mX桁行17.5mを測り、柱穴の

規模からも主殿と推定される。建物群は、 三回 2.御飯ノ山城全景（北から）
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1.調査地点の位證(6城ノ越山，17浜男．141 :8000) 

以上の建て替えが行われている。

小郭は、斜面で三ヶ所を検出したが、良好な

状況で残存していたのは一ヶ所である。

堀切は、 主郭から三方向へ延びる尾根上に設

けられ、北西と北東の各尾根の堀切は薬研堀で、

北東尾根が 1条であるのに対し、北西尾根では

2条が連続する。南東尾根の堀切（堀切 3)は、

箱堀で、主郭出入口とも連接しており、通路的

要索が強い。

主郭への出入口（虎口）は、主郭南東隅と堀

切 3の底面との間をz字状に折り曲げて設けら -―-れ、岩盤を幅1.2m、深さ0.8m~2.1mの箱堀状 3．主郭と出入口（東から）
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（
 

概 要

に掘り下げている。通路面は三ケ所の削り出し階段部とニケ所の平坦部が相互に組合って構成さ

れ、第二階段部には門と櫓と推定される柱穴が並ぶ。竪堀は、堀切から連続するものと単独のも

のとがある。単独の竪堀は、堀切の近くと西および東の斜面に九条が設けられ、幅0.8m-1.8mを

測る。また、主郭周縁から 6mほど斜面を下った位置から竪堀は始まる。いずれの竪堀側縁にお

いても顕著な高まりは認められなかった。

切岸・犬走りは、北側と西側の斜面で認められ、 4~ 5 mの高さで斜面を急勾配に岩盤を削 り
9●●9 99 9 9 9-•• L ••9 9 lUし・-

出して設けている。

堀切 3から南側に連続して設けられている竪

堀12は、城の立地する山の南西側裾部に位協し

て里城と呼ばれている方30m前後の平坦地を囲

う堀SD258と一体化し、延長は200mを超える。

さらに、竪堀12は、出入口との交点から南に15m

ほど下がった地点から堀底面の勾配も急激に険

しくなり、形状も箱堀から薬研堀へ変わる。こ

の堀が変換する地点の斜面においては、切岸 ・

犬走りとは別に、西方向に下がる狭い削り出し

部を検出した。堀の形状変化や出入口との動動 4.主郭の掘立柱建物S801（西から）

線との関係から里城との通路と考えられる。

出土遥物 総砿でコンテナ箱に10箱の土師器（坪 ・小

l[ll • 土鍋） 、瓦器（火舎） 、陶器 （備前焼摺鉢・

常滑焼甕）、中国産磁器（白磁碗 ・染付li宛）な

どが、主郭の柱穴や整地土｝爵内および斜面から

出土した。最も古いのは13世紀末の常滑焼甕、

最も新しいのは16世紀第 3四半世紀の備前焼摺

鉢である。北側斜面の裾部や竪堀12からは、人

頭ほどの転石、臼や五輪塔などの加工石が100

個ほど出土し、投石と考えられる。

ま と め 今回の調査では、小規模な山城とはいえ 山
',~, ~紹mr→.,..，•` ‘  

城の全容が明らかとなり、城郭構造の変遷を知 5.出入口の門と櫓（北から）

る上で具体的な賢料を得ることができた。竪堀

配笛などには古い様相が認められるが、幾度か

の改修を経た後、 16世紀第 1四半世紀には現在

の形態を呈していたと考えられる。

これらは、商都博多を背景とする筑前の軍事

的緊張関係から形成されたものであろう。

調賓報告杏は、 2000年に刊行予定である。

6.堀切2（南から）
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III 平成 9年度の指定文化財

1.絹本著色楊柳観音菩薩像（甲本）
種 別 有形文化財

名称 ・員数 絹本著色楊柳観音菩薩像（甲本） l幅

所在地 福岡市博多区博多駅前一丁目29番 9号

所有者 承天寺

絹本著色、掛幅装、 108.5X57.lcm。

「華厳経」入法界品に説かれる、善財童子が求法の遍歴の途次、補陀

落 山で観音菩薩に出会う場面を描いた仏画である 。 日本では楊柳観音、

韓国では水月観音の名で呼ばれる。楊柳観音は 「法華経』将門品（観音

経）に説く 三十三観音の一つで、種々の病難救済を本願とする替隧であ

る。

「筑前國中神佛賓物記 完J（宝永 1.1704成）から、当時・太宰府観

世音寺に現存していたこと、福岡藩 4代藩主黒田綱政 (1659-1711)が

太宰府観世音寺に寄進したものであったことが知られる。その後承天寺

の所蔵に帰したもので、岡倉天心は 『九州・支那旅行 H誌」 （明治45.

1912) でその見聞を、「伝金岡呉道子風 絹木元画」と記している。

朱、緑青、群青の三色を基本にした彩色、金泥による輸祁線、衣摺線

の表現、全面を装飾する各種の文様、白いヴェールを透かして全身を見

せる技巧的な表現等々、緻密で蔀麗な高廊仏画の特色が典型的に示され

ており、保存状態も良好である。大徳寺本・泉屋柚古館本 ・ケルン東洋

美術館本と同様に小柳枝を右手に持つ点が本図の特色であり、 1匂い資料

的価値を有している。

2.絹本著色楊柳観音菩薩像（乙本）
種 別 有形文化財

名称・員数 絹本著色楊柳観音菩薩像（乙本） 1幅

所在地 福岡市柚多区梱多駅前一丁目29番 9号

所有者 承天寺

絹本著色、掛幅装、 95.5X47.4cm。

正面向きの図像、片膝を立てた坐法、 上半身に條吊を巻く着衣の形態

は特異であり、類似の図様としては大和文華本、根津美術館本がある 。

普財童子が頭光を負うのも本図の特徴である。また、補陀落山、大円相、

竹林、水瓶、海原、善財菌子といった定型的な基本構図に比して、竹林

を描かず、穏やかな海波だけの海原描写、唐草円文他、高麗仏画に通有

な文様が描かれない点も特色である。

こうした図様の祖型は、北宋・李公麟原画の石刻「水月観音図」(1132

年）や北宋以降の中国彫刻などに求められると考えられている。

高麗楊柳観音の図様が定式化する14世紀以前の画風を持つ稀少な作品

であり、朝鮮絵画史 ・日朝関係史上の稀少な美術史料である。
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1.絹本著色楊柳観音菩薩像（甲本）

2.絹本著色楊柳観音菩薩像（乙本）



（ 指定文化財

3.有田遺跡第177次調査出土品
種 別有形文化財（考古資料）

名称・員数 前漢鋭（単圏銘帯鋭） 1面

小形1方製鋭 l面

甕棺 2基 4個

所在地 福岡市隙多区井相田二丁目 1番94号

（福岡市埋蔵文化財センター）

所有者福岡市

前泡鏡は異体字銘帯鋭（単圏銘帯鋭）で、面径

7.55cm。銘平サには「内日月心忽而不泄」の文字が薇

甚体で陽鋳され、字間に渦文が配される。甕棺築s
TOOl（弥生時代中期末）から出土。小形1方製鋭は

面径5.1cm。鋭背には、蕨手状文と櫛間文を配する。

甕棺募ST002（弥生時代後期初頭）から出土した。

前漢鋭の硲地への副葬は、本例も含め全国で16追

跡24基にしか過ぎず、市内の追跡では樋渡墳丘塙、

丸尾台追跡に続き 3追跡目となる。また、小形f方製

鋭は、大韓民国）変尚北道漁隠洞追跡出土例に類似し、 3.有田遥跡第177次調査出土品（上前漢鏡、下：小形イ方製鏡）

朝鮮半島から舶載された可能性が高い。

4.飯倉D遺跡出土品
種 別有形文化財（考古狩料）

名称・員数 銅鋭・銅矛鉗箔残次 1個

銅鋭鎧箆残次 1個

所在 地福 岡市梱多区井相田二丁目 1番94号

（福岡市埋蔵文化財センター）

所有者福岡市

銅鋭・銅矛銘箔は、石英一長石斑岩を用い、縦7.4cm、横6.5cm、厚さ4.5cm。破損品であるが正方形面の一

面に鋭、もう 一面に矛を彫り込む。鋭の銘箔面は、湯口と鋭背の 4分の 1程度が残り、内行花文日光鏡系1方製

鋭の特徴を示す。復元面径は7.2cm。裏の矛の鎧疱而は、湯口と矛袋部半分が残り、広形銅矛と推察される。

両面とも実際に使用されている。弥生時代後期後半の竪穴住居跡床面から出土した。

銅鋭舘箔は、石英一長石斑岩を用い、幅5.4cm、縦4.9cm、)厚さ3.2cm。片面は湯口と緩やかな窪みがあり、

そこを中心に黒変している

ことから、鋭面の舘箔と考

えられる 。復元面径は、

7.2-7.7cm。 もう 一面は矢

印状の彫り込みがあり、錨

の舘箔あるいは作業用の目

f-|）と考えられる。溝からの

採梨品である。

小形1方製鋭鉛疱の出土例

は本例を含め全国で7例に

とどまる。鋭表面と鋭背面

の揃った出土例は他にな

く、またこの二つは同一鋭

を製作した雄型と雌型であ

った可能性が邸い。 4.飯倉D遠跡出土品（左：銅鏡・銅矛銘泡残次鏡舘苑面側、右：同矛銘箔面側）
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5.井尻B遺跡出土品

種 別 有形文化財（考古狩料）

名称 ・ 員数 銅鋭 •銅鏃銘箔残次 1個

銅鏃舘箔 1個

所在地 福岡市博多区井相田二丁 目1番94号

（福岡市埋蔵文化財センター）

所有者 福岡市

銅鏡 ・銅鏃舘箔は、石英一長石斑岩を用い、縦12.1cm、横4.6cm、厚さ2.2cm。一面に鋭、もう一面に

鏃の舘箔を彫り込む。鋭銘箔は半欠品で、面径10cm程度の小型1方製鋭を鋳造したと考えられる。裏面の

鏃の錦箔は、 2個の連鋳式で、 1個分の長さが 6cmと大型である。弥生時代後期中頃の土堀から出土し

た。

銅鏃銘箔は、長さ6.8cm、最大幅5.5cm、厚さ 3cmの平面台形、断面蒲鉾形を呈し、片面だけに大型の

鏃 1個分の銘箔を彫り込む。線の長さは6.8cm、関111品は 3cm。竪穴住居跡から出土。時期は前者と同様

である。

銅鏃銘箔は令国で5例を数えるだけであり、うち 2例がこの追跡から出十．した。

l
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5-1.銅鏡・銅鏃銘箔残次実測図(1/2.5)

5 -2.銅鏃・銘箔実測図(1/2.5)
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6. 田島神楽

種 別 無形民俗文化財

名称 ・員数友泉亭庭園

所在地 城南区田島四丁目 6番39号

所有者 田島神楽保存会

旧暦 6月 1日の 「サナボリ 」の祭り（田植え終了

後の祭り、現 7月の早苗祭）で、氏神田島八幡宮に

奉納してきた神楽。

明治維新後、神官世製制の廃止とともに社家（神

官）神楽が中止になったため、代わって氏子が神楽

奉納を継承し、明治 4年、田島八幡宮を勧請した船

越家十一代の孫、武四郎氏を中心に神楽社が結成さ

れ、今日に至っている。

かつては鳥飼八幡、紅薬八幡、住吉神社、櫛田神

（ 指定文化財

6.田島神楽

社、咎固神社、笛崎宮等々の市内各社を始め、旧早良郡・糸島郡、さらには粕屋・宗像・筑紫郡方面にわたる

約40カ所の神社に奉納され、 1896（明治29)年 5月までには700余回、 1975（昭和50)年頃までにはその累計

奉納回数2,350余回に達したという（「田島沿革史』1897、明治30年刊）。

明治 4年創設以来、戦争を始めとした社会梢勢の変動、神楽社々員の増減にも拘わ らず、江戸時代以来の社

家（神官）神楽の芸態を連綿として継承する貰璽な神楽である。

7.友泉亭庭園
種 別 名勝

名勝 ・員数友泉亭庭園

所在地 城南区友泉亭 1番46号

所有者 福岡市

宝暦 4年 (1754)、 6代藩主黒田継高

(1703~1775)が早良郡田島村に設けた

別荘。友泉亭の名称は藩儒竹田定直が撰

んだ久世通夏の 「世にたへぬあつさもし

らず わき出る泉を友とむすぶいほり

を」による。

藩主の遊興・保蓑の場、緊急時の避難

場所、政治 ・軍事上の機密を要する合議

の場として利用され、明治維新後には樋

井川村所有となり、 小学校や役場として

利用された。 7.友泉亭庭園

その後所有者の変転で荒廃していた

が、苑池の地割や石組に従って池泉回遊式の庭園を復元整備して昭和56年から一般に公開されている。

大名庭園としては、質実である点に特色があるが、それは如水・長政時代の質索・倹約を理想とした継高の

武人的側面の表現であったとも考えられる。

工作物のうち、疫長18(1613)年銘の五輪塔は造立年代からも、特殊な銘からも貨重である。昭和初年、貝

島家によって建てられた現存の建物も近代和風建築の追構として貨重であり、昭和50年代の公園整備に際して

保存された旧遺構の礎石列も往時の亭を偲ばせている。また、植生にあっては、シイ・カシ・イヌマキの大木、

樹齢200~300年と推定されているキンモクセイ等々、がかつての庭園の有り様を伝えている。

明治維新後、樋井川村役場時代、貝島家時代、公園整備時代を通じ、著しい改変があった様子はなく、基本

的な構成は現在に継承されているものと考えられる。
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附 平成 9年度刊行埋蔵文化財調査報告書一覧

集 報告書名 掲載追跡調査番号

547 有田・小田部第30其 8308 

548 三苫古培群 3ー第 4次調査報告一 9636 

549 多々良込田追跡Nー第 7次報告ー 9611 

550 箱崎追跡5箱崎追跡群第 9次調査 9644 

蒲田部木原迫跡 5蒲田部木原追跡群第 5次調査 9652 

551 箱崎6ー箱崎追跡群第 10次調査の報告一 9646 

552 吉塚 4ー吉塚追跡群第 4次調査の概要一 9632 

553 吉塚 3ー吉塚追跡群第 3次調査の報告一 9615 

554 吉塚追跡5ー吉塚追跡第 5次調査報告一 9640 

555 吉塚 6ー吉塚追跡群第 6次調蓋の報告一 9716 

556 梱多61一下川端地区市街地再開発事業に伴う 9505 

隙多追跡群第89次調査の概要一

557 梱多62-lW多追跡群第90次発掘調査概報一 9519 

558 膊多63一博多追跡群第97次調査の概要一 9603 

559 捕多64一博多追跡群第98次調査の概要一 9618 

560 梱多65一膊多追跡群第99次 • 第101次調査報告一 9633 9660 

561 比恵追跡群25一比恵追跡群第58次調査の概要一 9601 

562 比恵迫跡群26一比恵追跡群第59次・ 60次 ．61次調査の概要一 9627 9668 9673 

563 那珂追跡20ー那珂追跡群第58次調査報告一 9619 

564 那珂迫跡群21ー第59次潤査報告一 9645 

565 雀居追跡4ー福岡空港西側整備に伴う埋蔵文化財調査報告一 9230 9317 9453 9675 

566 下月隈c迫跡 2 一下月隈c迫跡 2 次 • 3次調査一 9515 9610 

567 福岡市板付周辺迫跡調査報告害第19集 7714 7837 7838 7844 

568 麦野B追跡ー第 3 次 • 第 4 次発掘調査報告一 9613 9661 

569 雑餡隈迫跡 4 ー雑饒隈迫跡 5 次 • 8 次 • 10次調査一 9407 9550 9670 

570 中南部 5 9538 9704 9648 

571 井尻B迫跡6ー第 8次調査報告一 9667 

572 和田B追跡IIー野多目台住宅建設に伴う埋蔵文化財調査報告一 9608 

573 野方岩名隈 1.藤崎12 9614 9629 

574 有田 ・小田部31一有田追跡群第181次、 184次調査報告書一 9607 9676 

575 野芥追跡 2一野芥追跡第 4次調査一 9450 

576 野芥追跡 3 ー第 7 次 • 第 8 次調査の報告一 9616 9631 

577 入部VIIIー東入部追跡群第 1次調査報告(1).第 7次調査報告一 9074 9312 

578 松木田遺跡第 2 次 • 第 3 次調査 9540 9641 

579 金武古墳群一金武古墳群吉武G群の調査一 9635 

580 吉武追跡群刈坂盛 • 吉武圃場整備事業関係調査報告害 8102 8234 8335 8416 8518 

581 外環状道路関係調査報告4 9307 

582 福岡外環状道路関係埋蔵文化財調査報告 5 9327 9510 

583 国道202号線今宿J¥ヽ 、イバス関係調査報告沿VII 9535 9536 9642 

584 今山逍跡 9622 

585 飯氏古墳群B群14号墳 9674 

586 鴻｝櫨館跡9 9736 
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